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年
頭
所
感 

年
頭
所
感 
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く 

　
　
　
　
　
お
願
い
致
し
ま
す 

新年あけましておめでとう

ございます。

会員の先生方にはご家族

の皆様と共に、さまざまの趣

向で新年を迎えられ、心新た

に今年の抱負を思い描いてお

られることと思います。

今冬は暖冬だとも予想さ

れ、いささかほっとしていま

すが、自然界では昨年夏以

来、東南アジアでの鳥インフ

ルエンザの頻発が報告され、

年末には韓国での発生も報告

され、鳥から人への感染が危

惧され、不安な“インフルエ

ンザの季節”を迎えようとし

ています。

昨年は、日本経済の景気が

回復してきたと言いつつ、国

民の生活は「経済格差」が広

がっただけで、国民の個人消

費は伸びてはいません。私ど

もが日ごろ診察する患者さん

の健康保険証が「社保」から「国保」へ移る率は一向

に減ってはいない現実が世相を反映しています。

ことさら年金生活者が圧倒的に多い高齢者に対して

新たな住民税、所得税の課税があり、各種公的保険で

の支給減額、自己負担額増や継続入院条件の厳しい制

限で、患者さんと家族は途方に暮れ、療養病床を持つ

病院は存続が危ぶまれています。

日本の「国民皆保険」は、もはや「世界に誇れる」

医療制度とは言えません。昨年 6月に成立した医療制
度改革関連法は、12件の法律からできていて、今後 6
年間をかけて順次具体化され施行されます。たとえば、

本紙新年号の座談会で語られているように、来年から

の住民健診は制度趣旨自身が変わり、保健指導では保

険医の関わりもずいぶん変化してきそうです。

今後数年間は、われわれ保険医は「医療改悪（！）

関連法」の施行に振り回されそうですが、石川県保険

医協会は「保険医の生活と権利を守り、国民のための

医療制度の向上をめざす」ことを肝に銘じて奮闘した

いと思います。

今年もよろしくお願いします。

会
員
の
権
利
擁
護
と 

　
　
　
　
国
民
医
療
の
充
実 

協
会
の
目
的
を
肝
に
銘
じ
て 

会
長
　
井
沢
　
宏
夫（
金
沢
市
・
内
科
） 

昨年 4月の歯科診療報酬の改悪は、協会歯科会員の診療体
系や経営にとって大打撃となりました。しかし、制度の不備

を嘆くだけでは国民の声にこたえることはできません。歯科

医療には、まだまだ改善されるべき分野が残されているとの

判断の基、われわれとしても国民の意向と協会会員の要求に

こたえるべく努力するつもりです。

おりしも、厚生労働省は 2008年（平成 20年）度中に、医
療機関に機能情報を公表することを求める方針を打ち出しま

した。公表内容には基本情報のほかに、アウトカム情報の分

析報告、障害者への配慮、外国語対応などが盛り込まれました。

石川協会歯科部会は、全国の協会と診療報酬の改善を求め

る活動に共闘することと共に、今後予測される歯科診療の潮

流を鑑み、独自の活動を打ち出すこととしました。

一つ目は、『歯科の視点から見た食育』への研鑽、実践の推

進と啓蒙活動がそれです。すでに発足しているプロジェクト

チームに対し、歯科部会はもとより医科会員の協力を仰ぎ、

サポートを提供する予定です。今後数年にわたって、講演会

活動ばかりでなく具体的診療活動や啓蒙活動を通じ、母子保

健、老人保健に貢献できるよう活動していくつもりです。

二つ目は、引き続き EBM講演会活動を充実することです。
同時に歯科における EBMを制度に反映させるためにも、合
宿、検討会などを通じて診療報酬そのものに関して理解を深

めていくことを打ち出しました。

三つ目は、冊子による会員へのサポートです。食育関連の

冊子の発行や、既出版物『手差し会話集』のバージョンアッ

プがそれで、年内の発行を予定しています。

四つ目に、スタッフの育成プログラムと経営感覚に役立つ

プロジェクトを立ち上げ、安心安全な医療に打ち込める環境

を整えます。

会員諸氏のご期待に沿えるものとなるよう、以上の基本 4
方針を提案しましたが、この達成には、さまざまな場面で会

員の協力が必要とされます。ご協力をお願いして年頭の決意

表明といたします。

歯科部発展のため、 
　　　ぜひご協力を 

歯科部長　平田　米里（野々市町・歯科） 

あけましておめでとうございます。

昨年度は、日本機関紙協会主催の新年号コンクールで「優秀賞」と

「写真賞」を受賞し、県単位で発行する部門では日本一の機関紙になり

ました。今年も『石川保険医新聞』は、会員と理事会とのパイプ役とし

て、会員にとって役に立ち、しかも読んで楽しい新聞をめざします。

そのためには、会員の皆様が保険医新聞に今、何を望んでいるかを考

え、これから行われる医療制度改革について、いち早く正確に伝えなけ

ればなりません。

昨年は、これからの健診制度の改革について服部理事の解説記事を 10

月号から 3回シリーズで連載し、さらに今月号では座談会を開催して、
健診制度に関わっている先生方のご意見を伺うことができました。これ

からもこのような特集企画を組んでいきたいと思います。

また、理事会からの一方通行ではなく、会員の先生方からも日ごろ感

じておられることをどんどん投稿していただければ幸いです。最近はイ

ンターネットが盛んになり、パソコンの中では、一つの話題についてよ

く討論が行われていますが、そのような討論を新聞紙上においてもでき

ればよいと思っています。たとえば、現在の日本の医師数は過剰なのか

不足なのかといった議論が最近よくなされていますが、このような話題

について皆様のご意見をお待ちしています。

文化面に関しては、現在継続中の会員リレーエッセイや旅行記などは、

読者から非常に好評を得ており、一面目よりも後ろの面から読むという

方が多いと聞いています。これらは、ひとえにこれまでご執筆していた

だいた多くの先生方のご努力によるもので、この場を借りて感謝申し上

げます。ただ、マンネリ化だけは避け、多くの会員の先生方からのご意

見を反映して、逐次新しい企画を考えていきたいと思います。

最後に、兼任します文化部の活動として、今年もドクターズ・ファミ

リー・コンサートを始め、第 2回酒造見学会や文化史跡めぐりなどを企
画しておりますので、皆様の参加をお待ちしております。

会員と理事会の 
　　　　パイプ役として 

『石川保険医新聞』編集長　牛村　繁（白山市・眼科） 
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市
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に
あ
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黒
１
の
ワ
リ
コ
ミ
が
好
手
筋
。
白
2

に
黒
3
か
ら
5
、
7
で
黒
生
き
で
す
。
 

黒
1
で
5
は
白
3
で
黒
死
。
白
4
で
5

な
ら
黒
4
白

イ
黒
ロ
で
セ

キ
生
き
で
す
。 

イ 
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本号は保険医協会未入会の先生方にもお届けしました。 

 

石川県保険医協会
電話  076（222）5373　FAX  076（231）5156 

E-mail  ishikawa-hok@doc-net.or.jp

入会の方法は

保険医協会にぜひご入会下さい！

医科 729人、 歯科 281人 

会員数　1010人 

　お電話または同封の入会申込ハガキに必要事項を記入の 
うえ、ご返送下さい。 

◎会　費（月額）／開業医　4,500円／勤務医　3,800円 

◎入会金　な　し 
※３カ月ごとに銀行口座から引き落としさせて頂きます。 

◎連絡先　〒920-0902 金沢市尾張町2丁目8番23号 
 （太陽生命金沢ビル6階） 

保険医協会は 

国民医療の充実と 

保険医の生活を守ります。 
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昨
年
末
の
十
一
月
二
十
六

日
、
東
京
都
内
虎
ノ
門
パ
ス
ト

ラ
ル
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
保
団

連
地
域
医
療
対
策
部
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

冒
頭
、
宇
佐
美
保
団
連
副
会

長
が
あ
い
さ
つ
に
立
ち
、
地
域

医
療
を
取
り
巻
く
状
況
が
国
民

に
と
っ
て
も
医
療
側
に
と
っ
て

も
ま
す
ま
す
厳
し
い
も
の
に
な

っ
て
い
く
中
、
医
療
の
質
を
維

持
し
、
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い

く
た
め
に
も
、
地
域
医
療
対
策

部
会
の
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要

に
な
っ
て
い
く
と
の
認
識
が
示

さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
議
事
に
移
り
、
医
科

歯
科
一
体
と
な
っ
た
在
宅
医
療

の
充
実
、
自
治
体
主
体
の
社
会

保
障
制
度
の
改
善
運
動
な
ど
の

幅
広
い
分
野
で
の
本
年
度
の
活

動
の
ま
と
め
と
、
そ
れ
ら
を
受

け
て
の
今
後
の
活
動
計
画
が
示

さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
参
加
者
に
よ
る

具
体
的
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。

本
部
会
は
、
取
り
扱
う
範
囲

が
あ
ま
り
に
も
多
岐
に
わ
た
る

た
め
、
と
も
す
れ
ば
内
容
が
総

花
的
に
な
り
が
ち
な
面
が
あ
り

ま
し
た
が
、
今
回
は
健
診
・
保

険
指
導
を
保
険
者
に
義
務
づ
け

る
と
い
う
「
特
定
健
診
問
題
」

と
在
宅
医
療
に
関
連
し
た
「
在

宅
療
養
支
援
診
療
所
の
評
価
」

に
つ
い
て
、
か
な
り
踏
み
込
ん

だ
議
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、「
特
定
健
診
問
題
」

で
す
が
、
こ
れ
は
す
で
に
本
紙

十
月
、
十
一
月
号
、
十
二
月
号

に
当
協
会
の
服
部
理
事
に
よ
る

綿
密
な
解
説
記
事
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
効
果
に
関
す
る
検

証
も
ろ
く
に
な
い
ま
ま
、
医
療

の
抑
制
の
み
を
目
的
と
す
る
制

度
で
、
国
民
の
健
康
を
増
進
さ

せ
る
と
い
う
国
の
義
務
を
放
棄

す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
意
見

が
強
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
問
題

に
関
し
て
は
参
加
者
の
中
で
こ

そ
、
一
定
の
理
解
が
得
ら
れ
て

い
る
も
の
の
、
一
般
会
員
の
理

解
度
は
ま
だ
ま
だ
十
分
と
は
言

え
ず
、
ま
し
て
や
国
民
は
何
も

知
ら
さ
れ
て
い
な
い
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今

後
、
問
題
点
を
整
理
し
て
、
会

員
さ
ら
に
は
国
民
全
体
へ
の
周

知
を
図
る
必
要
性
を
痛
感
し
ま

し
た
。

ま
た
、「
在
宅
療
養
支
援
診

療
所
の
評
価
」
に
つ
い
て
で
す

が
、
保
団
連
理
事
会
で
は
患
者

負
担
の
高
さ
や
診
療
時
間
内
の

往
診
に
対
す
る
応
需
体
制
な

ど
、
か
な
り
否
定
的
な
意
見
も

出
て
い
た
も
の
の
、
実
際
に
支

援
診
と
な
っ
て
多
く
の
在
宅
患

者
の
診
療
に
当
た
っ
て
い
る
参

加
者
か
ら
は
、
地
域
の
複
数
の

診
療
所
と
連
携
を
図
る
な
ど
し

て
、
支
援
診
が
在
宅
医
療
の
充

実
に
一
役
買
っ
て
い
る
具
体
例

も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
の
在
宅
医
療
の
充
実
の

た
め
に
、
柔
軟
に
対
応
し
て
い

く
べ
き
と
い
う
意
見
が
大
勢
を

占
め
て
い
た
よ
う
で
す
。

そ
の
後
、
各
協
会
に
お
け
る

自
治
体
単
独
の
医
療
費
助
成
制

度
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
な

ど
の
報
告
が
あ
り
、
最
後
に
、

今
後
予
想
さ
れ
る
急
激
な
状
況

の
変
化
に
迅
速
に
対
応
す
る
た

め
に
、
今
年
五
月
末
を
予
定
し

て
い
た
次
回
の
本
部
会
を
数
カ

月
前
倒
し
す
る
こ
と
を
確
認
し

て
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

カ
ル
シ
ウ
ム
拮
抗
剤
は
、

高
血
圧
症
や
虚
血
性
心
疾
患

の
治
療
薬
と
し
て
一
般
に
使

用
さ
れ
て
い
る
。

二
十
数
年
前
に
ニ
フ
ェ
ジ

ピ
ン
に
よ
る
歯
肉
増
殖
が
最

初
に
指
摘
さ
れ
、
現
在
で
は

す
べ
て
の
カ
ル
シ
ウ
ム
拮
抗

剤
に
歯
肉
増
殖
の
副
作
用
が

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

カ
ル
シ
ウ
ム
拮
抗
剤
は
、

表
に
示
す
よ
う
に
多
数
あ

り
、
百
二
十
種
類
以
上
が
商

品
化
さ
れ
て
い
る
。
歯
肉
増

殖
の
発
生
率
は
、
ニ
フ
ェ
ジ

ピ
ン
で
六
・
五
％
、
塩
酸
ジ

ル
チ
ア
ゼ
ム
で
二
・
一
％
で

あ
る
。
ベ
シ
ル
酸
ア
ム
ロ
ジ

ピ
ン
で
あ
る
ア
ム
ロ
ジ
ン
、

ノ
ル
バ
ス
ク
で
は
発
生
率
は

低
い
が
、
使
用
頻
度
が
高
い

二
剤
で
あ
る
こ
と
も
あ
っ

て
、
歯
肉
増
殖
の
報
告
が
増

加
し
て
き
た
。

カ
ル
シ
ウ
ム
拮
抗
剤
に
よ

る
歯
肉
増
殖
の
発
症
に
は
、

歯
肉
炎
の
よ
う
な
慢
性
炎
症

性
刺
激
が
誘
因
と
し
て
必
要

で
あ
る
。
写
真
の
例
の
よ
う

に
多
く
は
前
歯
部
に
見
ら

れ
、
歯
肉
縁
と
歯
間
乳
頭
の

肥
大
が
出
現
す

る
。
当
初
は
、
境

界
明
瞭
な
柔
ら
か

い
腫
脹
で
、
正
常

の
粘
膜
色
を
呈
す

る
。
次
第
に
、
半

球
状
に
隆
起
し
、

凹
凸
の
あ
る
硬
い

腫
瘤
と
な
る
。

カ
ル
シ
ウ
ム
拮

抗
剤
に
よ
る
細
胞

内
カ
ル
シ
ウ
ム
流

入
の
抑
制
が
、
歯

肉
で
の
線
維
性
芽
細
胞
で
の

コ
ラ
ー
ゲ
ン
の
増
殖
と
結
合

織
の
増
大
を
引
き
起
こ
す
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。
歯
肉
溝

液
中
の
薬
剤
の
濃
度
が
、
血

中
濃
度
よ
り
は
る
か
に
高
い

こ
と
が
原
因
と
さ
れ
る
。
歯

科
的
に
は
、
歯
肉
の
ブ
ラ
ッ

シ
ン
グ
指
導
や
ス
ケ
ー
リ
ン

グ
・
ル
ー
ト
プ
レ
ー
ニ
ン
グ

な
ど
の
歯
周
病
治
療
を
行
う

こ
と
で
、
八
〇
〜
九
〇
％
程

度
の
症
状
は
改
善
す
る
。
し

か
し
、
そ
の
他
は
薬
剤
の
中

止
が
必
要
で
あ
る
。
中
止
に

よ
り
症
状
は
自
然
に
軽
快
す

る
。歯

科
側
か
ら
薬
剤
の
中
止

も
し
く
は
変
更
を
依
頼
す
る

必
要
が
あ
る
し
、
医
科
側
か

ら
は
歯
肉
増
殖
の
早
期
発
見

の
た
め
に
歯
科
の
診
察
を
依

頼
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え

ら
れ
る
。
ア
ム
ロ
ジ
ン
、
ノ

ル
バ
ス
ク
、
ブ
ロ
プ
レ
ス
、

ニ
ュ
ー
ロ
タ
ン
、
デ
ィ
オ
バ

ン
は
、
高
血
圧
症
や
虚
血
性

心
疾
患
の
治
療
薬
の
代
表
的

な
五
剤
で
あ
る
。
前
者
二
剤

が
カ
ル
シ
ウ
ム
拮
抗
薬
で
あ

り
、
後
者
三
剤
は
ア
ン
ジ
オ

テ
ン
シ
ン
ー
Ⅱ
受
容
体
拮
抗

薬
で
あ
り
、
歯
肉
増
殖
は
引

き
起
こ
さ
な
い
。

歯
周
病
は
、silent disease

で
普
遍
的
な
病
気
、
文
明
病

と
も
い
わ
れ
る
。
従
来
、
歯

肉
増
殖
の
副
作
用
は
致
命
的

な
も
の
で
は
な
い
た
め
、
軽

視
さ
れ
て
き
た
感
が
あ
る
。

一
九
九
〇
年
ご
ろ
ま
で
は
、

た
と
え
ば
糖
尿
病
が
歯
周
病

を
悪
化
さ
せ
る
と
言
わ
れ
て

き
た
が
、
一
九
九
〇
年
以
降

は
、
歯
周
病
が
全
身
に
影
響

を
与
え
る
と
い
う
考
え
に
変

わ
っ
た
。
歯
周
病
原
菌
が
心

臓
冠
状
動
脈
血
管
内
皮
細
胞

に
侵
入
す
る
こ
と
が
証
明
さ

れ
、
心
疾
患
に
関
与
す
る
根

拠
も
あ
る
。
ぜ
ひ
、
医
科
と

歯
科
で
双
方
向
に
治
療
協
力

し
あ
う
べ
き
課
題
で
あ
る
こ

と
を
考
え
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
あ
る

（その49） 

降圧剤と歯肉腫脹 
石川県立中央病院歯科口腔外科 

宮田　勝（金沢市） 

カルシウム拮抗薬
1) ベシル酸アムロジピン
　　・アムロジン
　　・ノルバスク

２）ニトレンジピン
　　・ニトレジック
　　・バイロテンシン
　　　　　　　　　ほか多数

３）ニフェジピン
　　・アダラート
　　・セパミット　　　
　　　　　　　　　ほか多数

４）塩酸ジルチアゼム
　　・塩酸ジルチアゼム
　　・ヘルベッサー
　　　　　　　　　ほか多数

●
●
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
原
稿
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
●
●

〈
解
答
〉
▲
3
二
銀
、
△
同
玉
、
▲
4

三
金
、
△
4
一
玉
、
▲
3
一
馬
、
△
同

玉
、
▲
3
二
歩
、
△
4
一
玉
、
▲
5

三
桂
ま
で
九
手
詰
め
。 

〈
解
説
〉
▲
3
二
銀
か
ら
▲
4
三
金
と

決
め
て
か
ら
次
の
▲
3
一
馬
が
う
ま

い
決
め
手
。
△
同
銀
な
ら
▲
5
三
桂

ま
で
。
結
局
△
同
玉
に
▲
3
二
歩
か

ら
▲
5
三
桂
で
ピ
ッ
タ
リ
。 

（
問
題
は
27
面
に
あ
り
ま
す
） 

将
棋
解
答 

カルシウム拮抗薬による歯肉腫脹

七
つ
の
ま
ち
が
い
探
し
の
答
え（
問
題
二
十
一
面
）

答
え

1
、神
主
の
ア
ゴ
ひ
も　

2
、わ
た
あ
め
や
の
屋
根

3
、左
下
の
破
魔
矢（
は
ま
や
）を
持
っ
た
女
性
の
マ
フ
ラ
ー

4
、右
下
猿
回
し
の
え
り　

5
、破
魔
矢
の
文
字
が
お
み
く
じ

6
、巫
女（
み
こ
）さ
ん
の
前
髪　

7
、屋
根
の
ハ
ト
の
位
置
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保団連北信越ブロック会議 

医療制度改善を中心に 

北信越各協会から39人が出席して開催（上越市）

オ
ン
ラ
イ
ン
化
で 

徹
底
討
論 

副
会
長
　
西
田
　
直
巳（
金
沢
市
・
小
児
科
） 

全　体　会 全　体　会 全　体　会 午
前
の
全
体
会
議
で
は
、
保

団
連
寺
尾
次
長
か
ら
医
療
制
度

改
革
関
連
法
の
全
体
像
と
問
題

点
に
つ
い
て
、
同
前
谷
主
査
か

ら
は
、
領
収
証
・
レ
セ
プ
ト
オ

ン
ラ
イ
ン
請
求
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
問
題
提
起
が
あ
っ
た
。

医
療
保
険
制
度
改
革
関
連
法

で
は
、
厚
労
省
の
目
指
す
も
の

と
し
て
、
①
短
期
的
に
効
果
の

現
れ
る
対
策
②
中
長
期
に
効
果

の
現
れ
る
対
策
と
し
て
都
道
府

県
に
対
し
て
医
療
費
適
正
化
計

画
の
作
成
・
実
施
を
義
務
化
③

効
果
を
確
実
な
も
の
と
す
る
た

め
に
医
療
保
険
制
度
を
都
道
府

県
単
位
の
運
営
に
切
り
替
え

る
、
の
三
点
を
指
摘
し
、
連
動

し
て
医
療
提
供
体
制
を
改
変
す

る
と
と
も
に
医
療
費
抑
制
を
確

実
な
も
の
に
す
る
計
画
が
示
さ

れ
た
。
こ
れ
ら
に
対
す
る
保
団

連
・
協
会
の
対
応
と
し
て
、
自

治
体
を
巻
き
込
ん
だ
共
同
の
運

動
が
必
要
で
あ
る
と
し
た
。

レ
セ
プ
ト
オ
ン
ラ
イ
ン
化
で

は
、
十
九
日
に
保
団
連
審
査
、

指
導
・
監
査
対
策
担
当
者
会
議

で
行
わ
れ
た
田
辺
幸
雄
弁
護
士

の
講
演
（
本
紙
前
号
に
講
演
要

旨
を
掲
載
）
を
紹
介
し
、
保
団

連
の
見
解
は
作
成
中
と
し
な
が

ら
も
、「
義
務
化
に
反
対
す
る

院
長
署
名
」「
義
務
化
に
よ
っ

て
廃
業
す
る
医
師
の
実
状
調

査
」「
国
会
対
策
：
国
会
が
な

い
が
し
ろ
に
さ
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
」
な
ど
の
対
応
策
を

示
し
た
。

討
論
は
、
ほ
と
ん
ど
レ
セ
プ

ト
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
つ
い
て
で

あ
っ
た
。
ま
と
め
る
と
、
①
厚

生
省
令
は
当
分
の
間
は
覆
る
こ

と
は
な
い
②
若
手
医
師
は
電
子

カ
ル
テ
も
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
も

当
然
と
考
え
る
だ
ろ
う
。
従
っ

て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
の
義
務

化
に
反
対
す
る
必
要
が
あ
る
③

レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
の
目
的
外
使

用
や
個
人
情
報
保
護
を
問
題
視

し
て
い
く
べ
き
だ
、
と
い
う
三

点
に
集
約
さ
れ
る
。

領
収
証
に
関
し
て
は
、
控
え

を
残
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か

と
い
う
こ
と
に
対
し
て
、
厚
労

省
は
何
も
言
っ
て
い
な
い
の

足
並
み
揃
っ
た 

見
事
な
会
議 

（
西
田
　
直
巳
） 

医科　分科会 医科　分科会 医科　分科会 

に
、
日
本
医
師
会
は
残
す
必
要

が
あ
る
と
い
う
勇
み
足
的
な
質

疑
応
答
を
出
し
て
い
る
と
の
指

摘
が
あ
っ
た
。

次
に
、
特
定
健
診
・
特
定
保

健
指
導
に
関
し
て
石
川
協
会
の

喜
多
副
会
長
よ
り
、
服
部
理
事

の
デ
ー
タ
に
も
と
づ
い
て
の

「
レ
ク
チ
ャ
ー
」
が
あ
り
、
会

場
全
体
が
問
題
の
本
質
と
重
大

性
を
理
解
し
た
よ
う
に
感
じ
ら

れ
た
。
そ
の
後
、
各
県
の
保
険

外
併
用
療
養
費
の
届
け
出
状
況

の
報
告
と
質
疑
が
あ
り
、
午
前

の
部
を
終
わ
っ
た
。

午
後
の
部
は
、
北
信
越
各
県

に
お
け
る
医
療
費
助
成
制
度
の

比
較
報
告
と
討
議
で
始
ま
っ

た
。
乳
幼
児
、
障
害
者
、
老

人
、
ひ
と
り
親
な
ど
、
ど
の
助

成
制
度
も
県
単
事
業
と
し
て

は
、
所
得
制
限
な
ど
不
十
分
な

と
こ
ろ
が
目
立
つ
が
、
市
町
村

レ
ベ
ル
で
あ
る
程
度
補
っ
て
い

る
の
が
実
状
で
あ
る
。

最
初
に
、
六
月
二
十
二
日
に

行
っ
た
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
の
厚

労
省
交
渉
後
の
対
応
に
つ
い
て

協
議
し
た
。
十
五
項
目
の
診
療

報
酬
改
善
要
求
の
す
べ
て
で
す

っ
き
り
し
た
回
答
が
得
ら
れ
て

お
ら
ず
、
今
後
ど
う
対
応
す
る

か
が
当
面
の
課
題
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
要
求
を
三
つ
ほ
ど
に
絞

っ
て
、
一
時
間
あ
ま
り
と
い
う

短
い
交
渉
時
間
の
中
で
、
一
つ

ひ
と
つ
を
し
っ
か
り
と
要
求
す

る
こ
と
。
ま
た
、
交
渉
の
後
始

末
を
き
ち
ん
と
す
る
こ
と
、
国

会
議
員
の
仲
介
を
得
る
こ
と
な

ど
が
具
体
策
と
し
て
あ
げ
ら
れ

た
。次

い
で
、
指
導
お
よ
び
監
査

に
関
す
る
各
県
比
較
を
も
と

に
、
審
査
、
指
導
・
監
査
を
め

ぐ
る
動
向
と
交
流
が
行
わ
れ

た
。
石
川
県
の
集
団
的
個
別
指

導
だ
け
が
平
日
夜
間
、
日
曜
午

前
の
選
択
制
に
な
っ
て
お
り
、

医
療
機
関
の
診
療
時
間
に
配
慮

し
た
日
程
に
な
っ
て
い
る
。
個

別
指
導
時
の
対
象
カ
ル
テ
の
通

知
は
（
厚
労
省
の
通
達
で

1
番
 
2
番
 

3
番
 

（問題は24面） 

A列 B列 C列 

亥年の間違い探し 亥年の間違い探し 亥年の間違い探し 
答え

★間違いが一番多いコマ　B列２番 

★間違いが全くないコマ　A列２番 
（5カ所） 
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3
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3
3
3
3
3
3
3

は
、
一
週
間
か
ら
十
日
に
な
っ

て
い
る
の
に
）、
指
導
日
の
前

日
か
ら
三
日
前
、
七
〜
十
日
前

と
ば
ら
つ
き
が
あ
っ
た
。
弁
護

士
帯
同
、
指
導
状
況
の
録
音
に

つ
い
て
は
で
き
る
の
が
当
た
り

前
と
い
う
状
況
に
な
り
つ
つ
あ

る
。

今
回
の
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
は
、

全
体
討
論
、
分
科
会
と
も
北
信

越
各
県
共
同
の
実
態
調
査
報
告

を
も
と
に
討
議
す
る
と
い
う
運

営
方
法
が
と
ら
れ
て
い
た
。
北

信
越
五
県
の
事
務
局
の
足
並
み

が
揃
い
、
見
事
な
会
議
で
あ
っ

た
。

個
別
指
導
の 

各
県
事
情
な
ど 

理
事
　
小
島
　
登（
内
灘
町
・
歯
科
） 

歯科　分科会 歯科　分科会 歯科　分科会 全
体
会
議
に
引
き
続
き
、
場

所
を
移
動
し
て
歯
科
分
科
会
が

行
わ
れ
た
。

ま
ず
、
指
導
・
監
査
の
各
県

の
現
状
が
報
告
さ
れ
た
。
そ
の

中
で
、
個
別
指
導
の
年
度
間
予

定
計
画
が
、
情
報
開
示
請
求
に

よ
り
明
ら
か
に
な
る
県
と
社
会

保
険
事
務
局
と
歯
科
医
師
会
の

会
議
で
公
開
す
る
県
に
分
か
れ

て
い
る
こ
と
や
、
個
別
指
導
時

の
持
参
書
類
も
各
県
に
よ
り
、

ま
た
、
医
科
と
歯
科
で
も
異
な

っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

第
二
に
、
六
月
十
五
日
に
北

信
越
ブ
ロ
ッ
ク
が
歯
科
診
療
報

酬
改
定
に
関
し
て
厚
労
省
と
交

渉
し
た
報
告
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に

対
す
る
討
論
で
あ
っ
た
。
直
接

交
渉
に
当
た
っ
た
長
野
の
歯
科

役
員
か
ら
は
、
一
人
で
は
迫
力

に
欠
け
た
が
、
歯
周
病
と
全
身

疾
患
の
関
連
で
医
科
役
員
同
席

で
の
発
言
は
、
非
常
に
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
に
な
っ
た
と
の
印
象
が

述
べ
ら
れ
た
。

主
な
協
議
事
項
は
次
の
通
り

で
あ
る
。

福
井
か
ら
二
〇
〇
六
年
改
定

と
主
な
告
示
、
通
知
発
出
日
が

報
告
さ
れ
、
今
回
の
改
正
の
不

備
と
理
解
困
難
が
浮
き
彫
り
に

な
っ
た
。
ま
た
、
告
示
、
通
知

や
事
務
連
絡
、
Ｑ
＆
Ａ
な
ど
の

意
味
合
い
や
法
的
な
整
理
を
勉

強
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
で
一

致
し
た
。

長
野
か
ら
診
療
情
報
文
書
の

提
供
や
領
収
証
発
行
に
対
す
る

受
け
止
め
方
の
患
者
ア
ン
ケ
ー

ト
が
報
告
さ
れ
、
改
め
て
臨
床

現
場
で
は
患
者
か
ら
求
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
文
書
提
供
の
義

務
づ
け
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。

新
潟
か
ら
新
し
い
歯
周
病
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
近
々
出
さ
れ

る
と
の
情
報
提
供
が
あ
っ
た
。

石
川
か
ら
は
、
ス
ケ
ー
リ
ン

グ
、
ル
ー
ト
プ
レ
ー
ニ
ン
グ
を

歯
科
衛
生
士
の
業
務
範
囲
と
し

て
認
め
る
提
言
を
保
団
連
歯
科

理
事
会
に
提
出
す
る
と
報
告
し

た
。
そ
れ
に
対
し
て
ブ
ロ
ッ
ク

と
し
て
こ
の
運
動
を
積
極
的
に

進
め
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

最
後
に
、
保
団
連
歯
科
理
事

を
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
一
人

推
薦
す
る
こ
と
と
し
、
次
回
の

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
に
て
協
議
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

十
一
月
二
十
三
日
、
上
越
市
で
開
か
れ
た
第
四
十
八
回
保
団
連
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
に
は
、

保
団
連
お
よ
び
北
信
越
各
協
会
役
員
・
事
務
局
三
十
九
人
が
出
席
し
、
①
医
療
制
度
改
革
関
連

法
の
全
体
像
と
問
題
点
②
領
収
証
・
レ
セ
プ
ト
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
の
義
務
化
③
福
祉
医
療
制
度

を
め
ぐ
る
各
県
の
動
き
④
診
療
報
酬
改
善
要
求
⑤
審
査
、
指
導
・
監
査
問
題
に
つ
い
て
、
各
県

の
実
態
報
告
に
も
と
づ
き
、
活
発
な
討
論
が
行
わ
れ
た
。

石
川
協
会
か
ら
は
井
沢
会
長
、
喜
多
、
西
田
両
副
会
長
、
小
島
理
事
、
事
務
局
二
人
が
出
席
し
た
。

出
席
役
員
の
報
告
を
紹
介
す
る
。
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専門家の増員・連携とスキルアップで、 
「医療・介護難民を出させない」の実現を 
専門家の増員・連携とスキルアップで、 
「医療・介護難民を出させない」の実現を 

信耕久美子（金沢市・MSW） 

昨年10月、テレビや新聞各紙で報道されました電話相談「医療・福
祉・介護119番」について、本紙2006年 11月号でも概略を報告し
ましたが、このたび、相談内容の分析について詳しくリポートされまし
たので、紹介します。

【はじめに】
石川県保険医協会の「医療・介護

難民を出させない」という熱い呼び

かけに賛同した「国際高齢者年・石

川NGO介護保険オンブズパーソン」

「石川県社会保障推進協議会」「ヒュ

ーマン・ライツ・ネットワーク石川」

「障害がある人の自立を考える実行委

員会」以上 5団体による電話相談「医療・福祉・介護 119 番」を行いました。

10 月 16 日から 18 日までの 3日間、時間は 10 時から 17 時、相談方法は電

話・メール・ファックスを用意しました。

【電話相談の特徴】
今回は社会保障分野が同時多発的に制度改革されたので、何でも相談でき

るようなネーミングにしました。また、相談受付と相談援助、結果確認のフ

ロー図をつくり、1回きりの聞いて終わりの活動ではなく、継続した相談援

助を行い解決することにも重点をおいたシステムにしました。それぞれに得

意分野を持つ団体が集まっているので必要に応じて相談ケースの分担もしま

した。

【相談内容の紹介】
相談件数 38 件（資料 1参照）。すべて電話相談のみでした。初日にテレビ

や新聞社の取材がありマスコミ報道されたこともあって、相談の半数は 2日

目に集中しました。10 月から老人医療の 3割負担が始まったので、やはり高

齢者からの医療費相談などが 14 件とトップでした。今年大きく改革された障

害者福祉の自立支援法関係と介護保険関係が次に続きました。

高齢者の窓口負担増 7件 

医療費控除 2件 
国保料および介護保険料 1件 
市民税の引き上げ 1件 
はり灸治療の保険適応 1件 
無料低額診療制度 1件 
医療不信の声 1件 

障害者施設医療費の負担 1件 
サービス利用料が高額 1件 
サービスの利用上限 1件 
障害者ヘルパーの利用法 1件 
金沢市苦情解決等専門部会 1件 

介護保険の利用法 2件 利用料が払えない 2件 
介護保険料が高くなった 1件 介護認定に不満 1件 

（資料1） 内　訳 分野別 

治療方法10

医療費14

自立支援5
介護6

その他2

年金1

【特徴的な相談内容の紹介】
《相談①》80 代の父を家で介護するのに仕事をやめた。年金は年間 350 万円
ほど。今年になって国保料は 2倍、介護保険料 2倍、市民税が 4倍になった。

介護サービス利用料も高くなった。暮らしていくのがやっとの状態。

《相談②》10 月から医療費が 3割負担になった。役所に聞いたら軍人恩給を
収入とみなして判断しているといわれた。国のために命をささげた代償をこ

のような形で負担増にするなんて何ともいえない気持ち。

《相談③》自分も妻も障害年金をもらっている。妻の介護が負担になってきた
ので施設に入れたいと考えたが、利用料が高くて払えなくてあきらめた。

《相談④》自立支援医療機関に通園している。10 月から 1 割負担になった。
他の医療機関の受診では障害者医療費助成制度が適用され、負担がゼロにな

るのに、同じ医療でどうして違うのか。

《相談⑤》障害のある夫とパートで働く妻の二人暮らし。生活のため必死で働
いているのに、自立支援法になってから妻に収入があるからと障害基礎年金

のうち 37,200 円がサービス利用料として請求された。生活のためにヘルパー

を減らしたら今度は世話してくれる人がいなくなり、妻が仕事できない。ど

うしたらいいのか。

《相談⑥》保険の満期を正直に申告したら、8月から金沢市の身体障害者医療
費助成制度が受けられなくなった。10 月からは夫婦ともに老人医療が 3割負

担にもなり、これからは安心して医者にかかることもできなくなった。

これらの相談を集約すると「税金や医療費、保険料、利用料などすべてが

高くなりました。収入や年金が少なくて生活が大変です。どうしたらいいの

ですか」という内容になります。この背景にあるものはこの間の各種制度改

革と税金改革（資料 2参照）です。

（資料2）
2004 年 2005 年

何もしなくても非課税世帯でした。 一円も収入は増えていないのに、何も知らずに
突然課税世帯になりました。

年 金 収 入 2560000 2560000
公 的 年 金 控 除 -1400000 -1200000 2005年1月縮小
配 偶 者 控 除 -380000 -380000
配 偶 者 特 別 控 除 -380000 0 2004年1月廃止
老 齢 者 控 除 -500000 0 2005年1月廃止
基 礎 控 除 -380000 -380000
控 除 合 計 額 3040000 1960000 1080000円分減
課 税 対 象 額 -480000 600000

【明らかになったこと】
《相談④》にあるように、とにかく改革優先なので十分な検討が行われない

まま法律が可決され、行政側も新しい制度への準備ができておらず、対応に

違いがでてきています。おかげでサービス提供現場はもっと大変で詳細説明

は直前までなく、制度が施行されてからも疑義照会などで運用が変わること

があります。

また、《相談②》のように、制度により負担額の根拠となる収入認定が違う

ため、税金上は非課税でも高額負担となることがあります。相談⑥がそうだ

ったのですが、実は世帯が課税になっていると自動的に老人医療の 3割負担

受給者証が交付され、今回経過措置で年金 383 万円以下（夫婦で 520 万）の

人は本当は一割負担なのですが、自分で気づいて申請をしないと 1割にして

もらえないのです。このように申請しないと適応にならない制度が十分に知

らされておらず、対象者が利用できていない実態も明らかになりました。今

まで収入が低い故に一度も税金申告の必要が無かった年金生活者も、今後は

可能な限りの控除を申告して正当な負担階層とならない限り、負担の問題は

解決できないことが分かりました。

【相談対応者としての感想】
今までの相談活動の知識では、もはやこたえられないのが本音です。新し

い制度の細かい解釈や経過措置、特例などを熟知していなければ相談者にア

ドバイスできません。医療・介護・自立支援とそれぞれに違う基準や所得段

階、世帯の考え方があり、なおかつ税制改革が費用負担増に複雑に絡み合っ

ています。それぞれの分野ごとの専門家が協力し連携しない限り援助は不可

能です。私の職場である城北病院医療福祉相談室は早速「生活と健康を守る

会」の人に来てもらい、税金の学習会を始めました。

【今後の取り組み】
今回の取り組みでは、主催者側も見えていなかった部分の実態が明らかに

なり、当事者団体との協働や行政対応へとつなぐことができました。

今後も次の 3つの活動を継続する必要を感じています。

①市民生活で何が起こっているのか、具体的に明らかにする相談活動を継続

します。相談受付者の養成やスキルアップも行う必要があります。

②深刻な相談が寄せられたあと、それに対してどういう相談をしたのか、結

局どのように問題を解決したのかが一番肝心なところです。相談活動で知

りえた知識を活かして、誰でもが理解できる「わかりやすい負担軽減マニ

ュアル」や「典型的相談の具体的解決マニュアル」などを作成して、広く

配布します。自分で対応できる市民を増やし、一人でも多くの困っている

人をなくす取り組みをします。

③相談事例から制度改善が必要なものについては、当事者の団体と連携して運

動を開始し、サポートします。実際にすでに、金沢北健康友の会が中心にな

って「介護が必要な状態があれば、障害者控除の対象にするべき」と金沢市

に交渉しました。市はこれにこたえて基準と申請書を作成したので、今年の

税金申告から早速使えます。また、相談④と同じ問題では勇気あるお母さん

が「自立支援制度施行による負担で生活保護基準以下の生活状態になるのは

違法」と金沢市に対して審査請求書を提出しました。私たち 5団体も可能な

限りそのサポートを行うつもりでいます。

【最後に】
このように、いろいろな人たちの連携を力にして、「医療・介護難民を出さ

せない」の実現に引き続き頑張ります。

安心して医者にかかれなくなった 安心して医者にかかれなくなった 安心して医者にかかれなくなった 
電話相談「医療・福祉・介護119番」の内容と分析 

相談を受ける筆者（右）
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20 世紀は「戦争の世紀」だったと言われます。世界中に戦禍をもた

らした第 1次、第 2次世界大戦の後も、米ソの冷戦がはじまり朝鮮や

ベトナムなど東南アジアや、中南米、中東、アフリカなど世界各地で

戦火の絶えることはありませんでした。日本においても 20 世紀の前半

は戦争に次ぐ戦争のため、無数の若者が戦場で殺されました。第 2次

世界大戦だけでも日本人 300 万人、アジア諸国の犠牲者 2,000 万人とい

う膨大な“人間”が殺され、死んでいきました。大日本帝国が 1945 年、

連合軍に降伏し戦争は終結しました。

第 2次世界大戦の後、戦争のあまりのむごたらしい凄惨さに世界中

の人々は、恒久的な平和とすべての人々の基本的人権を求めて「世界

人権宣言」や「国連憲章」を創設しました。日本国憲法はそのような

世界情勢の中で、理想主義をかかげて作られました。

戦乱の絶え間のなかった 20 世紀後半を、この「戦争放棄」をうたっ

た平和憲法のもとで、日本国民は 60 年あまりの長きにわたり、一人の

若者も戦死させず、一人の外国人も戦場で殺戮しませんでした。この

ことこそわれわれ日本人は、自ら高く評価し、もっと世界諸国に誇っ

て良いことと思います。

しかしながら、悲惨な戦争体験が正しく次世代に継承されなかった

ことや、今なお世界規模で不気味なテロと対テロ戦争が続く中で、国

民の不安感を背景に安倍内閣は「憲法九条の戦争放棄条項」の改変を

主目的に、憲法改正の準備段階に入っています。すでに一昨年、「武力

攻撃事態等における国民保護のための国民保護法」が成立し、医療機

関は有事に際して否応なしに指定公共機関に指定されました。

このような具体的な「戦時体制」に向けての準備が進められる中、

憲法九条を擁護するため、大江健三郎氏や加藤周一氏らにより「九条

の会」が、秋元波留夫（金大名誉教授）、鎌田實（諏訪中央病院）氏ら

により「九条の会・医療者の会」が呼びかけられました。

私たちはこのふたつの呼びかけにこたえて、生命と健康を守る医師

の使命として、戦争に反対し、憲法九条を守ることの大切さを広く県

民にアピールするために、石川県にも「九条の会・医療者の会」を発

足したいと考えています。

私たちは政治的にはいたって微力ではありますが、医師の責務とし

て、憲法九条を擁護し、戦争反対を社会的にアピールしていきたいと

思います。多くの先生方のご賛同をいただきたく、ご協力お願いいた

します。
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第2回憲法講演会のご案内 第2回憲法講演会のご案内 
テーマ 九条改憲と医療機関の関わり 
  ─国民保護法と国民保護計画の現局面 

講　師 金沢合同法律事務所弁護士　飯森和彦 氏 

と　き 2007年1月25日（木）午後7時半～9時 
ところ 保険医協会事務所（太陽生命金沢ビル6階） 

主　催 九条の会・石川医療者の会準備会 

連絡先 石川県保険医協会　電話 076-222-5373
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改
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に
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演
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リ
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い
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第
一
回
憲
法
講
演
会
は
、
九

条
の
会
・
石
川
ネ
ッ
ト
呼
び
か

け
人
の
菅
野
昭
夫
弁
護
士
（
金

沢
合
同
法
律
事
務
所
所
長
）
を

迎
え
て
、
十
一
月
二
十
七
日
、

保
険
医
協
会
事
務
所
で
開
か
れ

た
。菅

野
弁
護
士
の
講
演
要
旨
を

以
下
に
紹
介
す
る
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1ア
メ
リ
カ
の
中
間
選
挙
で
ブ

ッ
シ
ュ
大
統
領
の
共
和
党
が
大

敗
し
、
ラ
ム
ズ
フ
ェ
ル
ド
国
防

長
官
が
失
脚
し
た
背
景
に
は
、

大
義
な
き
イ
ラ
ク
戦
争
に

十
四
万
人
の
米
軍
を
派
遣
し
、

米
兵
が
三
千
人
も
死
亡
し
て
イ

ラ
ク
戦
争
の
破
た
ん
が
明
確
に

な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
依

然
と
し
て
出
口
が
見
え
な
い
こ

と
が
あ
る
。
米
国
防
総
省
が
イ

ラ
ク
戦
争
で
描
い
た
ワ
ー
ス
ト

シ
ナ
リ
オ
よ
り
最
悪
の
事
態
に

な
っ
て
い
る
。
無
差
別
な
空
爆

攻
撃
は
憎
悪
の
住
民
感
情
を
あ

お
る
だ
け
で
、
暴
力
と
報
復
の

論
理
は
す
で
に
破
た
ん
し
て
い

る
。一

九
九
七
年
五
月
、
オ
ラ
ン

ダ
・
ハ
ー
グ
で
開
か
れ
た
第
三

回
世
界
市
民
会
議
で
採
択
さ
れ

た
「
公
正
な
世
界
秩
序
の
た
め

の
十
項
目
の
基
本
原
則
」
第
一

項
に
「
す
べ
て
の
国
家
の
議
会

は
日
本
国
憲
法
第
九
条
が
定
め

て
い
る
よ
う
に
、
政
府
の
戦
争

参
加
を
禁
止
す
る
決
議
を
す
べ

き
で
あ
る
」
と
謳
わ
れ
た
こ
と

が
契
機
と
な
り
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九
条
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め

ざ
す
国
際
的
秩
序
を
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こ
う
」

と
い
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ロ
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。

「
九
条
の
改
憲
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た
め
に
必
要
」
と
い
う
改
憲
論

者
の
主
張
こ
そ
世
界
の
潮
流
に

逆
行
し
て
い
る
。

北
朝
鮮
の
核
実
験
や
「
北
朝

鮮
が
攻
め
て
く
る
か
ら
九
条
の

改
憲
は
必
要
」
と
い
う
意
見
に

つ
い
て
は
、
隣
国
で
あ
る
韓
国

の
民
主
主
義
の
た
め
の
弁
護
士

会
の
見
解
（
北
朝
鮮
の
核
実
験

は
瀬
戸
際
外
交
で
あ
り
、
日
本

は
核
武
装
や
集
団
的
自
衛
権
の

行
使
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
平

和
的
解
決
の
た
め
に
交
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す
る

こ
と
、
北
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非

核
化
に
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た
す
憲
法
九
条
の
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割
は
大
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い
）
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歴
史
的
役
割
と
改
憲
論
 

2戦
後
六
十
年
の
間
に
、
朝
鮮

戦
争
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
、
湾
岸

戦
争
、
イ
ラ
ク
戦
争
な
ど
行
な

わ
れ
た
が
、
憲
法
九
条
が
あ
る

た
め
に
日
本
が
戦
争
に
巻
き
込

ま
れ
る
こ
と
を
防
い
で
き
た
歴

史
的
事
実
が
あ
る
。

「
憲
法
九
条
は
現
実
に
合
わ

な
く
な
っ
て
い
る
」「
時
代
が

変
わ
っ
た
か
ら
憲
法
を
変
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
意

見
に
つ
い
て
は
、
確
か
に

一
九
九
一
年
の
湾
岸
戦
争
で
ペ

ル
シ
ャ
湾
の
掃
海
艇
派
遣
か
ら

二
〇
〇
三
年
の
自
衛
隊
の
イ
ラ

ク
派
遣
ま
で
憲
法
九
条
を
空
洞

化
し
て
き
た
〈
現
実
や
時
代
の

変
化
〉
は
あ
る
が
、
し
か
し
憲

法
九
条
が
あ
る
た
め
に
〈
自
衛

隊
が
戦
時
に
戦
地
で
武
器
を
使

用
し
て
戦
闘
に
参
加
す
る
こ

と
〉
を
辛
う
じ
て
防
い
で
い
る

の
も
現
実
で
あ
る
。
要
す
る
に

九
条
改
憲
の
狙
い
は
、
自
衛
隊

が
地
球
規
模
で
米
軍
と
共
同
の

軍
事
行
動
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
結

果
、
九
条
改
憲
が
も
た
ら
す
も

の
は
「
経
済
の
軍
事
化
」「
人

権
の
抑
圧
」「
核
武
装
」「
徴
兵

制
」
で
あ
る
。

九
条
の
会
の
 

活
動
の
重
要
性
 

九
条
の
会
の
 

活
動
の
重
要
性
 

3ア
メ
リ
カ
の
中
間
選
挙
の
教

訓
は
、
イ
ラ
ク
戦
争
で
米
兵
が

三
千
人
も
死
亡
、
負
傷
兵
の
大

量
発
生
、
帰
還
兵
の
五
分
の
一

が
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
症
候
群
に
な
る
な

ど
地
域
社
会
に
不
正
義
な
イ
ラ

ク
戦
争
の
真
実
が
伝
わ
り
、
米

兵
の
遺
族
、
家
族
、
現
役
兵
士

ら
が
起
ち
上
が
っ
た
草
の
根
の

平
和
運
動
が
決
め
手
に
な
っ
た

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
教
訓
に
学

び
、
草
の
根
運
動
の
「
九
条
の

会
」
の
活
動
を
広
め
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

（
文
責　

神
田
順
一
）

─ 日本国憲法第九条 ─
日本国憲法　第2章　戦争の放棄
Renunciation of  War
第九条　①　日本の国民は、正義と秩序を基調とする国際平

和を誠実に希求し、国権の発動たる戦争と、武力
による威嚇又は武力の行使は、国際紛争を解決す
る手段としては、永久にこれを放棄する。
②　前項の目的を達するため、陸海空軍その他の戦
力は、これを保持しない。国の交戦権は、これを
認めない。

【日本国憲法　第2章・英訳】
Article 9. Aspiring sincerely to an international 

peace based on justice and order, the 
Japanese people forever renounce war as 
a sovereign right of the nation and the 
threat or use of force as means of settling 
international disputes.
In order to accomplish the aim of the 
preceding paragraph, land,sea,and air 
force, as well as other war potential, will 
never  be mainta ined .  The r ight  of  
belligerency of the state will not be 
recognized.

医師の責務として憲法九条を擁護

九条の会・石川医療者の会（準備会） 九条の会・石川医療者の会（準備会） 

九条の会・石川医療者の会（準備会）  井沢　宏夫 
ぜひ、ご賛同ください ぜひ、ご賛同ください 
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改革優先が
現場を混乱に
■城北病院医療ソーシャルワーカー

信耕久美子氏
今年 10月に保険医協会など 5団

体が主催した「医療・福祉・介護

119 番」の相談事例を分析。「年金

額は変わらないのに税金や医療費、

保険料、利用料がすべて高くなった。

暮らしていけない」という相談が続

出したことを受け、相談員が各種制

度改革のみならず税改革についても

熟知していなければ相談にこたえら

れない現状を訴えた。

また、「改革優先」により、行政側

も新制度への対応が十分にできてお

らず、その弊害も出てきている。

今後も相談活動を継続し、住民が

積極的に負担軽減策を使えるよう、

分かりやすい情報提供を行っていき

たいと語った。

保険医協会や社会保障推進協議会、患者団体などでつ

くる「医療制度をよくする石川いのちを守る会」が主催

した市民フォーラムが、12月 2日、金沢市松ヶ枝福祉

館で開催された。テーマは「私たちのめざす地域医療̶

医療制度改革で地域に何が起きているのか」。医療現場

の最前線にいる専門家等 5人の報告を、患者、医療・福

祉従事者など約 50人の参加者が熱心に聞き入った。

開会のあいさつで、石川県保険医協会の井沢宏夫会長

が、「5人の報告一つひとつをつなぎ合わせると医療制

度の歪みが見えてくる。今後は地方自治体も巻き込んだ

医療改善運動が必要」と述べたとおり、医療ソーシャル

ワーカー、理学療法士、社保協事務局長、医師、医療団

体職員、それぞれの立場からの地域医療の現状分析は、

現在の医療制度の歪みを浮き彫りにし、今後の医療改善

運動への足固めとなるような充実したフォーラムとなっ

た。

各報告者の報告要旨を紹介する。

地方自治体との
連携が必要
■石川県理学療法士会保健福祉局理事

北谷　正浩氏
リハビリテーションの算定日数制

限問題、特に維持期のリハビリ患者

の実状を中心に報告。維持期におけ

るリハビリテーションの在り方検討

委員会では、維持期のリハビリを「医

学的リハビリテーションサービスの

一部」と明確に定義しておきながら、

大多数の維持期リハビリ患者を医療

保険から締め出したと、今次診療報

酬改定を批判。

さらに、機能低下を来すリハビリ

患者が増え、主治医にも病状を訴え

られない患者が多いことを指摘。

いつでもどこでもどんなときでも、

個々のニーズに応じたリハビリサー

ビスが受けられるような地域ケアシ

ステムを構築するためには、地方自

治体との連携が必要と述べた。

医師数の地域格差が
深刻化
■城北病院外科

斉藤　典才氏
日本の医療の現状評価と医師不足

について報告。日本の医療は、健康

寿命、健康達成度から見ても優れた

医療を提供しているにもかかわらず、

ＧＤＰに占める医療費が世界 18位

にとどまるのは、提供する医療内容

に対する報酬が低いことを示してい

る。

また、日本は平均在院日数の長さ

に対して、医師の絶対数が不足して

いる。この医師不足の原因は、700

兆円を超す国の借金が国民医療費を

圧迫していることにある。

さらに、2004 年の卒後臨床研修

義務化以降、医師の偏在も著しくな

り、待遇の良い都市部に若い医師が

集中して地方の医師が激減。石川県

でも医師数の地域格差が深刻化して

いると訴えた。

「国民皆保険」は
実質的空洞化の方向へ
■石川県保険医協会

工藤　浩司事務局員
医療制度改革で地域医療はどうな

るのかについて、次のように報告。

今次医療制度改革関連法の成立は、

医療保険給付の内容と範囲の削減に

より、医療費の伸びを抑える構造的

な対策を法律で規定したと言える。

一連の改革で国の医療保障に対する

責任はますます後退。都道府県に医

療費削減を競わせる仕組みを導入し、

国民の自己責任を強調することで、

「国民皆保険」は実質的空洞化の方向

へ向かう。

ただ、療養病床廃止・削減反対を

表明する地方自治体の首長は6割を

超え、マスコミの中でも今次改革の

見直しの声が高まっており、運動の

広がりの可能性は拡大している。地

方自治法第1条に定めるとおり、医

療費抑制ではなく、住民の福祉の増

進を図ることこそが地方自治の役割

であると、地域住民は自治体に積極

的に働きかけ、自治体を巻き込んだ

医療改善運動を展開していかなけれ

ばならないと述べた。

障害者医療が軒並み後退
■石川県社保協事務局長　寺越　博之氏

石川県の心身障害者医療費助成制度の水準と課題につ

いて報告。石川県は1974年の制度創設以来、助成対象

の拡大が図られてきたが、2005年、突如見直しの方針

を掲げた。それと前後して小松市、七尾市、羽咋市、能

登町で制度が次々と後退。金沢市は、市長が今年1月に

「制度後退はしない」と宣言したにもかかわらず、8月に

は所得制限を導入。この所得制限により1200人が助成

対象から外された。石川県の心身障害者医療費助成制度

はもっとも厳しい「老齢福祉年金」の所得制限限度額を

準用しており、全国的には下位グループの10位内に入

る。これが県内市町の心身障害者医療費助成制度の所得

制限基準として広まっていることを危惧し、具体的な改

善提言を行った。

制度の歪みが明らかに

医療制度をよくする石川いのちを守る会・市民フォーラム 医療制度をよくする石川いのちを守る会・市民フォーラム 

─ 医療制度改革で地域に何が起きているのか ─ 
私たちのめざす地域医療 私たちのめざす地域医療 私たちのめざす地域医療 

患者、医療・福祉従事者ら約50人が集って開かれたフォーラム
（12月2日・金沢市松ヶ枝福祉館）
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第
四
十
二
回
全
国
糖
尿
病
週
間
金
沢
の
集
い 

歯
科
相
談
に
参
加 

じ
っ
く
り
患
者
さ
ん
に
向
き
合
っ
て 

山
本
　
司（
野
々
市
町
・
歯
科
） 

第42回全国糖尿病週間金沢の集いでは、さまざまな企画が催された
（写真は患者会の活動報告の様子／11月12日・石川県社会福祉会館）

十
一
月
十
二
日
の
日
曜
日
、

石
川
県
社
会
福
祉
会
館
に
て
第

四
十
二
回
全
国
糖
尿
病
週
間
金

沢
の
集
い
が
開
催
さ
れ
た
。

前
半
は
内
科
医
、
眼
科
医
、

歯
科
医
、
薬
剤
師
、
理
学
療
法

士
、
看
護
師
な
ど
の
医
療
相
談

や
、
血
糖
値
、H

bA
1 c

、
血
圧

脈
波
検
査
、
体
脂
肪
な
ど
の
測

定
を
す
る
コ
ー
ナ
ー
、
糖
尿
病

療
養
指
導
士
に
よ
る
食
事
相

談
、
眼
科
医
に
よ
る
眼
底
出
血

の
検
査
も
そ
の
場
で
行
っ
て
い

た
。後

半
は
、
北
陸
病
院
の
高
山

先
生
の
ス
ク
リ
ー
ン
を
使
っ
た

Ｑ
＆
Ａ
や
、
北
陸
病
院
の
友
の

会
（
泉
寿
会
と
い
う
患
者
の

会
）
の
活
動
報
告
、
石
川
中
央

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
保
健
部
次

長
の
押
野
栄
司
先
生
に
よ
る

「
国
が
勧
め
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
対
策
」
と
題
し

た
記
念
講
演
が
開
催
さ
れ
た
。

当
日
、
急
に
肌
寒
く
な
っ
た

せ
い
か
医
療
ス
タ
ッ
フ
と
来
客

者
を
合
わ
せ
、
昨
年
よ
り
少
な

め
の
百
人
あ
ま
り
の
参
加
人
数

で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
歯
科
相

談
を
担
当
し
て
き
た
。

今
回
の
参
加
は
二
度
目
で
あ

っ
た
が
、
歯
科
医
師
会
の
八
十

周
年
の
記
念
行
事
と
重
な
っ
た

た
め
、
一
人
で
の
参
加
と
な
っ

た
。相

談
者
は
六
十
歳
以
上
と
思

わ
れ
る
高
齢
者
が
中
心
で
あ
っ

た
が
、
入
れ
歯
の
相
談
か
歯
周

病
に
関
連
し
た
問
題
が
ほ
と
ん

ど
で
あ
っ
た
。「
今
使
っ
て
い

る
入
れ
歯
が
が
た
つ
く
の
だ

が
、
新
し
く
作
ら
な
き
ゃ
い
け

な
い
の
か
」「
血
糖
値
が
安
定

せ
ず
抜
歯
し
た
く
な
い
の
だ

が
、
抜
か
な
く
て
は
い
け
な
い

の
か
」「
現
在
歯
科
治
療
に
通

っ
て
い
る
が
、
歯
石
を
取
っ
て

も
ら
い
た
い
の
だ
が
、
患
者
か

ら
歯
石
を
取
っ
て
く
れ
と
い
う

の
は
お
こ
が
ま
し
く
て
言
え
な

い
」
と
言
わ
れ
る
老
人
も
い

た
。そ

れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
ゆ
っ
く

り
と
話
を
聞
い
て
い
く
と
、
普

段
、
歯
科
治
療
時
に
し
っ
か
り

と
話
を
聞
い
て
も
ら
う
時
間
が

持
た
れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
分

か
っ
た
。
今
の
保
険
制
度
の
中

で
、
じ
っ
く
り
患
者
さ
ん
と
向

き
合
う
時
間
が
取
れ
な
い
の

は
、
非
常
に
残
念
で
あ
る
と
感

じ
た
。
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日　時 

場　所 

対　象 

定　員 

主　催 

広汎性発達障害：早期からの治療教育的介入 
━ 児童精神科医の視点から ━ 

広汎性発達障害：早期からの治療教育的介入 
━ 児童精神科医の視点から ━ 
講師　　まな星クリニック院長　中島 洋子　氏 

〒９２０-３１２３ 金沢市福久東1-56  オフィスオーセド2Ｆ 
Tel:　076（257）1918　E-mail: path@hagino-sato.com 
URL: http://www6.ocn.ne.jp/̃path/ 
発達障害者支援センター パース 

発達障害者支援センター パース 研修会 

2007年 2月18日（日） 午前10～12時（午前9時半～受付開始）  
石川県立中央病院健康教育館　2階大研修室 
保育所、幼稚園、保健・医療・福祉機関等に従事されている方 
200人（定員になり次第締め切ります） 
社会福祉法人つくしの会 発達障害者支援センター パース 

～参加申込みについてのお願い～ お問合せ・お申込先 
 　参加は無料です。1月28日までに、Ｅメールまたは

ファックスでお申し込みください。 
　Ｅメールの場合は、件名に「2．18研修申し込み」と
明記の上、お名前･所属･連絡先をお知らせください。 

老
々
介
護
の
心
細
さ

家　

族　

女
性　

八
〇
歳　

待
機
者　

男
性　

八
三
歳　

今
ま
で
一
度
も
病
気
ら
し
い
病
気
も
せ
ず
人
一
倍
若
く
見

え
、
六
十
才
で
始
め
て
老
人
セ
ン
タ
ー
に
行
っ
た
と
き
「
四
十

才
代
の
人
が
な
ん
で
来
ら
れ
た
の
」
と
言
わ
れ
た
主
人
が
、
若

い
間
に
人
生
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
す
る
ん
だ
と
早
目
に
会
社
の
役
員

を
や
め
、
以
後
、
ゴ
ル
フ
と
社
交
ダ
ン
ス
、
小
唄
に
あ
け
く
れ

て
い
た
の
に
突
然
発
病
し
た
。

そ
れ
ま
で
体
が
弱
く
病
気
が
ち
で
主
人
に
頼
り
き
っ
て
い
た

私
は
、
呆
然
と
し
た
。
生
活
が
一
変
し
て
夜
中
に
四
回
も
五
回

も
主
人
の
ト
イ
レ
に
つ
い
て
行
か
ね
ば
な
ら
ず
、
一
寸
油
断
し

て
い
る
と
水
は
出
し
っ
ぱ
な
し
で
廊
下
ま
で
川
の
様
に
な
り
、

そ
の
中
に
パ
ジ
ャ
マ
の
ま
ま
坐
っ
て
い
る
主
人
を
や
っ
と
着
が

え
さ
せ
バ
ケ
ツ
に
雑
巾
と
悪
戦
苦
闘
、
や
っ
と
着
が
え
さ
せ
ベ

ッ
ト
に
入
れ
一
寸
ウ
ト
ウ
ト
す
る
頃
又
次
の
ト
イ
レ
。
後
か
ら

パ
ジ
ャ
マ
の
ズ
ボ
ン
を
掴
ん
で
抱
き
か
か
え
て
つ
い
て
ゆ
く
。

そ
ん
な
繰
り
返
し
で
私
は
夜
も
横
に
な
る
閑
が
殆
ど
な
く
、
そ

ん
な
日
を
過
ご
す
う
ち
頭
が
ボ
ー
ッ
と
し
て
い
つ
も
宙
に
浮
い

て
い
る
感
じ
。
そ
の
う
ち
鍵
を
は
ず
し
て
外
に
出
て
行
き
、
外

で
倒
れ
て
い
る
の
を
通
行
人
の
方
が
救
急
な
ど
に
知
ら
せ
て
下

さ
り
、
夜
中
に
か
け
つ
け
た
時
は
転
ん
で
顔
中
紫
色
に
は
れ
お

岩
さ
ん
さ
な
が
ら
。
夜
中
に
出
て
ゆ
か
れ
る
恐
怖
か
ら
眠
れ
ぬ

夜
が
続
き
、
或
る
時
、
気
が
つ
い
た
ら
私
は
主
人
の
首
を
し
め

て
い
ま
し
た
。
主
人
は
ま
だ
力
が
あ
っ
た
筈
な
の
に
、
抵
抗
せ

ず
私
に
さ
れ
る
ま
ま
に
し
て
い
ま
し
た
。
フ
ト
我
に
返
り
、「
ご

め
ん
な
さ
い
」
と
泣
き
乍
ら
主
人
を
抱
き
し
め
ま
し
た
。

今
私
は
八
十
才
、
辛
い
持
病
を
も
ち
主
人
の
発
病
当
時
血
圧

が
二
百
八
十
に
も
上
が
っ
て
医
師
を
び
っ
く
り
さ
せ
ま
し
た
が
、

そ
の
こ
ろ
運
よ
く
老
々
介
護
の
身
を
療
養
型
病
院
に
入
れ
て
い

た
だ
い
た
時
の
有
難
さ
、
筆
舌
に
つ
く
せ
ま
せ
ん
。
医
療
制
度

が
改
悪
さ
れ
て
行
き
つ
つ
あ
る
今
、
声
を
大
に
し
て
、
若
い
時

一
生
懸
命
働
い
て
来
た
老
人
に
予
算
が
足
り
ぬ
な
ら
不
急
と
思

え
る
物
の
着
工
を
後
ま
わ
し
に
し
て
、
老
人
の
為
の
適
切
な
ニ

ー
ズ
に
応
じ
た
受
入
体
制
の
一
日
も
早
い
設
立
が
、
日
本
の
今

後
の
理
想
的
な
あ
る
べ
き
姿
で
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
後
国
を

支
え
て
下
さ
る
若
い
人
達
に
感
謝
す
る
と
共
に
、
そ
の
事
を
偽

政
者
の
方
々
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

│
用
字
・
用
語
は
原
文
ど
お
り
で
す

│

（
編
集
部
）

●
待
機
者
・
家
族
の
思
い

余
生
を
安
心
し
て
暮
ら
さ
せ
て
あ
げ
た
い
…
…
…
…
…

あ
れ
も
こ
れ
も
不
安
だ
ら
け
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

ボ
ケ
な
い
う
ち
に
順
番
が
来
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す

三
人
の
母
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

夢
の
よ
う
な
こ
と
を
願
っ
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

老
々
介
護
の
心
細
さ

で
き
る
だ
け
家
で
暮
ら
し
た
い
け
れ
ど
…
…
…
…
…
…

母
を
送
る
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

年
寄
り
子
供
の
喜
ぶ
ま
ち
に
戻
し
た
い
…
…
…
…
…
…

●
特
養
ホ
ー
ム
に
入
居
で
き
て
よ
か
っ
た

母
の
笑
顔
に
会
い
に
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

三
度
目
の
奇
跡
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

地
域
の
特
養
ホ
ー
ム
に
入
れ
て
よ
か
っ
た
…
…
…
…
…

顔
見
知
り
の
方
が
声
を
か
け
て
く
れ
て
…
…
…
…
…
…

●
特
養
ホ
ー
ム
に
か
か
わ
っ
て

特
養
ホ
ー
ム
と
の
交
流
で
得
た
も
の
…
…
…
…
…
…
…

今
、
支
え
る
喜
び
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

こ
ん
な
場
所
を
も
っ
と
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

●
資　

料

家
族
会
の
足
跡
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
建
設
等
の
要
望
…
…
…
…
…
…

今
後
の
施
設
整
備
計
画
な
ど
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

介
護
に
か
ら
む
死
亡
（
殺
人
）
事
件
に
関
し
て
…
…
…

目
次
か
ら

手記・その二 
 

特別養護老人ホーム入居待機者家族会 
連絡先：やすらぎホーム内 

電話：０７６‐２６９‐０８０８  ファックス：０７６‐２６９‐２００４ 

老いを支えて～待機者・家族の思い支え合う絆～ 発刊！
 

　特別養護老人ホーム入居待機者家族会（代表・林亀雄）では、

先ごろ『老いを支えて・その二』を発刊いたしました。｢あれもこれも

不安だらけ｣｢夢のようなことを願って｣｢老々介護の心細さ｣｢できる

だけ家で暮らしたいけれど｣など、切実な

待機の声が綴られた内容です。 

　介護保険制度の現状に一石を投じる

冊子です。ぜひお求めください。 

　一冊・５００円／冊子についてのお問

い合わせは下記へ。 
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【読んだ本】

昨年流行した言葉に「格差社会」がある。本屋に行けば、『～格差～』

とのタイトルの本が平積みにされている。今回は格差社会をテーマにした

3冊の本を読み比べてみた。

①格差社会　―何が問題なのか―

８年前に「日本の経済格差」を世に問い、格差問題の第一人者と言われ

る著者が、内外の様々の格差問題の議論についてコメントした格差問題の

決定版。

まず内閣府などの格差の拡大は、高齢化などによる「見かけ上の問題」

などと言い、小泉前首相の「格差の何が悪い」との開き直りに対し、豊富

なデータをもとに反論している。特に著者は、格差拡大が今や貧困問題に

まで発展していると警告している。

現状認識（第１章）から入り、今後の見通し、格差社会への処方せんに

導かれる。著者は今後のあるべき政府のかたちとして、「小さな政府」よ

り、「大きくとも国民が信頼の持てる政府」を提言する。示されたデータ

や解釈などは最新の知見というわけではないが、読者に納得のできる議論

が展開される。格差問題の入門書、解説書としてはお薦めの一冊である。

②超・格差社会　アメリカの真実

アメリカにはいわゆる高級住宅地が各地にあり、そこは慌ただしい商業

地域から隔離され、その地域へ通じる道路には門番がいて、住民からの招

待がなければ入れない地域「ゲイテッド・コミュニティ」と呼ばれる。

アメリカ人は４種類しかない。特権階級（超金持ち）、プロフェッショ

ナル、貧困層、落ちこぼれである。そして、トップの５％が富の 60％を握

っている。

著者は東大経済学部を卒業し、当時の長銀に初の女性キャリアとして入

行するも、退職渡米し、スタンフォード大でMBAを取得。ニューヨーク、

シリコンバレーで証券アナリスト、経営コンサルタントなどとして 26 年

間活躍した実体験を基にしたアメリカの「階層社会」の解説書である。

まことに冒頭の例のごとくアメリカは厳然たる階級社会の国であり、そ

のメイフラワー号、南北戦争、西部開拓時代からのアメリカ経済史、現在

のアメリカ経済の問題点、さらにレーガン、パパブッシュ、クリントン、

ブッシュら大統領が 20 年あまりにわたり、いかに金持ちに優遇した政策

をとってきたか分かりやすく解説している。

また、日本で今、教育問題つまりいじめや公教育の問題が盛んに論議さ

れているが、アメリカの公立学校の荒廃は日本を遙かに凌ぎ、まさに悲惨

そのものである。もちろん教育を通しての格差は一層固定化されていく。

しかし一方、「それでもアメリカは居心地が良い」という著者の感情、

移民が持つ「未知の中にリスクよりも夢と希望を感じるオプティズム」な

ど、矛盾した思いは「超・格差社会」という標題を付けた理由なのだろう。

とにかく、アメリカと言う国の分析が多層的であり、近年まれに見る面

白いアメリカ論でもある。

③健康格差社会

この書籍については、すでに『月刊保団連 2005 年 12 月号』で、鹿児島

協会の三浦清春氏（現保団連理事）が書評を書いておられる。大変要領よ

くまとまっており、内容解説は省略したい。それでもあえて取り上げるの

は、本号の座談会特集でも取り上げた 2008 年度から実施される特定健診・

特定保健指導について大変示唆に富む見解が書かれているからである。近

藤氏はこの中で、予防医学上の「ハイリスク・ストラテジー」と「ポピュ

レーション・ストラテジー」の違いを解説し、前者では、例えば高血圧患

者への減塩指導などは長期に観察するとはっきりした効果が現れないこと

を述べ、個人介入への限界を指摘している。一方、後者では社会格差を縮

小したりコミュニティ作りを推し進めれば、その社会で暮らす人々のスト

レスが軽減し、自殺など特定の原因死のみならず全死因死亡率をも下げら

れる可能性を追求していることである。このような「社会への介入」が今

後の公衆衛生の新しい可能性を暗示しているし、このことが政府が強引に

進めようとする今回のメタボリックシンドロームに絞った特定健診、指導

へのきわめて強力な反論、代案提示になると思うのである。医療関係者の

皆様に、ぜひ考えて欲しい問題である。

以上格差社会についての３冊の書籍を紹介したが、格差についての意見

は様々であろう。機会の平等も結果の平等も 100% 保証される社会はもち

ろんない。しかし、今の日本社会は「格差」が限界に達しており、このま

ま進むとアメリカのような完全な階層社会化に突入するであろう。今まさ

にターニングポイントであろう。

○テーマ─ 格差問題を考える ○テーマ─ 格差問題を考える 
喜多　徹（野々市町・内科） 

複眼的に思索する 
読書教室 
複眼的に思索する 
読書教室 
複眼的に思索する 
読書教室 
複眼的に思索する 
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読書教室 

①格差社会　―何が問題なのか―
●著者：橘木俊詔　●出版：岩波新書

②超・格差社会　アメリカの真実
●著者：小林由美　●出版：日経ＢＰ

③健康格差社会
●著者：近藤克則　●出版：医学書院

二
〇
〇
七
年
の
干
支
は

十
二
支
の
ラ
ス
ト
亥
（
猪
・

イ
ノ
シ
シ
）。
神
様
が
干
支

の
動
物
十
二
匹
を
選
ぶ
と

き
、
イ
ノ
シ
シ
が
土
煙
を
巻

き
上
げ
な
が
ら
突
進
し
て
最

後
の
十
二
番
目
に
滑
り
込
ん

だ
と
い
う
話
は
有
名
で
す
よ

ね
。「

猪
突
猛
進
」
と
い
う
言

葉
が
あ
る
よ
う
に
、
目
標
め

が
け
て
一
直
線
に
突
進
し
て

く
る
イ
ノ
シ
シ
な
ら
、
こ
ん

な
ス
ト
ー
リ
ー
も　
「
あ
り

得
る
！
」
と
納
得
し
て
し
ま

い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
干
支
の
本
場
中

国
で
は
、「
猪
」
と
い
う
漢

字
の
意
味
は
ブ
タ
の
こ
と
。

干
支
十
二
番
目
の
動
物
も
ブ

タ
な
ん
で
す
。
ど
こ
で
入
れ

替
わ
っ
た
の
か
、
日
本
で
は

ブ
タ
に
「
豚
」、
イ
ノ
シ
シ

に
「
猪
」
と
い
う
漢
字
を
あ

て
て
い
る
の
で
、
干
支
の
動

物
も
ブ
タ
か
ら
イ
ノ
シ
シ
に

す
り
替
わ
っ
て
し
ま
っ
た
と

い
う
わ
け
で
す
。

ち
な
み
に
日
本
語
の
イ
ノ

シ
シ
を
中
国
で
は
「
野
猪
」

と
書
き
ま
す
。

も
っ
と
も
、
干
支
の
動
物

は
各
国
ご
と
に
微
妙
に
異
な

っ
て
い
る
の
で
、
ブ
タ
が
イ

ノ
シ
シ
に
チ
ェ
ン
ジ
し
て
い

る
か
ら
と
い
っ
て
間
違
っ
て

い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
イ

ノ
シ
シ
年
生
ま
れ
の
人
が

「
本
当
は
ブ
タ
年
・
・
・
」

な
ん
て
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
る

必
要
は
な
い
の
で
ご
安
心

を
。

（
連
合
通
信
）

エ
ト
の
話
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A
E
D
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
は
、

突
然
心
臓
が
止
ま
っ
て
倒
れ
て
し
ま
っ
た

人
（
突
然
の
心
停
止
）
の
心
臓
を
、
電
気
シ
ョ
ッ

ク
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
再
び
正
常
に
動
か

す
た
め
の
蘇
生
機
器
で
す
。
突
然
の
心
停
止
は
、

も
と
も
と
心
臓
に
病
気
を
持
っ
て
い
る
人
の
ほ
か

に
も
、
ボ
ー
ル
が
胸
に
強
く
当
た
っ
て
起
こ
る
心

臓
振
盪
（
し
ん
ぞ
う
し
ん
と
う
）
で
も
見
ら
れ
ま

す
。「（

A
）
あ
っ
た
ら
（
E
）
い
い
な
（
D
）
電
気

シ
ョ
ッ
ク
」
と
い
う
語
呂
合
わ
せ
も
提
唱
さ
れ
て

い
ま
す
。

突
然
心
臓
が
止
ま
る
と
、
脳
に
血
液
が

送
ら
れ
な
い
た
め
、
十
秒
ほ
ど
で
意
識
が

な
く
な
り
、
息
も
止
ま
り
、
そ
の
ま
ま
数
分
か
ら

十
数
分
た
て
ば
死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
突
然
の
心

停
止
の
八
五
％
は
、
心
臓
の
筋
肉
が
細
か
く
ふ
る

え
る
状
態
（
心
室
細
動
）
が
原
因
で
起
こ
り
ま
す
。

心
室
細
動
の
心
臓
は
各
部
分
が
バ
ラ
バ
ラ
に
興
奮

し
、
全
身
に
血
液
を
送
り
出
す
ポ
ン
プ
と
し
て
の

役
目
を
果
た
せ
ま
せ
ん
。
心
室
細
動
を
元
に
戻
す

た
だ
ひ
と
つ
の
方
法
は
、
体
外
か
ら
電
気
シ
ョ
ッ

ク
（
除
細
動
）
を
行
う
こ
と
で
す
。

心
室
細
動
が
起
こ
っ
て
か
ら
電
気
シ
ョ
ッ
ク
ま

で
の
時
間
が
一
分
間
遅
れ
る
ご
と
に
、
救
命
で
き

る
可
能
性
は
七
〜
十
％
ず
つ
低
下
し
ま
す
。
ご
注

意
い
た
だ
き
た
い
の
は
、
こ
の
七
〜
十
％
と
い
う

数
字
は
電
気
シ
ョ
ッ
ク
ま
で
に
周
囲
の
人
が
何
も

せ
ず
、
傍
観
し
て
い
た
場
合
の
も
の
で
す
。

A
E
D
の
到
着
を
待
つ
間
に
心
肺
蘇
生
法
（
特
に

胸
骨
圧
迫
＝
従
来
の
体
外
心
マ
ッ
サ
ー
ジ
）
が
早

期
に
開
始
さ
れ
れ
ば
、
救
命
率
の
低
下
は
一
分
あ

た
り
三
〜
四
％
に
留
ま
り
ま
す
（
図
）。
十
分
間
以

上
胸
骨
圧
迫
を
続
け
た
の
ち
に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を

行
い
、
後
遺
症
を
残
さ
ず
社
会
復
帰
で
き
た
例
が

多
く
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

A
E
D
は
完
全
自
動
で
動
く
蘇
生
機
器

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
A
E
D
の
電
源
ス
イ

ッ
チ
を
入
れ
、
A
E
D
に
附
属
し
て
い
る
電
極
パ

ッ
ド
を
傷
病
者
の
胸
（
二
カ
所
）
に
貼
る
と
こ
ろ

ま
で
は
救
助
者
が
行
わ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
肝
心
の
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
行
う
放
電
ボ
タ

ン
（
シ
ョ
ッ
ク
ボ
タ
ン
）
も
、
周
囲
の
安
全
を
確

認
し
な
が
ら
救
助
者
が
押
さ
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。A

E
D
が
自
動
で
行
っ
て
く
れ
る
の
は
、
電
気

シ
ョ
ッ
ク
が
必
要
か
否
か
を
判
断
す
る
こ
と
と
、

そ
れ
に
続
く
音
声
指
示
で
す
。
除
細
動
に
よ
っ
て

心
臓
の
動
き
を
正
常
化
で
き
る
の
は
、
心
臓
が
心

室
細
動
と
一
部
の
心
室
頻
拍
で
あ
る
場
合
だ
け
で

す
。
A
E
D
は
心
停
止
状
態
の
傷
病
者
の
心
電
図

を
自
動
解
析
し
て
、
除
細
動
が
有
効
な
種
類
の
心

停
止
か
否
か
を
判
定
し
、
音
声
で
救
助
者
に
指
示

し
ま
す
。

医
療
職
は
も
ち
ろ
ん
、
一
般
市
民
も

A
E
D
を
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
般

市
民
に
は
、
事
前
に
A
E
D
使
用
法
講
習
を
受
け

る
こ
と
は
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し

突
然
の
心
停
止
を
起
こ
し
た
傷
病
者
が
目
の
前
に

い
る
と
い
う
緊
迫
し
た
場
面
で
は
、
た
と
え

A
E
D
が
手
元
に
あ
っ
て
も
、
講
習
や
訓
練
を
受

け
た
こ
と
の
な
い
人
は
気
が
動
転
し
て
、
何
も
で

き
な
い
の
が
普
通
で
す
。
正
し
く
A
E
D
を
使
用

す
る
た
め
に
は
、
そ
の
使
い
方
を
頭
と
身
体
で
覚

え
る
必
要
が
あ
り
、
A
E
D
講
習
会
を
受
け
て
い

た
だ
く
こ
と
を
強
く
お
勧
め
し
ま
す
。
看
護
師
、

コ
・
メ
デ
ィ
カ
ル
な
ど
医
師
以
外
の
医
療
職
の
皆

さ
ん
は
、
A
E
D
を
使
用
す
る
前
に
A
E
D
の
講

習
会
（
院
内
講
習
会
で
も
可
）
を
受
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。A

E
D
は
、
傷
病
者
の
胸
に
貼
り
付
け

ら
れ
た
電
極
パ
ッ
ド
に
よ
っ
て
心
電
図
を

自
動
解
析
し
、
電
気
シ
ョ
ッ
ク
が
必
要
か
否
か
を

判
断
し
ま
す
。
除
細
動
が
有
効
で
は
な
い
場
合
に

は
電
気
シ
ョ
ッ
ク
は
実
行
で
き
な
い
シ
ス
テ
ム
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
誤
っ
て
電
気
を
流
し
て
し

ま
う
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
A
E
D
の
指

示
に
従
っ
て
通
電
す
る
限
り
、
事
後
に
法
的
な
責

任
を
問
わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

で
は
A
E
D
が
行
う
電
気
シ
ョ
ッ
ク
の
要
・
不

要
の
指
示
に
間
違
い
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
現

在
使
わ
れ
て
い
る
A
E
D
の
心
電
図
診
断
精
度
は

大
変
高
く
、
電
気
シ
ョ
ッ
ク
が
必
要
な
心
室
細
動

に
対
し
て
正
し
く
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
指
示
す
る
率

は
九
〇
％
、
一
方
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
行
っ
て
は
い

け
な
い
状
況
で
電
気
シ
ョ
ッ
ク
の
必
要
が
な
い
と

正
し
く
指
示
す
る
率
は
九
九
％
で
す
。
こ
の
診
断

精
度
は
救
急
医
療
の
専
門
医
と
同
等
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
A
E
D
は
と
て
も
安
全
性
の
高
い
機
器

で
す
か
ら
、
安
心
し
て
使
っ
て
下
さ
い
。

目
の
前
で
起
こ
っ
た
心
停
止
の
す
べ
て

に
対
し
て
有
効
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
A
E
D
が
有
効
な
の
は
、
心
室
細
動
と
、

心
室
頻
拍
の
一
部
で
す
。
し
か
し
、
倒
れ
て
い
る

人
が
心
室
細
動
か
ど
う
か
は
、
A
E
D
を
付
け
て

み
な
い
と
分
か
り
ま
せ
ん
。

心
停
止
に
は
、
①
心
室
細
動
、
無
脈
性
心
室
頻

拍
②
無
脈
性
電
気
活
動
（
旧

：

伝
導
収
縮
解
離
）

③
心
静
止
の
三
つ
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。
A
E
D

が
電
気
シ
ョ
ッ
ク
の
音
声
指
示
を
出
す
の
は
①
に

対
し
て
の
み
で
あ
り
、
②
、
③
に
対
し
て
は
「
電

気
シ
ョ
ッ
ク
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
指
示
し

ま
す
。
シ
ョ
ッ
ク
の
必
要
が
な
い
と
告
げ
ら
れ
た

と
き
の
救
助
者
の
対
応
は
、
傷
病
者
に
身
体
の
動

き
や
呼
吸
の
出
現
な
ど
の
明
ら
か
な
反
応
が
な
け

れ
ば
、
直
ち
に
胸
骨
圧
迫
を
再
開
す
る
こ
と
で
す
。

呼
気
吹
き
込
み
人
工
呼
吸
を
行
う
こ
と

に
抵
抗
が
あ
る
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

特
に
一
般
市
民
に
と
っ
て
は
、
心
肺
蘇
生
法
を
実

施
す
る
上
で
人
工
呼
吸
が
精
神
的
な
抵
抗
に
な
っ

て
い
ま
す
。
人
工
呼
吸
に
抵
抗
が
あ
る
人
は
、
胸

骨
圧
迫
だ
け
で
も
十
分
役
に
立
ち
ま
す
。

突
然
の
心
停
止
で
は
、
肺
の
中
に
は
吸
い
込
ん

だ
ば
か
り
の
空
気
が
あ
り
、
ま
た
心
停
止
に
よ
っ

て
酸
素
の
必
要
量
も
低
下
し
ま
す
。
突
然
の
心
停

止
か
ら
最
初
の
数
分
間
は
、
人
工
呼
吸
は
必
要
が

な
い
と
い
う
意
見
も
多
い
の
で
す
。
A
E
D
が
届

く
ま
で
の
間
、
胸
骨
圧
迫
だ
け
で
も
し
っ
か
り
実

行
し
て
も
ら
え
れ
ば
、
救
命
で
き
る
可
能
性
は
格

段
に
高
く
な
り
ま
す
。「
何
も
せ
ず
に
（
で
き
ず

に
）、
た
だ
傍
観
」
は
最
悪
の
対
応
で
す
。

今
回
は
胸
骨
圧
迫
や
人
工
呼
吸
の
方
法
に
は
触

れ
ま
せ
ん
が
、
胸
骨
圧
迫
は
「
強
く
・
し
っ
か
り

と
・
中
断
せ
ず
に
」、
人
工
呼
吸
は
「
一
秒
で
・
傷

病
者
の
胸
が
少
し
持
ち
上
が
る
程
度
に
・
短
時
間

で
控
え
め
に
」
と
い
う
の
が
、
現
在
推
奨
さ
れ
て

い
る
方
法
で
す
。

日
本
で
は
一
一
九
番
通
報
か
ら
救
急
隊

が
到
着
す
る
ま
で
の
平
均
時
間
は
、
約
六

分
で
す
。
人
が
倒
れ
る
と
こ
ろ
を
目
撃
し
て
か
ら

一
一
九
番
に
電
話
が
つ
な
が
る
ま
で
の
時
間
を
二

分
と
仮
定
す
る
と
、
心
室
細
動
が
起
き
て
か
ら
救

急
隊
到
着
ま
で
の
時
間
は
八
分
に
な
り
ま
す
。
さ

ら
に
除
細
動
の
た
め
の
A
E
D
装
着
に
一
分
を
要

す
る
と
、
心
室
細
動
か
ら
除
細
動
ま
で
に
九
分
が

経
過
す
る
こ
と
に
な
り
、
除
細
動
を
行
っ
て
も
救

命
で
き
る
可
能
性
は
一
〇
％
以
下
に
低
下
し
て
し

救
急
医
療
現
場
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
果
た
す
役
割
の
大
き
さ
は
、
今
さ
ら
い
う
ま
で
も
な
い
。
愛
知

万
博
に
お
い
て
、
心
停
止
五
人
の
う
ち
四
人
が
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
よ
っ
て
救
命
さ
れ
、
社
会
復
帰
を
果

た
し
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。

二
〇
〇
五
年
十
一
月
に
国
際
的
な
心
肺
蘇
生
法
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
改
定
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
日
本
で
も
二
〇
〇
六
年
六
月
に
心
肺
蘇
生
法
が
改
定
さ
れ
た
。
胸
骨
圧
迫
（
心
臓
マ
ッ
サ

ー
ジ
）
の
速
度
の
変
更
と
と
も
に
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
通
電
回
数
も
変
更
が
な
さ
れ
、
現
在
、
国
内
で

は
新
・
旧
二
種
類
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
動
く
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
混
在
し
て
い
る
状
態
で
あ
る
。

こ
の
た
び
、
金
沢
大
学
麻
酔
・
蘇
生
学
講
座
の
山
本
健
教
授
に
、
心
肺
蘇
生
法
の
最
新
事
情

を
含
め
て
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
つ
い
て
で
き
る
だ
け
分
か
り
や
す
く
ま
と
め
て
い
た
だ
い
た
。

学
校
の
先
生
や
一
般
の
方
々
に
も
、
ぜ
ひ
ご
一
読
い
た
だ
き
た
い
。

（
編
集
部
）
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が
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く
ま
で
は 
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な
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で
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ど
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で
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ま
い
ま
す
。
一
方
、
救
急
隊
の
到
着
を
待
つ
間
、

あ
な
た
が
倒
れ
た
人
に
胸
骨
圧
迫
を
行
え
ば
、
救

命
の
可
能
性
は
四
〇
％
以
上
に
上
昇
し
ま
す
。

倒
れ
た
人
を
見
か
け
た
あ
な
た
が
、
近
く
に
設

置
さ
れ
て
い
る
A
E
D
を
用
い
て
除
細
動
す
る
か
、

あ
る
い
は
救
急
隊
が
到
着
す
る
ま
で
胸
骨
圧
迫
を

行
わ
な
い
限
り
、
そ
の
人
を
助
け
る
こ
と
は
難
し

く
な
り
ま
す
。

新
し
い
心
肺
蘇
生
法
は
、
手
順
の
簡
略

化
と
、
胸
骨
圧
迫
を
中
断
し
な
い
こ
と
が

主
な
改
良
点
で
す
が
、
従
来
普
及
し
て
い
る
心
肺

蘇
生
法
を
否
定
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

も
っ
と
も
大
き
な
変
更
点
は
、「
心
肺
蘇
生
中
の

胸
骨
圧
迫
中
断
は
、
従
来
考
え
ら
れ
て
い
る
以
上

に
有
害
で
あ
る
」
と
い
う
認
識
で
あ
り
、「
絶
え
間

の
な
い
胸
骨
圧
迫
」
が
強
調
さ
れ
て
い
る
点
で
す
。

具
体
的
に
は
以
下
の
三
点
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

①
「
胸
骨
圧
迫

：

呼
気
吹
き
込
み
の
比
率
」
を

三
十
対
二
、
胸
骨
圧
迫
の
リ
ズ
ム
を
百
回
／
分
に

変
更
。

②
A
E
D
の
通
電
を
「
三
回
連
続
通
電
」
か
ら

「
一
回
通
電
」
に
変
更
。

③
A
E
D
の
通
電
後
、
傷
病
者
の
反
応
を
確
か
め

る
こ
と
な
く
、
直
ち
に
胸
骨
圧
迫
を
再
開
。

新
し
い
心
肺
蘇
生
法
で
は
A
E
D
の
通
電
回
数

と
通
電
後
の
処
置
が
変
更
さ
れ
た
た
め
、
当
分
の

間
、
国
内
で
は
新
・
旧
二
種
類
の
A
E
D
使
用
法

が
並
行
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。
す
な
わ
ち
混
乱
を

避
け
る
た
め
、
従
来
の
三
回
連
続
通
電
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
A
E
D
も
、
新
し
い
一

回
通
電
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る

A
E
D
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
音
声
指
示
に
従
っ
て
除

細
動
を
行
い
ま
す
。

米
国
で
は
突
然
の
心
停
止
で
亡
く
な
る

人
は
年
間
三
十
四
万
人
と
さ
れ
て
お
り
、

人
口
あ
た
り
の
発
生
率
は
日
本
の
五
倍
で
す
。

A
E
D
の
効
果
を
確
認
す
る
目
的
で
、
北
米
の
商

店
街
な
ど
人
の
大
勢
集
ま
る
九
百
九
十
三
施
設
を

対
象
に
、
大
規
模
研
究
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
救
助

者
は
の
べ
一
万
九
千
人
、
研
究
期
間
三
年
三
カ
月
、

事
故
総
数
三
千
四
百
十
三
例
（
う
ち
突
然
の
心
停

止
二
百
三
十
五
例
）
で
す
。
心
肺
蘇
生
に
A
E
D

を
使
用
し
た
と
き
の
救
命
率
は
二
三
％
、
A
E
D

を
使
用
し
な
い
と
き
の
救
命
率
は
一
四
％
と

A
E
D
の
効
果
は
明
ら
か
で
す
が
、
突
然
心
停
止

の
八
〇
％
は
夜
間
自
宅
内
で
起
こ
る
た
め
、
屋
外

に
設
置
さ
れ
た
A
E
D
の
み
で
は
十
分
な
効
果
が

あ
が
ら
な
い
と
い
う
問
題
点
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。一

方
、
日
本
で
突
然
の
心
停
止
の
た
め
に
亡
く

な
る
人
は
一
日
に
百
人
、
年
間
三
〜
四
万
人
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
交
通
事
故
に
よ
る
年
間
の
死
者

数
六
千
八
百
七
十
一
人
、
火
災
に
よ
る
年
間
の
死

者
数
千
九
百
九
十
三
人
と
比
較
し
て
、
大
変
多
い

人
数
で
す
。
二
〇
〇
五
年
三
月
か
ら
九
月
ま
で
の

百
八
十
日
間
開
催
さ
れ
た
愛
地
球
博
（
総
入
場
者

数
二
千
二
百
万
人
）
で
は
、
全
期
間
を
通
じ
て
五

人
の
突
然
心
停
止
が
あ
り
、
会
場
内
百
カ
所
に
設

置
さ
れ
た
A
E
D
に
よ
る
除
細
動
の
結
果
四
人
が

救
命
さ
れ
、
社
会
復
帰
を
果
た
し
ま
し
た
。
愛
地

球
博
に
よ
っ
て
、
A
E
D
が
日
本
人
に
も
有
用
で

あ
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
ま
し
た
。

二
〇
〇
六
年
度
ま
で
に
、
寄
贈
を
含
め

て
九
十
台
の
A
E
D
が
県
の
公
費
で
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
内
訳
は
、
県
立
学
校
な
ど

学
校
関
係
六
十
三
台
、
学
校
以
外
の
公
共
施
設

二
十
七
台
（
小
松
・
能
登
両
空
港
、
兼
六
園
、
白

山
室
堂
セ
ン
タ
ー
、
県
立
音
楽
堂
、
競
馬
場
、
議

会
庁
舎
、
県
庁
）
で
す
。
日
本
赤
十
字
社
、
白
山

比

神
社
、
J
R
金
沢
・
小
松
駅
、
サ
ウ
ナ
施
設
、

金
沢
信
用
金
庫
な
ど
の
団
体
と
、
病
院
の
多
く
が

設
置
し
て
い
ま
す
が
、
県
内
の
正
確
な
設
置
総
数

は
調
べ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

長
野
県
で
は
、
二
〇
〇
五
年
六
月
時
点
の

A
E
D
普
及
率
が
ア
ン
ケ
ー
ト
方
式
で
調
査
さ
れ

て
い
る
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。
調
査
対
象
は
病
床

数
二
十
以
上
の
百
三
十
八
病
院
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の

回
収
率
は
八
二
％
（
百
十
三
施
設
が
回
答
）。
回
答

が
得
ら
れ
た
百
十
三
病
院
中
、
A
E
D
の
み
を
設

置
し
て
い
る
病
院
は
一
一
・
五
％
、
従
来
型
除
細
動

器
の
み
を
設
置
し
て
い
る
病
院
は
三
一
・
九
％
、

A
E
D
と
従
来
型
除
細
動
器
の
双
方
を
設
置
し
て

い
る
病
院
は
四
〇
・
七
％
、
い
ず
れ
も
設
置
し
て

い
な
い
病
院
は
一
五
・
九
％
で
し
た
。
A
E
D
購
入

後
に
病
院
内
で
発
生
し
た
突
然
の
心
停
止
例
に
つ

い
て
、
①
突
然
の
心
停
止
発
生
率
は
病
院
外
に
比

べ
て
二
・
七
倍
。
②
心
肺
停
止
例
の
発
生
は
病
床

四
百
八
十
七
床
に
つ
い
て
年
一
例
。
③
院
内
で
発

生
し
た
心
室
細
動
十
三
例
に
対
し
て
A
E
D
に
よ

る
除
細
動
を
行
い
、
十
例
が
社
会
復
帰
、
三
例
が

亡
く
な
ら
れ
て
い
ま
す
。
心
室
細
動
か
ら
の
社
会

復
帰
率
七
七
％
は
す
ば
ら
し
い
成
績
で
す
。

（
岩
下
具
美
、
二
木
智
子
、
関
口
幸
男
ほ
か
。
日

本
蘇
生
学
会
第
二
十
五
回
大
会
、
浜
松
市
、
二
〇

〇
六
年
十
二
月
一
日
）

八
歳
以
上
の
小
児
に
は
、
成
人
と
同
じ

A
E
D
と
電
極
パ
ッ
ド
が
使
え
ま
す
。
一

〜
八
歳
の
小
児
に
は
、
小
児
用
電
極
パ
ッ
ド
が
国

内
二
社
か
ら
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
し
小
児
用

電
極
パ
ッ
ド
が
用
意
さ
れ
て
い
れ
ば
そ
れ
を
使
用

す
る
べ
き
で
し
ょ
う
が
、
小
児
用
電
極
パ
ッ
ド
が

な
け
れ
ば
成
人
用
電
極
パ
ッ
ド
を
使
っ
て
下
さ
い
。

体
格
の
小
さ
い
小
児
で
は
、
電
極
パ
ッ
ド
同
士
が

重
な
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
胸
部
に
貼
り
付
け

ま
す
。
一
歳
未
満
の
乳
児
に
は
、
A
E
D
の
効
果

が
十
分
確
認
さ
れ
て
い
な
い
の
で
使
用
し
な
い
で

下
さ
い
。

小
児
の
心
停
止
は
窒
息
な
ど
心
臓
以
外
の
異
常

が
原
因
で
起
こ
る
た
め
、
A
E
D
に
よ
る
電
気
シ

ョ
ッ
ク
は
有
効
で
は
な
い
と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
球
技
中
の
心
臓
振
盪
を
初
め
と
し
て
、
電

気
シ
ョ
ッ
ク
が
有
効
で
あ
っ
た
と
の
報
告
が
増
え

て
き
て
い
ま
す
。
通
常
の
心
肺
蘇
生
法
に
反
応
せ

ず
、
手
元
に
A
E
D
が
あ
る
の
な
ら
ば
、
一
歳
以

上
の
小
児
に
も
A
E
D
に
よ
る
蘇
生
を
試
み
る
べ

き
で
す
。①

水
濡
れ

：

電
気
が
体
の
表
面
に
付
い
た

水
を
通
っ
て
流
れ
る
た
め
、
電
気
シ
ョ
ッ

ク
の
効
果
が
不
十
分
に
な
り
ま
す
。
胸
の
皮
膚
に

付
い
た
水
分
は
ふ
き
取
っ
て
下
さ
い
（
背
中
は
ふ

き
取
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
）。

②
薬
剤
パ
ッ
チ

：

貼
り
薬
を
は
が
し
て
か
ら
電
極

パ
ッ
ド
を
貼
り
ま
す
。

③
医
療
用
埋
め
込
み
器
具
（
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
）

：

電
極
パ
ッ
ド
を
埋
め
込
み
器
具
か
ら
二
〜
三
cm
離

し
て
貼
り
ま
す
。

④
胸
毛

：

胸
毛
が
多
い
場
合
に
は
電
極
パ
ッ
ド
と

皮
膚
の
接
触
が
悪
く
な
り
ま
す
。
A
E
D
に
附
属

し
て
い
る
カ
ミ
ソ
リ
で
胸
毛
を
剃
る
か
、
予
備
電

極
パ
ッ
ド
の
粘
着
面
を
使
っ
て
、
必
要
な
範
囲
の

胸
毛
を
一
気
に
抜
き
取
り
ま
す
。

⑤
雪
や
氷
の
上

：

胸
の
皮
膚
が
濡
れ
て
い
な
け
れ

ば
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

A
E
D
は
、
電
気
シ
ョ
ッ
ク
が
有
効
な

心
停
止
か
ど
う
か
を
心
電
図
に
よ
っ
て
判

断
し
ま
す
が
、
傷
病
者
に
心
肺
蘇
生
が
必
要
か
ど
う

か
は
判
断
で
き
ま
せ
ん
。
傷
病
者
が
身
体
を
動
か

す
、
あ
る
い
は
正
常
に
呼
吸
を
始
め
る
な
ど
の
変
化

は
、
救
助
者
が
観
察
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

A
E
D
に
よ
る
心
電
図
の
解
析
中
に
胸
骨
圧
迫

を
行
う
と
、
心
電
図
に
ノ
イ
ズ
が
入
り
正
し
く
解

析
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
自
動
解
析
中
は
胸
骨

圧
迫
を
中
止
し
て
傷
病
者
か
ら
手
を
離
さ
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
こ
と
は
心
肺
蘇
生
の
た

め
に
も
っ
と
も
重
要
な
、「
絶
え
間
の
な
い
胸
骨
圧

迫
」
と
矛
盾
し
ま
す
。
現
在
、
胸
骨
圧
迫
を
継
続

し
な
が
ら
心
電
図
が
解
析
で
き
る
A
E
D
の
開
発

が
進
ん
で
い
ま
す
。

米
国
で
は
、
病
院
外
で
起
こ
る
心
停
止
の
大
部

分
（
八
〇
％
）
が
家
庭
内
で
発
症
し
、
半
数
の
例

で
は
A
E
D
を
扱
え
る
家
族
が
そ
ば
に
い
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
屋
外
に
設
置
さ
れ
る

A
E
D
に
加
え
て
家
庭
用
A
E
D
の
普
及
が
必
要

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
家
庭
内
A
E
D
の
効
果
は

ま
だ
十
分
に
検
証
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

電
気
シ
ョ
ッ
ク
通
電
時
の
電
圧
は

千
二
百
〜
二
千
ボ
ル
ト
、
電
流
は
三
十
〜

五
十
ア
ン
ペ
ア
で
す
。
救
助
者
は
通
電
ボ
タ
ン
を

押
す
直
前
に
、
だ
れ
も
傷
病
者
に
触
れ
て
い
な
い

こ
と
、
酸
素
ボ
ン
ベ
が
近
く
に
な
い
こ
と
を
声
に

出
し
て
確
認
し
ま
す
。

A
E
D
は
一
般
市
民
が
使
用
す
る
こ
と

を
前
提
に
し
た
機
器
な
の
で
、
原
則
と
し

て
手
動
除
細
動
は
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
し
国
内
で

入
手
可
能
な
A
E
D
の
一
機
種
の
み
は
、
モ
ー
ド

変
更
に
よ
っ
て
手
動
除
細
動
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

百
八
十
拍
／
分
以
上
の
上
室
性
頻
拍
に

は
R
波
同
期
除
細
動
が
適
応
に
な
り
ま
す

が
、
A
E
D
の
電
気
シ
ョ
ッ
ク
は
非
同
期
通
電
で

あ
り
、
上
室
性
頻
拍
に
は
適
応
が
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
実
際
に
は
メ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て
対
応
が
異

な
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
す
べ
て
の
上
室
性
頻
拍

を
通
電
不
適
応
と
判
断
す
る
機
種
と
、
脈
拍
数
に

よ
っ
て
は
通
電
を
指
示
す
る
機
種
が
あ
り
ま
す
。

参
考
書
籍

「
救
急
蘇
生
法
の
指
針
市
民
用
」
な
ら
び
に
「
救

急
蘇
生
法
の
指
針
市
民
用
・
解
説
編
」。
改
訂
三
版
、

ヘ
ル
ス
出
版
、
東
京
、
二
〇
〇
六
年
。

「
教
職
員
の
た
め
の
心
肺
蘇
生
法
の
手
引
き
」
第
五

版
、
東
山
書
房
、
京
都
、
近
日
刊
行
予
定
。

A
E
D
を
使
っ
て
手
動
除
細

動
は
で
き
な
い
の
で
す
か
 

上
室
性
頻
拍
は
A
E
D
に
よ

る
除
細
動
の
適
応
で
す
か
 

A
E
D
の
限
界
は
 

A
E
D
に
よ
る
電
気
シ
ョ

ッ
ク
の
電
圧
・
電
流
は
ど
の

く
ら
い
で
す
か
 

A
E
D
を
小
児
に
使
っ
て

も
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
で
す
か
 

A
E
D
を
使
う
と
き
に
注

意
す
る
点
は
な
ん
で
す
か
 

石
川
県
に
は
何
台
く
ら
い

の
A
E
D
が
設
置
さ
れ
て

い
る
の
？
 

二
〇
〇
六
年
夏
に
公
表
さ

れ
た
、国
内
用
の
新
し
い
心

肺
蘇
生
法
の
ポ
イ
ン
ト
は
？
 

A
E
D
は
ど
れ
く
ら
い
有

効
な
の
？
 

病院外来に設置されているAED
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・午前９時５０分・・・・金沢駅西口出発（貸切バス） 
・午前１０時半・・・・・（株）車多酒造を見学・試飲 
                              ※もちろん購入は自由です。 
・午後０時半・・・・・・「旬味にしで」にて昼食（お酒飲み放題） 
・午後２時半・・・・・・金沢駅西口着・解散 
 ※降雪によりバスの運行などが困難な場合は、連絡の上、 
 　中止します。 

石川県保険医協会・冬の文化企画 

酒蔵見学会と懐石料理 酒蔵見学会と懐石料理 酒蔵見学会と懐石料理 
石川県には、おいしいお酒がたくさんあります。そしておいし

い食材とお料理も・・・。 
というわけで、一昨年好評だった酒蔵見学会＆昼食会を今年も

開催します。今年は「天狗舞」でおなじみの白山市の車多酒造さ
んにおじゃまします。 
当日は「あらばしり」（清酒のもろみを最初に酒袋につめて、

揚槽に並べて積み重ねたときに最初に出てくるお酒のこと）の試
飲もでき、幻の銘酒の即売（ちょっと割り引き）もあります。 
さらに、車多酒造の専務さんおすすめの割烹「旬味にしで」に

て、日本海冬の味覚を満喫します。車多酒造さんからの差し入れ
もあるかも・・・。 
前回同様、酒通ツアーのため、バスをご用意致します。冬の半

日をちょっと贅沢に過ごしてみませんか。 

●お話し ： 天狗舞醸造元 （株）車多酒造 
  （白山市坊丸町60番地1 　076-275-1165） 

●と　き ： 2007年2月4日（日） 
  午前9時40分／金沢駅西口集合 

 

 

 

 
●ところ ： （株）車多酒造＆「旬味にしで」 
  ※昼食は、懐石料理です。 
  　（「旬味にしで」；白山市田中町313の3　076-274-5425） 

●定　員 ： 20人（人数限定・先着順です） 
●参加費 ： お一人 7,000円 
 　　　（昼食代・バス代・保険料として）当日集めます。 

●参加者 ： 会員、家族、スタッフの方々 
●申込み ： 案内チラシ裏面の申込書に必要事項ご記入の上、 
 　１月２５日（木） までに、お申し込みください。 

●主催／石川県保険医協会 
◇電話：076（222）5373　◇ＦＡＸ：076（231）5156

石川県の銘酒と日本海冬の味覚を訪ねて2石川県の銘酒と日本海冬の味覚を訪ねて2

～（株）車多酒造＆旬味にしでを訪ねて～ ～（株）車多酒造＆旬味にしでを訪ねて～ 

666666666666666666666

6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6

666666666666666666666

6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6

渡辺治 新春講演会  

と　き 1月27日（土）13:00～15:30   
ところ 石川県教育会館大ホール
テーマ 改憲の背景・現局面と
 　　　私たちの課題と展望
講　師 渡辺　治 一橋大学大学院教授　　
資料代 500円

～2007年新春ダッシュ～ 
 

主催　憲法改悪反対石川県共同センター 
　　　（連絡先　1231-3199県労連まで ） 

日本国憲法を「改正」しようとする動きがかってない規模と強さで

進行しています。安倍首相は「自らの任期中に改憲する」と宣言しま

した。改憲勢力は憲法９条を変え、日本を「戦争をしない国」から「戦

争をできる国」に変えようとしています。さらに憲法が規定する人権

保障の諸原則も変えようとしています。

世界人権宣言は「人権の無視及び軽侮が、人類の良心を踏みにじっ

た野蛮行為をもたらし、言論及び信仰の自由が受けられ、恐怖及び欠

乏のない世界の到来が、一般の人々の最高の願望として宣言された」

として二度の世界大戦の原因と戦後の世界の理念と原則を高らかに宣

言しています。世界の平和と進歩に逆行する改憲は何としてでもスト

ップさせなければなりません。いまこそ、憲法を守り生かすための国

民的共同が求められています。そのため下記の通り、憲法研究者の渡

辺治氏を招いて新春講演会を開催します。ご友人・知人お誘い合わせ

の上、ご参加下さい。
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『保険審査通信』
納得のいかない返戻、査定は 

でお知らせください。 

※保険審査通信は年に数回、会員医療機関に送付して
いますが、紛失した場合や追加が必要な場合は、保険医
協会までご請求下さい。 

F A X  ０７６（２３１）５１５６
E-mail  ishikawa-hok@doc-net.or.jp

「保険審査通信」は、納得のいかない返戻や査定
があった場合に会員医療機関からお知らせいただき、
保険医協会が『石川保険医新聞』を通してコメント
を掲載しています。
会員医療機関におかれましては、不当あるいは
納得できない返戻・査定の情報を保険医協会に
ＦＡＸにてお送りください。

私
は
亜
急
性
、
一
般
病
床
の
混

合
病
棟
で
働
い
て
い
ま
す
。

亜
急
性
で
は
病
状
が
安
定
し
、

自
宅
ま
た
は
施
設
に
戻
ら
れ
る
方

の
転
入
の
受
け
入
れ
が
ほ
ぼ
毎
日

で
す
。
転
入
後
は
、
個
々
に
応
じ

た
退
院
指
導
、
家
庭
指
導
を
行
い

ま
す
。

一
般
病
床
で
は
化
学
療
法
目
的

の
入
院
が
多
く
、
毎
日
二
〜
三
人

の
化
学
療
法
が
行
わ
れ
ま
す
。
輸

液
の
管
理
や
抗
癌
剤
の
準
備
、
調

合
な
ど
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い

ま
す
。
何
回
も
数
人
の
目
で
確
認

し
て
、
間
違
い
、
危
険
の
な
い
よ

う
に
取
り
扱
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ミ
ス
、
事
故
を
起
こ
さ
な

い
よ
う
に
緊
張
の
毎
日
で
す
。

病
床
数
に
対
し
て
ス
タ
ッ
フ
の

数
は
法
律
的
に
は
足
り
て
い
ま
す

が
、
処
置
、
業
務
に
追
わ
れ
記
録

は
す
べ
て
が
終
わ
っ
て
か
ら
と
な

り
ま
す
。
残
業
を
嫌
う
上
司
は

〝
早
く
帰
っ
て
〞
と
言
い
ま
す
。

帰
れ
る
な
ら
早
く
帰
り
た
い
！

と
、
ス
タ
ッ
フ
皆
が
思
っ
て
い
ま

す
。今

後
「
七
対
一
看
護
」
体
制
を

取
る
た
め
に
、
病
棟
ス
タ
ッ
フ
が

少
な
い
午
後
か
ら
は
、
他
部
署
か

ら
の
応
援
が
あ
り
ま
す
。
個
々
の

患
者
さ
ん
の
把
握
は
で
き
な
い
た

め
、
環
境
設
備
や
ケ
ア
を
手
伝
っ

て
も
ら
い
ま
す
。
し
か
し
応
援
ス

タ
ッ
フ
も
入
れ
替
わ
り
、
慣
れ
な

い
病
棟
で
の
業
務
は
お
互
い
と
て

も
不
安
が
あ
り
ま
す
。

三
交
替
二
人
夜
勤
で
七
〜
八
回

／
月
で
す
が
、
遅
番
、
早
番
が
二

〜
三
回
／
月
あ
り
、
さ
ら
に
不
規

則
で
、
身
体
的
に
負
担
に
な
っ
て

い
ま
す
。

先
日
、
深
夜
勤
の
時
で
す
、

「
看
護
師
さ
ん
の
仕
事
は
き
つ
い

な
、
休
ま
れ
へ
ん
な
あ
。
い
ろ
ん

な
患
者
さ
ん
が
お
っ
て
大
変
や
と

思
う
わ
。
人
が
足
り
て
な
い
ん

や
、
上
の
人
は
現
場
を
み
と
る
の

か
ね
」。
あ
る
患
者
さ
ん
か
ら
の

言
葉
で
し
た
。
こ
ん
な
気
持
ち
で

は
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
も
遠
慮
し
て
押

せ
な
い
の
で
は
な
い
か
・
・
・
？

と
、
複
雑
な
心
境
で
し
た
。

第
九
話 

“早く帰って”と言われても… 
（県内民間病院・看護師） 

看
護
師
が
見
た 

医
療 

 

現
場 

医
療 

 

現
場 

〈20面パズル答え〉

ハツヒノデ
（初日の出）
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開催趣旨 

【
司
会
（
大
平
）】
本
日
は
、
座

談
会
「
ど
う
な
る
特
定
健
診
・

特
定
保
健
指
導
」
と
題
し
ま
し

て
、
二
〇
〇
八
年
度
か
ら
保
険

者
に
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
特

定
健
診
と
特
定
保
健
指
導
に
つ

い
て
討
議
し
た
い
と
思
い
ま

す
。そ

れ
で
は
、
最
初
に
服
部
理

事
か
ら
特
定
健
診
・
特
定
保
健

指
導
の
概
要
と
問
題
点
に
つ
い

て
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

【
服
部
】
制
度
の
概
要
や
問
題

点
に
つ
い
て
は
『
石
川
保
険
医

新
聞
』（
十
〜
十
二
月
号
）
で

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
新
し

い
制
度
は
四
十
〜
七
十
四
歳
に

は
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導

で
、
七
十
五
歳
以
上
は
新
し
い

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
そ
れ

ぞ
れ
医
療
費
を
削
減
す
る
と
い

う
医
療
費
適
正
化
計
画
の
具
体

化
で
す
。
こ
の
座
談
会
の
開
催

要
旨
（
上
記
）
に
記
載
し
ま
し

た
よ
う
に
、
今
回
の
制
度
改
定

は
大
変
多
く
の
重
要
な
問
題
を

有
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の

問
題
に
つ
い
て
関
係
者
や
国
民

に
十
分
周
知
さ
れ
る
こ
と
な
く

実
施
に
向
け
て
走
り
は
じ
め
て

い
ま
す
。

一
昔
前
だ
っ
た
ら
大
問
題
に

な
る
よ
う
な
仕
組
み
が
、
国
会

で
も
医
療
界
で
も
大
き
な
反
対

な
く
、
各
地
で
モ
デ
ル
事
業
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
民
間
保
険

座
談
会 
座
談
会 

ど
う
な
る
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導 

ど
う
な
る
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導 

ど
う
な
る
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導 

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
の 

概
要
と
問
題
点 

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
の 

概
要
と
問
題
点 

【
勝
木
】
Ｋ
Ｗ
Ｃ
は
経
済
産
業

省
の
モ
デ
ル
事
業
「
健
康
サ
ー

ビ
ス
産
業
創
出
支
援
事
業
」
の

一
環
と
し
て
小
松
市
、
松
下
電

器
産
業
ヘ
ル
ス
ケ
ア
社
、
損
保

ジ
ャ
パ
ン
総
研
、
小
松
市
医
師

会
、
北
陸
体
力
科
学
研
究
所
の

五
団
体
で
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を

構
成
し
ま
し
た
。
事
業
の
目
的

は
小
松
市
の
市
民
に
対
し
、
健

康
の
リ
ス
ク
に
応
じ
た
生
活
習

慣
の
改
善
を
促
す
新
た
な
健
康

づ
く
り
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、

生
活
の
質
を
向
上
し
健
康
寿
命

延
伸
を
図
る
こ
と
で
す
。

二
〇
〇
四
年
の
フ
ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ
事
業
で
は
、
市
内
に
あ
る

健
保
、
共
済
組
合
で
希
望
す
る

二
百
人
の
方
の
中
か
ら
要
指
導

の
七
十
二
人
の
方
に
対
し
て
一

回
は
来
て
い
た
だ
い
て
指
導

し
、
そ
れ
以
後
は
郵
便
か
Ｆ
Ａ

Ｘ
に
よ
る
お
手
紙
の
や
り
取

り
、
ま
た
は
血
圧
、
体
重
な
ど

が
自
動
送
信
さ
れ
る
専
用
端
末

機
器
な
ど
を
使
っ
て
遠
隔
型
で

個
別
に
健
康
支
援
サ
ー
ビ
ス
を

行
い
ま
し
た
。
指
導
は
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
、
結
果
説
明
。
そ
れ

か
ら
ヘ
ル
シ
ー
バ
イ
キ
ン
グ
と

（
十
四
面
に
つ
づ
く
）

●勝木　建一●
やわたメディカルセンター院長

『石川保険医新聞』（10月号から連載）でお知らせしています

ように、2008年 4月から新しい健診・保健指導がスタートし、

従来の老人保健法による自治体健診が廃止されます。新しい制度

は実施主体が市町村から保険者に代わり未加入者が受診できなく

なること、事業の詳細は保険者に任され特定健診・特定保健指導

に民間事業者が参入すること、死亡や重大疾病罹患を増やすとい

うエビデンスは乏しいが医療費を増やすことが明らかなメタボリ

ック症候群をターゲットにしていること、メタボリック症候群の

削減に成功しなくても医療費を削減する仕組みを作っているこ

と、腹囲などの個人情報が管理され腹囲の大きい国民が保険者か

ら有形無形の圧力を受けることなど、大きな問題が指摘されてい

ます。

この制度の詳細は依然不明のところが多いのですが、医療費適

正化計画の柱の一つとして40～ 74歳には特定健診・特定保健

指導で75歳以上は新しい後期高齢者医療制度でそれぞれ医療費

を削減するという大きな仕組みの中でとらえる必要があります。

さらに、コンピューターで自動的に保健指導ランクを階層化する

方法、保健師などが保健指導プランを作成する仕組みや民間事業

者を活用する点など、介護保険制度との類似点が多いのも特徴で

す。介護保険創設で要介護高齢者に対する介護事業者の関わりが

増えるとともに医師の関わりが減った事態が、要保健指導者（メ

タボリック症候群）に対しても再現するのではないかと危惧され

ます。

そこで、座談会では今回の制度に先行して行われた小松ウェル

ネス・コンソーシアムで指導的な役割を果たされた小松市の勝木

健一先生と石川県医師会の近藤邦夫理事にお越しいただき、新し

い制度に保険医がどう関わるか、問題点を改善するために国・県・

市町にどう働きかけるかについて議論しました。

目的は　　　医療費 目的は　　　医療費 目的は　　　医療費 目的は　　　医療費 削減 削減 やはり 

＊勝木　建一 会員＊ 
（医療法人社団勝木会やわたメディカルセンター院長） 

 

＊近藤　邦夫 会員＊ 
（石川県医師会理事・近藤クリニック院長） 

 

＊井沢　宏夫＊ 
（保険医協会会長・井沢内科医院院長） 

 

＊喜多　　徹＊ 
（保険医協会副会長・喜多内科医院院長） 

 

 

＊服部　　真＊ 
（保険医協会理事・城北病院産業医療科長） 

 

 

＊大平　政樹＊ 
（保険医協会理事・大平クリニック院長） 

原稿まとめ 

司　　会 

座談会出席者  
（順不同） 

小
松
ウ
ェ
ル
ネ
ス
・
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム 

（
Ｋ
Ｗ
Ｃ
）の
実
績
と
問
題
点 

小
松
ウ
ェ
ル
ネ
ス
・
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム 

（
Ｋ
Ｗ
Ｃ
）の
実
績
と
問
題
点 

〈表 1〉保険会社が出資した健診・保健指導支援を事業とする会社

会社名 主な株主

ライフケアパートナーズ
日本生命、UFJ ニコス、総合警備保障、三井住友海上火災、
NTTデータ、日立製作所、ニチイ学館

ヘルスケアフロンティアジャパン 損保ジャパン、NTTデータ、オムロンヘルスケア

東京海上日動メディカルサービス 東京海上日動

（財）日本健康開発財団
日本交通公社、東芝、第一生命、東京三菱UFJ、
みずほコーポレート

向
に
持
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
思
い
ま
す
。

【
司
会
】
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
時
間
が
非
常
に
切
迫
し

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ

の
実
態
が
ま
だ
国
民
全
体
は
も

ち
ろ
ん
会
員
に
も
見
え
て
き
て

い
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
が
、
非

常
に
問
題
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。

会
社
が
健
康
産
業
や
大
企
業
と

組
ん
で
、
保
健
指
導
の
た
め
の

専
門
会
社
を
設
立
し
（
表
1
）、

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
か
ら
警

備
会
社
や
運
動
施
設
の
会
社
な

ど
が
こ
の
制
度
に
対
応
す
る
仕

組
み
（
図
／
十
四
面
）
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
の
基
準
、
階
層
化

の
判
定
方
法
な
ど
制
度
の
仕
組

み
か
ら
、
準
備
の
た
め
の
情
報

提
供
や
議
論
の
過
程
ま
で
、
す

べ
て
に
お
い
て
医
療
は
が
し
・

医
師
は
ず
し
が
露
骨
に
表
れ
て

い
ま
す
。
医
師
も
加
わ
っ
て
も

っ
と
オ
ー
プ
ン
に
み
ん
な
で
議

論
を
し
て
、
少
し
で
も
い
い
方

【
司
会
】　

勝
木
先
生
は
小
松
の

方
で
そ
の
モ
デ
ル
事
業
に
か
か

わ
っ
て
お
い
で
ま
す
の
で
、
現

状
を
お
話
し
し
て
い
た
だ
き
、

論
点
を
絞
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

い
う
形
で
の
栄
養
指
導
、
木
場

潟
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
に
も
参
加

で
き
る
人
に
は
し
て
い
た
だ
く

と
い
う
形
で
や
っ
て
お
り
ま
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す
。
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
チ
ョ

イ
ス
・
メ
ニ
ュ
ー
（
Ｉ
Ｃ
Ｍ
）

と
い
っ
て
、
大
勢
の
方
々
に
画

一
的
な
集
団
指
導
を
す
る
ん
じ

ゃ
な
く
て
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

の
時
点
で
そ
の
人
の
希
望
に
合

わ
せ
て
メ
ニ
ュ
ー
を
チ
ョ
イ
ス

し
ま
す
。

そ
の
後
は
、
こ
の
事
業
の
中

で
開
発
し
た
保
健
指
導
業
務
支

援
シ
ス
テ
ム
を
使
い
、
実
際
に

ど
の
よ
う
に
や
っ
て
い
る
か
受

診
者
か
ら
デ
ー
タ
を
収
集
し
、

進
捗
度
を
ま
た
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
す
る
と
い
う
仕
組
み
で
す
。

モ
デ
ル
事
業
で
す
の
で
費
用
は

い
た
だ
い
て
い
ま
せ
ん
。

費
用
の
問
題
が
あ
り
、
利
用

さ
れ
る
方
に
と
っ
て
は
実
績
を

上
げ
て
い
か
な
い
と
、
利
用
を

継
続
し
て
い
く
こ
と
は
な
か
な

か
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
実
施

し
た
方
々
で
は
指
導
に
よ
る
改

善
効
果
が
は
っ
き
り
出
て
お
り

ま
す
。

今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
、

健
診
デ
ー
タ
を
有
効
に
活
用
し

て
い
く
と
い
う
こ
と
、
医
療
機

関
向
け
に
も
も
っ
と
拡
大
し
て

い
く
こ
と
、
他
の
保
険
者
や
地

域
に
も
広
げ
る
こ
と
、
対
象
者

を
正
常
か
ら
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
・

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
対
象
に
拡
大

し
、
利
用
者
を
も
っ
と
増
や
す

ス
タ
ー
ト
す
る
と
い
う
時
点
で

情
報
が
未
整
理
で
、
非
常
に
危

惧
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

石
川
県
医
師
会
に
は
臨
床
検

査
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
健
診
事
業

は
や
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
保

健
指
導
が
大
き
な
ネ
ッ
ク
で

す
。
東
京
都
医
師
会
が
二
年
前

に
モ
デ
ル
事
業
を
や
り
、
保
健

指
導
は
実
に
大
変
で
あ
っ
た
と

言
っ
て
お
り
ま
し
た
。
株
式
会

社
に
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
さ

れ
、ジ
ム
な
ど
も
使
わ
れ
ま
す
。

日
本
医
師
会
は
医
師
が
指
導

的
な
立
場
に
立
っ
て
健
康
運
動

指
導
士
を
指
導
す
る
よ
う
に
と

言
っ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
が

今
後
ど
う
な
る
の
か
を
き
ち
っ

と
見
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。

保
険
者
も
こ
の
よ
う
な
重
荷

を
負
わ
せ
て
、
さ
ら
に
後
期
高

齢
者
支
援
金
の
加
算
減
算
と
い

う
ア
メ
と
ム
チ
に
非
常
に
困
惑

し
て
い
ま
す
が
、
経
団
連
な
ど

が
推
進
し
て
い
ま
す
。

保
健
師
や
栄
養
士
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ

を
つ
く
り
、
人
材
を
派
遣
す
る

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
も
で
き
て

お
り
ま
す
。
保
健
指
導
は
禁
煙

指
導
と
同
じ
で
二
十
か
ら
三
十

分
の
時
間
を
か
け
な
さ
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
医
師
が
そ
れ

だ
け
の
保
健
指
導
を
す
る
こ
と

は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う

す
る
と
、
保
健
指
導
は
保
健
師

や
管
理
栄
養
士
が
い
る
病
院
な

ど
が
ま
ず
や
る
、
さ
ら
に
株
式

会
社
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
健
診
業
者
と

提
携
し
て
保
健
指
導
を
す
る
と

こ
ろ
も
出
て
く
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

郡
市
医
師
会
の
先
生
方
と
市

町
の
行
政
と
は
保
健
事
業
と
か

で
非
常
に
密
接
に
や
っ
て
き
ま

し
た
の
で
、
健
診
は
ま
ず
き
ち

っ
と
確
保
し
て
い
た
だ
い
て
、

郡
市
の
保
健
師
さ
ん
や
栄
養
士

さ
ん
の
中
に
医
師
が
参
画
し
て

保
健
指
導
を
や
っ
て
い
く
と
い

う
形
を
今
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
石
川
県
の
看
護
協
会
、

栄
養
士
会
と
医
師
会
の
三
者
で

こ
れ
か
ら
の
健
診
や
保
健
指
導

に
つ
い
て
の
話
し
合
い
を
開
催

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

石
川
県
か
ら
保
健
指
導
の
ア

ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
先
の
調
査
の

話
が
あ
り
、
保
険
者
協
議
会
と

し
て
そ
れ
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

載
せ
る
作
業
を
県
の
健
康
福
祉

部
が
や
っ
て
お
り
ま
す
。
ア
ウ

ト
ソ
ー
シ
ン
グ
先
に
つ
い
て
は

平
成
二
十
四
年
度
に
健
診
の
結

果
や
医
療
の
受
療
率
な
ど
が
改

善
し
て
い
る
か
ど
う
か
が
評
価

さ
れ
ま
す
の
で
、
安
易
な
こ
と

で
は
で
き
ま
せ
ん
。
石
川
県
が

ど
う
い
う
形
で
動
い
て
い
く
の

か
、
的
確
に
対
処
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

【
司
会
】
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
介
護
保
険
と
同
じ
よ

う
に
こ
こ
で
も
医
者
外
し
と
い

う
面
が
非
常
に
強
く
出
て
い
る

と
思
い
ま
す
が
、
保
健
指
導
の

と
こ
ろ
で
は
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン

グ
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

辺
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

【
服
部
】
国
が
示
し
た
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
先
の
調
査
票
に
は

保
健
師
や
管
理
栄
養
士
、
健
康

運
動
指
導
士
な
ど
の
人
数
を
書

く
よ
う
に
な
っ
て
お
り
（
表

2
）、
調
査
結
果
を
来
年
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
、
適
否
を

出
す
と
し
て
い
ま
す
。

積
極
的
保
健
指
導
の
対
象
者

を
試
算
す
る
（
初
年
度
の
健
診

受
診
率
目
標
六
〇
％
、
保
健
指

導
対
象
予
想
率
三
〇
％
、
保
健

指
導
実
施
率
二
〇
％
を
か
け

る
）
と
石
川
県
で
約
二
万
人
、

金
沢
市
一
万
人
、
小
松
市
二
千

人
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
だ
け
の

方
を
継
続
的
に
指
導
す
る
保
健

師
や
管
理
栄
養
士
が
確
保
で
き

る
か
ど
う
か
が
ま
ず
問
題
で
、

確
保
し
た
と
こ
ろ
が
実
績
を
上

げ
て
後
期
高
齢
者
へ
の
支
援
金

を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。
現

在
の
被
扶
養
者
を
含
む
健
診
受

診
率
は
組
合
健
保
が
四
五
％
、

政
管
健
保
が
一
五
％
、
国
保
が

二
五
％
で
あ
り
、
都
道
府
県
が

管
理
す
る
政
管
健
保
と
市
町
村

が
管
理
す
る
国
保
が
苦
戦
す
る

こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

【
井
沢
】
労
働
者
の
場
合
は
労

働
安
全
衛
生
法
が
優
先
す
る
と

の
こ
と
で
す
が
、
小
規
模
事
業

所
に
対
す
る
特
定
保
健
指
導
は

だ
れ
が
責
任
を
持
つ
の
で
す

か
。
嘱
託
産
業
医
で
健
診
後
の

指
導
を
し
て
い
ま
す
が
、
特
定

保
健
指
導
は
一
人
で
は
と
て
も

で
き
ま
せ
ん
。

【
服
部
】
事
業
所
健
診
に
つ
い

て
は
こ
れ
ま
で
と
変
わ
り
ま
せ

ん
。
特
定
保
健
指
導
は
事
業
者

で
は
な
く
保
険
者
の
責
任
で
さ

れ
ま
す
が
、
先
生
が
保
健
指
導

事
業
者
と
し
て
手
を
挙
げ
ら
れ

れ
ば
直
接
保
健
指
導
も
で
き
る

し
、
そ
う
で
け
れ
ば
別
の
保
健

指
導
事
業
者
を
紹
介
し
て
い
た

だ
く
形
に
な
り
ま
す
。

【
喜
多
】
今
個
別
健
診
を
一
件

当
た
り
八
千
円
程
度
の
検
診
料

で
市
か
ら
受
託
し
て
い
ま
す

ね
。
今
度
は
検
診
料
が
半
分
程

度
に
安
く
な
る
こ
と
。
も
う
一

つ
は
、
が
ん
検
診
と
別
に
な
る

と
が
ん
検
診
の
受
診
率
が
下
が

る
、
が
ん
検
診
は
や
ら
な
い
と

こ
ろ
が
出
て
く
る
と
い
う
恐
れ

も
あ
る
。
県
医
師
会
は
こ
の
健

診
事
業
に
も
積
極
的
に
開
業
医

は
参
加
し
て
欲
し
い
と
い
う
こ

と
で
す
か
。

【
近
藤
】
担
当
の
内
田
日
医
常

任
理
事
は
医
師
会
が
関
与
す
べ

き
だ
と
言
っ
て
い
ま
す
が
保
健

指
導
は
か
な
り
厳
し
く
て
、
医

師
会
が
看
護
協
会
、
栄
養
士
会

と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
作
っ
て
人
材
を
派

遣
す
る
と
か
、
郡
市
医
師
会
が

当
番
の
医
師
を
決
め
て
、
保
健

所
へ
医
師
を
派
遣
し
て
保
健
指

導
に
関
与
す
る
と
か
が
考
え
ら

れ
ま
す
。

指
導
料
が
請
求
で
き
な
く
な

る
可
能
性
に
つ
い
て
は
あ
ま
り

指
摘
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ

ま
で
切
迫
感
を
持
っ
て
皆
さ
ん

感
じ
取
れ
な
い
の
が
現
状
で
し

ょ
う
ね
。

石
川
県
医
師
会
は
検
査
セ
ン

タ
ー
が
あ
り
ま
す
の
で
、
検
査

セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ス
保
健
指
導
が

で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
司
会
】
栄
養
士
さ
ん
の
団
体

は
一
時
間
派
遣
す
る
の
に
五
千

円
欲
し
い
と
い
う
声
も
出
て
お

り
ま
す
が
、
料
金
は
ど
う
な
る

で
し
ょ
う
か
。

振 り 返 り 動 機 付 け 目 標 づ く り 
成 果 確 認 
目 標 見 直し 

実践支援 
（ 1ヶ月 ） 実 践継 続 

評 価 
（ 終 了 時 ） 

3)実 践 状 況 に 対 
す る 電 話 カ ウ ン セ 
リ ン グ (合 計 6回 )

4)ニ ュ ー ス レ タ ー 
の 発 行 (カ ウ ン セ リ 
ン グ の な い 月 に 発 
行 )成 功 事 例 な ど 

1） 今 の 生 活 習 慣 、 健 
康 状 態 を 振 り 返 っ て、 
目 標 体 重 ・ ウ エ ス ト 
を 設 定 す る 
(Ｗ Ｅ Ｂ 入 力 ・ ま た は 
郵 送 ・ Ｆ Ａ Ｘ 返 送 )

2） 個 別 面 談 に て 中 長 期 的 を 
明 確 に し 目 標 を 設 定 を す る 

※ 事 前 質 問 未 回 答 者 は 当 日 記 入 
※ 当 日 欠 席 者 は 電 話 サ ポ ー ト 

メ ジ ャ ー 

終了時 
ア ン ケ ー ト 

小冊子 
な ど 教材 

ア ン ケ ー ト 

(1)事前準備 （支援計画） (2)初 回 面 接 (3)フ ォ ロー ア ッ プ (4)評価 

【個別面接】 【実践】 【実践継続】 【評価用 
アンケート】 

〈図〉「積極的支援」メニュー（「㈱ヘルスケア・フロンティア・ジャパン」のホームページから） 

石
川
県
医
師
会
の
対
応 

石
川
県
医
師
会
の
対
応 

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
問
題 

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
問
題 

●近藤　邦夫●
石川県医師会理事・近藤クリニック院長

●井沢　宏夫●
保険医協会会長・井沢内科医院院長

（
十
三
面
の
つ
づ
き
）

（
十
五
面
に
つ
づ
く
）

こ
と
の
四
つ
を
考
え
て
お
り
ま

す
。

【
司
会
】
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
何
か
ご
質
問
も
あ
る

か
と
思
い
ま
す
が
。

【
近
藤
】
指
導
は
三
十
分
く
ら

い
時
間
を
か
け
て
や
る
の
で
す

か
。

【
勝
木
】
時
間
が
か
か
り
開
業

医
の
先
生
方
に
は
難
し
い
の

で
、
そ
れ
を
お
手
伝
い
し
よ
う

と
い
う
形
で
す
。

【
井
沢
】
参
加
者
は
退
職
者
や

家
庭
の
主
婦
が
中
心
で
、
働
い

て
い
る
人
た
ち
は
な
か
な
か
参

加
し
に
く
い
で
す
か
。

【
勝
木
】
し
に
く
い
と
思
い
ま

す
。
一
方
で
、
パ
ソ
コ
ン
を
使

う
こ
と
を
考
え
る
と
高
齢
者
も

難
し
く
な
り
ま
す
。

【
喜
多
】
実
際
の
効
果
と
い
う

の
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
持
続

的
に
や
ら
な
い
と
だ
め
で
し
ょ

う
ね
。

【
勝
木
】
継
続
し
て
い
け
ば
必

ず
効
果
は
出
て
き
ま
す
。
途
中

で
や
め
れ
ば
ま
た
も
と
に
戻
っ

て
し
ま
う
の
で
、
い
か
に
継
続

し
て
い
た
だ
く
か
が
非
常
に
重

要
で
す
。
実
績
が
上
が
っ
て
く

れ
ば
、
や
ら
な
か
っ
た
人
た
ち

も
、
じ
ゃ
や
っ
て
み
よ
う
と
い

う
形
で
広
が
っ
て
い
く
と
思
い

ま
す
が
。

【
司
会
】
医
師
会
は
今
、
健
診

事
業
に
は
力
を
入
れ
る
け
れ
ど

も
、
そ
の
後
の
指
導
に
関
し
て

は
迷
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り

ま
す
。
小
森
県
医
師
会
会
長
は

保
険
者
が
健
診
の
情
報
を
一
元

管
理
す
る
こ
と
が
非
常
に
危
険

だ
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
県

医
師
会
の
近
藤
先
生
に
石
川
県

の
現
状
や
医
師
会
と
し
て
の
対

応
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま

す
。

【
近
藤
】
あ
と
一
年
数
カ
月
で
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【
服
部
】
大
手
の
民
間
事
業
者

の
資
料
で
は
、
健
診
の
費
用
が

五
千
円
、
動
機
づ
け
支
援
は
集

団
指
導
で
三
千
五
百
円
、
積
極

的
支
援
は
三
カ
月
間
で

一
万
六
千
円
と
い
う
金
額
に
な

っ
て
い
ま
す
。

【
勝
木
】
対
象
者
が
多
い
の
で

い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
が
い
ろ
ん
な

形
で
関
与
し
て
い
か
な
い
と
、

受
け
ら
れ
な
い
人
が
い
っ
ぱ
い

出
て
く
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
だ
か
ら
診
療
所
で
も
何
人

か
の
人
に
は
保
健
指
導
を
す
る

と
か
、
い
ろ
ん
な
ケ
ー
ス
に
応

じ
た
対
応
が
必
要
じ
ゃ
な
い
で

し
ょ
う
か
。

【
近
藤
】
時
間
も
人
材
が
実
際

足
り
な
い
の
が
目
に
見
え
て
い

る
の
に
、
あ
え
て
や
ろ
う
と
す

る
と
こ
ろ
に
も
大
き
な
問
題
が

あ
り
ま
す
。
診
療
所
レ
ベ
ル
で

で
き
る
指
導
で
も
し
ば
ら
く
い

い
よ
と
か
、
い
ろ
い
ろ
出
て
く

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

も
う
一
つ
気
を
つ
け
な
き
ゃ

い
け
な
い
の
は
、
来
年
体
育
会

系
の
大
学
で
大
量
に
育
成
さ
れ

た
健
康
運
動
指
導
士
が
運
動
指

導
と
い
う
名
で
保
健
指
導
を
や

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
質
の

評
価
は
数
年
後
で
な
い
と
で
き

ま
せ
ん
。

【
喜
多
】
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
・
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
と
い
う
こ
と
自
体

が
極
め
て
人
為
的
な
、
か
つ
非

常
に
不
適
切
な
概
念
で
、
日
本

の
定
義
と
ア
メ
リ
カ
や
Ｗ
Ｈ
Ｏ

の
定
義
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
し
、

エ
ビ
デ
ン
ス
は
な
い
ん
で
す
よ

ね
。
こ
れ
に
飛
び
つ
い
た
の

は
、
や
は
り
何
か
隠
さ
れ
た
意

図
が
あ
る
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。政

府
の
今
の
政
策
は
、
と
に

か
く
走
り
出
し
て
か
ら
問
題
点

が
起
こ
れ
ば
是
正
す
れ
ば
い
い

と
い
う
考
え
方
で
、
ち
ょ
う
ど

介
護
保
険
の
予
防
給
付
と
一
緒

な
ん
で
す
。

【
服
部
】
厚
労
省
の
辻
事
務
次

官
が
自
分
の
在
任
期
間
中
に
二

つ
の
こ
と
は
や
り
た
い
、
一
つ

は
家
で
生
涯
を
終
え
る
。
も
う

一
つ
は
生
活
習
慣
病
は
生
活
習

慣
を
変
え
て
治
す
。
日
本
の
医

療
の
仕
組
み
を
そ
う
い
う
形
に

変
え
た
い
と
言
い
ま
し
た
。
今

ま
で
財
務
省
か
ら
予
算
を
減
ら

せ
と
攻
撃
さ
れ
て
き
た
厚
生
労

働
省
が
こ
の
制
度
は
医
療
費
も

削
減
で
き
る
し
、
健
康
産
業
市

場
も
拡
大
す
る
か
ら
予
算
を
く

れ
と
財
務
省
に
攻
勢
を
か
け
た

そ
う
で
す
。

【
司
会
】
服
部
先
生
は
、「
ど
う

な
る
健
診
事
業
」
の
中
で
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
は
減
ら
な
く

て
も
、
医
療
費
を
制
限
す
る
仕

組
み
が
が
っ
ち
り
で
き
て
い
る

と
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
一
般

会
員
に
は
分
か
り
に
く
い
部
分

だ
と
思
う
の
で
、
説
明
し
て
い

た
だ
け
ま
す
か
。

【
服
部
】
健
診
の
個
別
判
定
で

要
医
療
の
方
や
治
療
中
の
方
の

多
く
が
特
定
保
健
指
導
の
対
象

と
な
り
ま
す
。
そ
の
方
々
を
医

療
機
関
が
面
倒
見
る
の
か
、
特

定
保
健
指
導
事
業
者
（
特
に
健

康
産
業
）
が
面
倒
を
見
る
の
か

と
い
う
綱
引
き
に
な
る
と
思
う

ん
で
す
。

判
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
「
体

重
増
加
、
運
動
習
慣
、
喫
煙
の

す
べ
て
に
問
題
の
な
い
方
の
み

医
療
機
関
受
診
を
検
討
」
と
な

っ
て
お
り
、
生
活
習
慣
に
一
つ

で
も
問
題
が
あ
れ
ば
保
険
者
か

ら
強
く
保
健
指
導
受
講
を
指
示

さ
れ
ま
す
。
そ
の
際
、
保
健
指

導
に
よ
り
医
療
機
関
受
診
を
勧

め
ら
れ
、
検
査
値
が
高
く
リ
ス

ク
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
項
目

を
治
療
し
て
検
査
結
果
が
正
常

化
し
て
も
、
服
薬
を
続
け
て
い

る
限
り
リ
ス
ク
あ
り
と
判
断
さ

れ
階
層
別
判
定
は
改
善
し
ま
せ

ん
。
一
方
、
医
療
機
関
で
は
な

く
健
康
産
業
な
ど
を
利
用
し

て
、
軽
度
異
常
値
で
あ
っ
た
項

目
を
服
薬
な
し
で
改
善
で
き
れ

ば
リ
ス
ク
が
減
り
階
層
別
判
定

が
改
善
し
ま
す
し
、
腹
囲
や
Ｂ

Ｍ
Ｉ
が
改
善
し
て
基
準
値
を
下

回
れ
ば
階
層
別
判
定
は
大
き
く

改
善
し
ま
す
。
極
端
な
話
、
が

ん
や
胃
腸
障
害
等
の
病
気
の
た

め
に
体
重
や
血
中
脂
質
が
低
下

す
れ
ば
、
特
定
健
診
の
仕
組
み

で
は
判
定
が
正
常
に
な
っ
て
し

ま
う
と
い
う
お
か
し
な
制
度
で

す
。
民
間
の
保
健
指
導
事
業
者

は
指
導
成
果
を
求
め
ら
れ
る
の

で
、
重
い
異
常
は
無
視
し
て
減

量
や
軽
度
異
常
の
改
善
を
重
点

に
指
導
す
る
こ
と
は
明
ら
か

で
、
保
険
者
も
医
療
費
と
後
期

高
齢
者
支
援
金
も
減
ら
す
た
め

に
医
療
よ
り
健
康
産
業
の
方
へ

様
々
な
方
法
で
誘
導
す
る
の
は

「
間
違
い
な
い
」。
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
症
候
群
（
お
な
か
の
出
て
い

る
人
）
は
医
療
で
は
な
く
健
康

【
司
会
】
普
通
は
健
診
で
血
圧

が
か
な
り
高
い
方
は
、
と
り
あ

え
ず
血
圧
を
下
げ
て
、
そ
の
間

に
指
導
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
治
療
と
指
導
は
併
存
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
よ
ね
。
そ
の

時
に
、
特
定
保
健
指
導
と
保
険

診
療
で
の
指
導
料
の
関
係
は
ど

う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

【
服
部
】
厚
生
労
働
省
は
保
険

診
療
と
特
定
保
健
指
導
の
両
方

で
指
導
を
す
る
の
は
合
理
的
で

な
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。
医
師

が
指
導
す
る
場
合
は
生
活
習
慣

病
指
導
管
理
料
な
ど
を
算
定
し

て
下
さ
い
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
際
の
算
定
条
件
や
料

金
が
特
定
保
健
指
導
に
徐
々
に

近
づ
け
ら
れ
、
成
果
を
民
間
業

者
と
比
較
さ
れ
る
と
思
い
ま

〈表 2〉保健指導を実施するスタッフの人数（資格別）について以下の欄に記入してください。

資　格

人　数

既に確保している人数 確保を予定している人数 合　　計

常勤 非常勤
（常勤換算） 常勤 非常勤

（常勤換算） 常勤 非常勤
（常勤換算）

①医師 人 人
（　　　人） 人 人

（　　　人） 人 人
（　　　人）

②保健師 人 人
（　　　人） 人 人

（　　　人） 人 人
（　　　人）

③管理栄養士 人 人
（　　　人） 人 人

（　　　人） 人 人
（　　　人）

④看護師 人 人
（　　　人） 人 人

（　　　人） 人 人
（　　　人）

⑤栄養士 人 人
（　　　人） 人 人

（　　　人） 人 人
（　　　人）

⑥健康運動指導士 人 人
（　　　人） 人 人

（　　　人） 人 人
（　　　人）

⑦その他 人 人
（　　　人） 人 人

（　　　人） 人 人
（　　　人）

（　　　　　　　） 人 人
（　　　人） 人 人

（　　　人） 人 人
（　　　人）

（　　　　　　　） 人 人
（　　　人） 人 人

（　　　人） 人 人
（　　　人）

注 1　資格を限定せずに確保を予定している場合は、その他欄の（　　）内に「資格限定なし」として記載してくださ
い。また、保健師と管理栄養士という複数の資格に限定して確保を予定している場合は、その他欄の（　　）内
に「②又は③」と記載してください。

注 2　非常勤欄の「常勤換算」は、「非常勤者の勤務時間の合計」を「常勤者の勤務時間」で割った数を記載してくだ
さい。例えば、非常勤者の勤務時間の合計が 16 時間（例：4時間勤務の非常勤者が 4名）で、常勤者の勤務時間
が 8時間の場合は、「16÷ 8＝ 2」となり、「2」と記載してください。

定
義
が
あ
い
ま
い
で
エ
ビ
デ
ン
ス
に 

乏
し
い
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群 

定
義
が
あ
い
ま
い
で
エ
ビ
デ
ン
ス
に 

乏
し
い
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群 

医
療
費
削
減
の
巧
妙
な
仕
組
み 

医
療
費
削
減
の
巧
妙
な
仕
組
み 

特
定
保
健
指
導
と
診
療
報
酬
の 

指
導
料
の
併
用
制
限 

特
定
保
健
指
導
と
診
療
報
酬
の 

指
導
料
の
併
用
制
限 

産
業
へ
と
い
う
国
家
的
な
大
き

な
流
れ
が
ア
メ
と
ム
チ
で
強
制

的
に
作
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

す
。一

方
、
外
部
で
特
定
保
健
指

導
を
受
け
た
方
に
は
保
険
診
療

の
指
導
料
が
削
ら
れ
る
こ
と
も

危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
司
会
】
一
般
会
員
の
関
心
事

と
し
て
は
「
す
こ
や
か
健
診
」

が
ど
う
な
る
か
と
い
う
の
が
第

一
番
。
会
社
健
診
が
ど
う
な
る

の
か
と
い
う
の
が
二
番
目
。
三

番
目
の
保
健
指
導
が
医
療
と
バ

ッ
テ
ィ
ン
グ
す
る
と
い
う
と
こ

ろ
は
、
全
然
思
い
が
至
っ
て
い

な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

【
喜
多
】
特
定
疾
患
療
養
管
理

特定健診・特定保健事業について最新の情報をもとに話し合われた

●喜多　　徹●
保険医協会副会長・喜多内科医院院長

（
十
四
面
の
つ
づ
き
）

（
十
六
面
に
つ
づ
く
）
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料
に
つ
い
て
は
、
診
療
報
酬
上

内
科
系
が
低
い
か
ら
調
整
点
数

の
意
味
合
い
が
あ
る
と
言
わ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
保
険
者
も
国

民
の
目
も
非
常
に
厳
し
く
な
っ

て
、
老
人
で
一
回
二
百
二
十
五

点
と
い
う
点
数
に
相
当
す
る
実

の
あ
る
も
の
を
患
者
さ
ん
に
提

示
し
な
い
と
批
判
さ
れ
る
時
代

に
な
っ
た
。
歯
科
で
も
情
報
提

供
文
書
を
た
く
さ
ん
作
ら
な
い

と
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
大

変
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

病
気
に
対
す
る
指
導
と
い
う
も

の
を
も
う
一
度
き
ち
っ
と
考
え

直
す
機
会
に
な
る
の
か
も
し
れ

な
い
。

【
近
藤
】
あ
と
は
安
か
ろ
う
悪

か
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
ら
な

い
か
。
保
健
指
導
の
評
価
が
出

る
の
は
五
年
先
で
す
よ
。
そ
れ

ま
で
は
と
り
あ
え
ず
安
い
所
で

と
な
ら
な
い
か
。
事
業
所
の
評

価
に
し
て
も
第
三
者
機
関
と
い

う
か
、
評
価
機
関
を
つ
く
ら
な

き
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
の
は
日

医
も
言
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
、

そ
れ
も
何
も
見
え
て
こ
な
い
ん

で
す
。

【
服
部
】
今
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ

ン
グ
基
準
に
合
致
し
て
い
る
か

ど
う
か
で
判
断
さ
れ
る
と
、
医

療
機
関
は
不
利
で
す
。

【
司
会
】
基
本
健
診
に
は
、
心

電
図
も
胸
部
写
真
も
な
い
の
で

動
脈
硬
化
や
心
臓
病
が
あ
っ
て

も
分
か
ら
な
い
ま
ま
、
運
動
指

導
が
行
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
ね
。

【
服
部
】
医
師
が
必
要
と
認
め

た
場
合
に
精
密
検
査
と
し
て
心

電
図
を
と
れ
ま
す
が
、
民
間
事

業
者
が
医
師
を
パ
ー
ト
で
雇
っ

て
健
診
を
す
る
と
こ
ろ
で
は
見

逃
さ
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

【
司
会
】
危
険
な
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
で
す
ね
。

【
喜
多
】
今
後
、
開
業
医
が
か

か
わ
る
健
診
は
、
国
保
や
政
管

健
保
の
家
族
の
方
だ
と
思
い
ま

す
が
、
市
町
の
態
度
が
あ
ま
り

は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
ね
。
郡
市

医
師
会
の
対
応
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。

【
近
藤
】
郡
市
医
師
会
に
は
行

政
と
き
ち
っ
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し

て
、
今
ま
で
の
健
診
事
業
を
継

続
す
る
こ
と
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
保
健
指
導

事
業
に
対
す
る
委
員
会
を
立
ち

上
げ
て
医
師
会
が
何
ら
か
の
形

で
郡
市
の
保
健
師
や
栄
養
士
さ

ん
と
一
緒
に
や
れ
る
よ
う
に
す

る
こ
と
で
す
。
一
番
困
る
の
は

金
沢
で
す
ね
。
介
護
の
と
き
に

い
ろ
ん
な
業
者
が
い
っ
ぱ
い
出

て
き
て
、
そ
れ
で
実
入
り
が
な

い
と
こ
ろ
は
全
部
引
き
揚
げ
て

い
ま
す
。
あ
れ
と
同
じ
こ
と
が

起
こ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す

ね
。

【
喜
多
】
県
内
の
過
疎
の
市
町

で
は
、
逆
に
ど
こ
も
手
を
挙
げ

る
と
こ
ろ
が
な
い
と
い
う
可
能

性
も
あ
り
ま
す
ね
。

【
近
藤
】
郵
政
の
問
題
と
同
じ

で
、
採
算
ベ
ー
ス
の
合
わ
な
い

と
こ
ろ
か
ら
民
間
は
撤
退
し
ま

す
か
ら
、
あ
と
は
結
局
、
公
的

な
と
こ
ろ
が
責
任
持
っ
て
や
っ

て
い
く
し
か
な
い
。
郵
政
民
営

化
の
と
き
も
過
疎
地
で
撤
退
は

絶
対
な
い
よ
う
に
す
る
と
言
い

【
司
会
】
現
実
的
に
は
な
か
な

か
う
ま
く
い
か
な
い
の
で
、
保

険
者
に
競
争
さ
せ
れ
ば
そ
こ
を

何
と
か
克
服
で
き
る
と
い
う
期

待
が
あ
る
ん
で
す
ね
。

【
服
部
】
競
争
と
い
っ
て
も
、

組
合
健
保
は
圧
倒
的
に
有
利
で

地
域
健
保
は
勝
て
な
い
。
負
け

組
を
競
う
戦
い
を
地
域
健
保
同

士
で
強
い
ら
れ
、
財
政
基
盤
の

弱
い
所
ほ
ど
競
争
に
負
け
て
後

期
高
齢
者
支
援
金
が
増
や
さ
れ

る
。
勝
ち
組
と
負
け
組
で
は
加

入
者
一
人
当
た
り
年
に
約
二
万

円
の
差
が
出
ま
す
。
し
か
も
、

相
対
評
価
で
す
か
ら
皆
が
が
ん

ば
っ
て
も
下
位
は
常
に
負
け
組

で
す
。

【
司
会
】
医
療
保
険
者
格
差
社

会
で
す
ね
。

【
司
会
】
時
間
も
少
な
く
な
り

ま
し
た
。
最
後
に
一
言
ず
つ
お

願
い
し
ま
す
。

【
服
部
】
い
ろ
い
ろ
情
報
を
教

え
て
い
た
だ
い
て
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
七
十
五
歳
以

上
は
在
宅
で
死
ぬ
方
向
に
変
え

ら
れ
、
若
い
世
代
は
治
療
よ
り

健
康
産
業
に
誘
導
さ
れ
る
医
療

費
削
減
の
仕
組
み
が
出
て
き

た
。
そ
れ
が
本
当
に
住
民
の
プ

ラ
ス
に
な
る
の
か
。
社
会
的
な

条
件
が
変
わ
ら
な
い
の
に
個
人

の
努
力
だ
け
強
制
さ
れ
、
肥
満

の
人
に
い
じ
め
や
圧
力
が
加
わ

ら
な
い
か
。
医
師
が
関
わ
ら
な

い
保
健
指
導
は
安
全
性
や
効
果

の
点
で
も
大
き
な
問
題
で
す
。

そ
こ
を
自
治
体
が
責
任
を
持
っ

て
カ
バ
ー
す
る
。
そ
の
た
め
に

保
険
医
が
一
緒
に
や
り
た
い
と

い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
自
治
体
や

住
民
に
送
る
こ
と
が
急
が
れ
ま

す
。

【
勝
木
】
わ
れ
わ
れ
が
二
十
年

来
積
み
重
ね
て
き
た
仕
事
が
、

国
の
制
度
に
な
っ
た
と
い
う
思

い
が
あ
り
ま
す
。
見
切
り
発
車

的
な
と
こ
ろ
や
不
備
も
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
国
民
の
健
康
づ

く
り
に
保
健
事
業
は
必
要
で

す
。細

か
い
点
は
い
ろ
い
ろ
と
是

正
し
、
ま
た
工
夫
を
重
ね
て
、

地
域
で
わ
れ
わ
れ
の
今
ま
で
の

力
を
生
か
し
て
い
け
る
よ
う
に

や
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

【
近
藤
】
こ
の
制
度
の
こ
と
が

会
員
の
先
生
方
に
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
。
情
報
を
き
ち
っ

と
公
開
し
て
皆
さ
ん
共
有
し
な

い
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
で

き
ま
せ
ん
。
県
医
師
会
と
し
て

は
行
政
と
こ
の
制
度
に
つ
い
て

検
討
し
、
栄
養
士
会
や
看
護
協

会
と
の
話
し
合
い
も
早
急
に
や

っ
て
い
か
な
い
と
、
時
間
的
に

は
非
常
に
迫
っ
て
き
て
い
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。
大
手
の
企
業

が
参
入
し
て
き
て
、
ま
た
介
護

保
険
の
二
の
舞
を
踏
ん
で
は
い

け
な
い
の
で
、
そ
の
点
も
目
を

光
ら
せ
な
が
ら
や
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

提
供
し
て
い
た
だ
い
た
情
報

を
会
員
の
先
生
方
に
も
お
配
り

し
、
郡
市
医
師
会
を
回
る
際
に

こ
の
制
度
に
つ
い
て
も
話
が
で

き
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

【
喜
多
】
今
回
の
制
度
は
寝
耳

に
水
と
い
う
の
が
正
直
な
開
業

医
と
し
て
の
感
想
で
、
逆
に
言

う
と
開
業
医
の
一
番
弱
い
と
こ

ろ
を
突
か
れ
た
と
い
う
気
も
し

ま
す
。
開
業
医
が
や
っ
て
い
た

指
導
は
確
か
に
甚
だ
お
寒
い
面

が
あ
っ
た
と
思
う
。
一
生
懸
命

に
知
恵
を
絞
り
な
が
ら
、
私
た

ち
も
保
健
指
導
事
業
に
ど
う
関

わ
る
か
、
お
話
し
合
い
し
な
が

ら
実
行
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

【
井
沢
】
今
回
の
特
定
健
診
と

か
特
定
保
健
指
導
は
国
民
の
健

康
を
考
え
て
目
指
し
た
も
の
で

は
な
く
て
、
小
泉
内
閣
の
構
造

改
革
路
線
を
進
め
る
中
で
社
会

保
障
費
の
削
減
と
民
間
開
放
政

策
の
一
環
と
し
て
出
て
き
た
、

急
ご
し
ら
え
の
極
め
て
荒
々
し

い
政
策
で
す
。
保
険
者
や
地
方

自
治
体
の
財
政
力
の
低
い
と
こ

ろ
で
は
ま
す
ま
す
健
康
格
差
が

広
が
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
が
ん
検
診
と
か
そ
の

他
の
部
分
は
自
治
体
に
任
せ
て

い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
の

で
、
県
民
の
方
々
、
保
険
医
協

会
の
会
員
や
医
師
会
の
先
生
方

と
と
も
に
改
善
運
動
を
強
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。

最
後
に
、
憲
法
二
十
五
条
第

二
項
に
、
国
は
す
べ
て
の
生
活

面
に
つ
い
て
、
社
会
福
祉
、
社

会
保
障
及
び
公
衆
衛
生
の
向
上

及
び
増
進
に
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
、
十
二
条
に
憲
法
が
保

障
す
る
国
民
の
権
利
は
、
国
民

の
不
断
の
努
力
に
よ
っ
て
保
持

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
項
が
ご
ざ
い
ま
す
。
わ
れ
わ

れ
は
国
民
の
健
康
と
生
命
に
責

任
を
持
つ
専
門
集
団
と
し
て
憲

法
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
頑
張

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。

本紙では、2006年10月号から12月号

までの３回にわたり、「どうなる健診事業」の

見開き特集を連載し、この新年号の座談会を

開催しました。現段階における最新の情報が

提供できたものと思います。 

万一、特集連載記事を読み損なった会員の

方には、3回分をPDFファイルまたはFAX

にてお送りします。下記まで、お申し込みく

ださい。 

「どうなる健診事業」 
バックナンバーを差し上げます 

 

●PDFファイルご希望の方 
iskw_sugino@doc-net.or.jp 
まで、メールでお申し込みください。 
返信メールに添付してお送りします。 

●FAXをご希望の方 
FAX番号とお名前を明記の上、 
FAX 076（231）5156 
まで、お申し込みください。 
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●服部　　真●
保険医協会理事・城北病院産業医療科長

●大平　政樹●
保険医協会理事・大平クリニック院長

保
健
指
導
の
質
の
確
保
と
危
険
性 

保
健
指
導
の
質
の
確
保
と
危
険
性 

自
治
体
の
責
任
と
保
健
師
や 

栄
養
士
と
の
連
携 

自
治
体
の
責
任
と
保
健
師
や 

栄
養
士
と
の
連
携 

医
療
保
険
者
格
差
社
会 

医
療
保
険
者
格
差
社
会 

ま
と
め 

ま
と
め 

す
る
の
は
分
か
る
ん
で
す
が
。

【
近
藤
】
県
医
師
会
で
は
看
護

協
会
や
栄
養
士
会
と
話
を
し
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
設
立
が
本
当
に
可
能

な
の
か
ど
う
か
早
急
に
や
ら
な

き
ゃ
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

【
喜
多
】
予
防
給
付
の
と
き
も

何
で
あ
あ
い
う
制
度
を
い
き
な

り
立
ち
上
げ
た
の
か
と
い
う
批

判
が
全
国
的
に
出
ま
し
た
が
、

保
健
師
の
養
成
は
い
き
な
り
で

き
る
も
の
で
は
な
い
。

【
服
部
】
看
護
大
学
卒
業
者
の

大
部
分
は
保
健
師
の
資
格
を
持

っ
て
い
ま
す
が
、「
七
対
一
看

護
」
が
出
て
き
た
の
で
、
若
い

看
護
師
は
引
っ
張
り
だ
こ
で
、

保
健
師
と
し
て
働
く
こ
と
は
期

待
で
き
ま
せ
ん
。

な
が
ら
、
結
局
は
そ
う
い
う
ふ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
よ
ね
。

【
勝
木
】
小
松
市
も
ま
だ
動
い

て
い
な
い
で
す
。
き
ち
っ
と
で

き
上
が
っ
て
か
ら
さ
あ
や
り
ま

し
ょ
う
と
言
っ
て
も
、
え
ら
い

時
間
が
か
か
り
ま
す
か
ら
、
あ

る
程
度
の
と
こ
ろ
で
ス
タ
ー
ト

（
十
五
面
の
つ
づ
き
）
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石川県保険医協会

本紙を作成するにあたり、
その製作費の一部を

掲載各社よりご協賛いただきました。
ありがとうございました。〒921‐8161  金沢市有松4丁目3番26号 

TEL（０７６）247‐5157  FAX（０７６）244‐4897 
E-mail ： sonodain@spacelan.ne.jp

ソノダ印刷株式会社 

TEL（076）266‐0020　FAX（076）266-0420 
 

久光製薬株式会社  金沢営業所 

〒920‐0902  金沢市尾張町2丁目8番23号　太陽生命金沢ビル6階 
TEL（076）222‐5373 
FAX（076）231‐5156 

 

保険医協会の共済制度を取り扱いしています。 

代表取締役　井　沢　宏　夫 
㈲ヒポクラテス 

株式会社　越屋 医療器械 
製造販売 
本社  〒920‐0935  金沢市石引4丁目4番10号  
TEL  076‐223‐7272  　FAX  076‐262‐8507 

営業所／富山・福井・NID事業部 

医療環境を先進の技術・サービスでサポートします。 

あらゆる医療分野に、 
誠実に対応いたします。 

本　社／〒920‐8539  金沢市問屋町2‐46 
TEL 076‐237‐5555㈹  FAX 076‐237‐6584 
支店／富山・福井・京都　 
営業所／七尾・高岡・敦賀 
ホームページ　http：//www.tomiki.co.jp/

 金沢市松島1丁目40番地 

TEL：076‐269‐1881　FAX：076‐269‐2522

明日の健康と新産業創造のパートナー 

株式会社 

TEL（076）222‐6531 FAX（076）222-2922 
 

金沢市笠舞本町2丁目26番7号●営業所／富山 

人と地球の安全のために 

石川県医療廃棄物事業協同組合 
石川県小松市二ツ梨町ト5 
TEL（0761）44‐4883

石川県保険医協会グループ保険制度　事務幹事会社 

中部法人営業部　金沢担当 
太陽生命保険株式会社 

〒920‐0902 
金沢市尾張町2-8-23　TEL（076）222‐0736

〒920‐0801　金沢市神谷内町ニ61 
TEL（076）252‐4321㈹ FAX（076）251‐4171

代表取締役社長　山上   公介 

石川米油株式会社 

ESSO

株式会社 スズケン 
金沢市問屋町2丁目50番地 〒920‐0061 
TEL（076）237‐7171 FAX（076）237‐5507

健康創造の 
スズケングループ 

病院寝具・リネンサプライ・福祉用具レンタル・滅菌代行業務・貸布団・グリーンレンタル 

日本海綿業㈱  
本　　　社　富 山 市 飯 野 2 ‐ 3 1（076）451‐4321 
金 沢 支 店　金 沢 市 福 増 町 北 6 6 3 1（076）249‐0211 
（工　　場）　 FAX（076）249‐0759 
能登営業所　石川県鹿島郡中能登町在江5区4‐1 1（0767）74‐0112

医療機器販売 

金沢市諸江町下丁372番地 

福井医療株式会社 
金沢支店 

TEL（076）237‐6400／FAX（076）238‐0025
本　店／福井市問屋町4丁目901

明日の医療をご提案する 医療、福祉の総合商社 

セントラルメディカル株式会社 

本社　金沢市西念3丁目1番5号　〒920‐0024 
TEL 076‐262‐1111㈹  FAX 076‐223‐7255 
営　業　所　 大  阪　  富  山　  福  井 
ホームページ  http://www.centralmedical.co.jp

株式 
会社 メディコムソリューション 

金沢営業所　TEL 076-234-1411 FAX 076-233-7633
〒920-0022　金沢市北安江1-3-24　ピア金沢7F 
福井営業所　TEL 0776-29-7311 FAX 0776-28-5526
〒910-0023　福井市順化1-24-43　ストークビル6F  

三洋電機株式会社のセールスリーダー 

http://www.medicom-solution.co.jp/

MEDICOM SOLUTION

こころのこもったサービスを提供します 

金沢支社 
〒920-0864　石川県金沢市高岡町1-33 
TEL 076-221-1410

株式会社エスアールエル
〒920‐0376　 金沢市福増町北839番 地 
TEL（076）269‐3870   FAX（076）249‐1976 
お客様専用電話 （076）249‐1919

Communication for Health

大鵬薬品工業（株）金沢支店 

〒920‐0856 金沢市昭和町16番1号 
 ヴィサージュ15F

TEL （076）261‐4527㈹ 
FAX  （076）262‐3904

金沢営業所 〒920‐0864  石川県金沢市高岡町2番35号 
TEL：076‐222‐6885

輝くいのちのために 

医療業界とオフィスの未来への発展を目指し、 
              常に挑戦し続ける総合商社 

富士フイルム・キヤノン代理店 

株式 
会社 
金沢市鳴和2-9-25　
カメラ・写真材料・レントゲン・事務機・AV機器
プロ写真機材・マイクロコピー・カラープリント

TEL252-4381㈹   FAX252-4377

明日の医療をみつめる。 

株式会社　半　田 
□本　社 
　〒920‐0025 金沢市駅西本町2丁目11番29号 
　1（076）222‐5111㈹　FAX（076）264‐2334 
□七尾営業所 
　〒926‐0816 七尾市藤橋町巳部49番1 
　1（0767）53‐8355㈹　FAX（0767）53‐8330

□富山営業所 
　〒939‐8222 富山市蜷川342番1 
　1（076）493‐8110㈹　FAX（076）494‐2020 
□福井営業所 
　〒910‐0833 福井市新保3丁目2202番地 
　1（0776）57‐7181㈹　FAX（0776）57‐7182

株式会社 三谷サービスエンジン
〒921‐8154  金沢市高尾南3丁目93番地 
 　（旧弊社額団地SS所在地跡　8番ラーメンとなり） 
TEL：076‐296‐5055（代表） 
FAX：076‐296‐5023

２００７年 謹 賀 新 年  
本年もどうぞよろしくお願い致します 協賛会社一同 
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理
事
　
西
川
　
忠
之（
能
美
市
・
泌
尿
器
科
） 

リレー・エッセイ リレー・エッセイ 

在宅 
医療 
在宅 
医療 

１４ 

在
宅
に
つ
い
て
の 

専
門
チ
ー
ム
を
発
足 

本シリーズは、会員の皆様のご寄稿で続けていくものです。

積極的なご寄稿をお願いします。重複した場合の掲載順は編集部

にお任せください。 

毎月20日を締切とし、字数は1200字から 

1600字程度でお願いします。 

送り先は本紙1面左枠の 

編集部宛E-mailアドレス 

またはＦＡＸで。 

【編集部からのお願い】 【編集部からのお願い】 

在宅医療の積極的なご寄稿を  
在宅医療の積極的なご寄稿を  在宅医療の積極的なご寄稿を  

リレー・ 
エッセイ 
リレー・ 
エッセイ 
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急
速
な
少
子
高
齢
化
と
核
家

族
化
が
現
実
の
も
の
と
な
る

中
、
介
護
保
険
法
実
施
以
降
、

財
政
の
立
て
直
し
を
理
由
に
厚

労
省
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
社
会

的
実
験
が
な
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
介
護
保
険
三
施
設
に
は
、

在
宅
医
療
・
介
護
の
後
方
支
援

の
役
割
を
も
た
せ
る
と
し
た
も

の
の
新
規
設
立
は
厳
し
く
規
制

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
上
、
高

く
つ
く
病
院
機
能
を
急
性
期
医

療
の
み
と
限
定
し
、
介
護
療
養

病
床
を
期
限
付
き
で
廃
止
す
る

こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

最
近
で
は
、
在
宅
療
養
支
援

診
療
所
を
制
度
化
し
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
想
を
想
定
し
、
在
宅

の
概
念
を
自
分
の
家
の
み
な
ら

ず
、
従
来
居
宅
と
言
っ
て
区
別

し
て
い
た
ケ
ア
ハ
ウ
ス
や
有
料

老
人
ホ
ー
ム
等
も
在
宅
に
含
め

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
問
題
点
は
施
設
ご

と
に
異
な
る
も
の
の
、
全
体
と

し
て
ひ
ず
み
が
生
じ
て
い
ま

す
。
厚
労
省
も
予
想
し
た
通

り
、
支
出
の
伸
び
率
は
、
わ
ず

か
な
抑
制
に
し
か
な
っ
て
い
ま

せ
ん
。
一
方
、
当
初
目
的
と
し

て
掲
げ
ら
れ
て
い
た
〝
高
齢
者

の
状
態
に
ふ
さ
わ
し
い
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
〞
は
ど
こ
へ
行
っ
た

の
か
、
と
い
う
現
状
で
す
。

ま
た
、
す
べ
て
の
分
野
で
応

益
負
担
の
原
理
が
持
ち
出
さ
れ

た
こ
と
で
、
保
険
と
し
て
の
根

幹
が
ゆ
る
が
さ
れ
、
わ
ず
か
で

も
取
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
取
る
と

い
う
弱
い
も
の
い
じ
め
と
な
っ

て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。
少

な
く
と
も
現
行
の
通
知
行
政
が

続
く
限
り
、
私
た
ち
は
、
事
後

で
あ
っ
て
で
も
、
よ
り
よ
い
制

度
改
革
に
向
け
て
十
分
時
間
を

か
け
て
議
論
し
、
ま
た
、
適
切

な
要
望
を
出
し
て
ゆ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
保
険
医
協
会
で

は
、
医
療
福
祉
部
や
学
術
・
保

険
部
に
て
在
宅
医
療
に
関
す
る

問
題
点
を
取
り
扱
っ
て
き
ま
し

た
が
、
今
後
は
こ
の
問
題
に
つ

き
重
点
的
に
検
討
す
る
場
を
設

け
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
二
〇

〇
六
年
八
月
、
在
宅
医
療
・
介

護
の
検
討
チ
ー
ム
と
し
て
最
初

の
検
討
会
が
協
会
会
議
室
に
て

行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
、
在
宅

医
療
の
現
状
を
把
握
し
て
、
そ

の
中
か
ら
様
々
な
問
題
点
を
洗

い
だ
す
こ
と
よ
り
始
め
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

以
前
よ
り
訪
問
診
療
、
訪
問

看
護
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
た

先
生
曰
く
「
介
護
保
険
以
前
に

は
往
診
や
訪
問
看
護
が
多
く
あ

っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
介
護
保
険

以
後
は
、
患
者
家
族
よ
り
、
主

治
医
意
見
書
を
書
い
て
く
れ
と

頼
ま
れ
、
デ
イ
ケ
ア
な
ど
を
利

用
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
ま
っ

た
く
来
院
が
な
く
な
っ
た
。
訪

問
診
療
し
よ
う
に
も
介
護
利
用

の
予
定
も
ケ
ア
マ
ネ
の
名
前
す

ら
分
か
ら
ず
、
後
か
ら
聞
く
と

入
院
治
療
を
契
機
に
そ
の
病
院

関
連
の
施
設
に
入
所
し
て
い
る

ら
し
い
こ
と
が
分
か
っ
た
」。

在
宅
主
治
医
不
在
の
介
護
が
展

開
さ
れ
た
時
期
が
長
く
続
き
、

次
第
に
病
院
へ
の
依
存
度
が
高

ま
り
、
開
業
医
の
訪
問
診
療
の

件
数
が
減
少
し
て
い
っ
た
よ
う

で
す
。

一
方
で
病
院
併
設
の
診
療
所

に
お
け
る
訪
問
診
療
は
、
介
護

保
険
前
後
に
お
い
て
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
で

城
北
ク
リ
ニ
ッ
ク
医
師
よ
り
現

況
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。
ま

た
、
別
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
の
在

宅
看
取
り
の
症
例
提
示
も
あ
り

ま
し
た
（
詳
細
は
次
号
）。

介
護
保
険
に
関
わ
る
問
題
と

し
て
、
介
護
認
定
そ
の
も
の
の

に
内
在
す
る
問
題
が
指
摘
さ
れ

ま
し
た
。
特
に
多
く
の
利
用
者

が
該
当
す
る
、「
要
介
護
１
」

相
当
の
介
護
ま
た
は
介
護
予
防

に
関
わ
る
決
定
に
つ
い
て
で
あ

り
ま
す
。
一
枚
の
書
類
の
み
の

審
査
に
て
個
々
人
の
生
活
に
関

わ
る
サ
ー
ビ
ス
量
が
勝
手
に
決

め
ら
れ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、

出
来
高
で
支
給
限
度
額
ま
で
介

護
保
険
が
利
用
で
き
る
か
、
あ

る
い
は
少
額
包
括
の
介
護
予
防

利
用
と
に
規
定
さ
れ
る
こ
と
。

し
か
も
介
護
予
防
の
利
用
内
容

が
示
さ
れ
な
い
ま
ま
に
介
護
認

定
審
査
会
が
決
定
を
下
さ
ね
ば

な
ら
ず
、
審
査
員
の
意
に
そ

ぐ
わ
な
い
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
判

定
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

も
そ
の
判
定
を
覆
す
こ
と
が
で

き
な
い
現
状
を
審
査
員
を
経
験

し
な
い
多
く
の
方
に
も
知
っ
て

い
た
だ
い
た
方
が
良
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

同
様
に
、
療
養
病
床
の
医
療

区
分
に
つ
い
て
不
満
を
抱
か
れ

て
い
る
先
生
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
で
し
ょ
う
。

そ
の
ほ
か
、
医
療
と
介
護
の

狭
間
に
関
し
て
も
問
題
点
を
洗

い
出
し
て
行
こ
う
と
い
う
こ
と

も
話
さ
れ
ま
し
た
。
介
護
保
険

は
厚
労
省
が
自
由
に
で
き
る
実

験
場
で
、
そ
の
後
、
医
療
保
険

に
形
を
変
え
て
具
体
化
さ
れ
る

よ
う
な
趨
き
も
あ
り
ま
す
の

で
、
十
分
理
解
し
て
お
く
べ
き

と
思
わ
れ
ま
す
。

今
後
、
保
険
医
協
会
に
て
、

さ
ら
に
在
宅
医
療
・
介
護
に
関

わ
る
問
題
点
に
つ
い
て
の
検
討

を
重
ね
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
各
種
施
設
に
関
わ

る
先
生
方
の
ご
経
験
な
ど
も
紙

面
に
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
協

力
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

uuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuu
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u

u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
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障害のある人や高齢者の個性をもって自立的な活動を発揮し、家族との

団らんや親密なコミニュケーションを図る。こうした潤いある質の高い生

活を実現する手段のひとつに、本人や家族の能力に応じた住環境や生活道

具があります。

生活支援を行う日常の中で、身体機能の低下や障害によって「動けない」

ということを理由に自ら行動範囲を限定し、生活の場を狭くしてしまう人

も少なくありません。その時の支援は、「サービスを与える」という発想

ではなく、「本人の残存能力を尊重し、生活の範囲を最大限に広げる」と

いう視点に立ち、対象者が自分らしい生き方を自ら選択できるものでなく

てはならないと思っています。

対象者がやりたいと思っていることを一つひとつ確実に支援し、実現し

ていくことで、徐々に自立生活への自信につながり、時には身体機能の改

善にも役立つことがあります。また、このことが対象者の生活の範囲を広

げ、介護負担の軽減にもつながることになります。

私たち作業療法士（以下、ＯＴ）は前述のように対象者個々の残存して

いる能力や潜在している能力を見出し、生活や暮らしやすさを優先すると

いう視点で、「人間の能力と道具と環境の調和」ということを常に念頭に

置くことが求められています。

ＯＴは、道具や環境の調和を図り、対象者の生活分野から就学、就労、

各種社会参加分野への直接的な技術支援はいうまでもなく、福祉用具やユ

ニバーサル製品・バリアフリーな環境の研究開発などにおいても重要な役

割を担っています。

障害のある人や高齢者の身体特性を把握し、種々の必要な課題に対して

体系化を図り、ものづ

くりを行う専門家（工

業デザイナーや建築

士、エンジニアなど）

との連携のもと、道具

や環境面のユニバーサ

ルデザインの推進に寄

与する。その結果バリ

アフリーな社会が促進

され、障害のある人々

も含めた参加しやすい

社会の実現が図られる

と思っています。

OT編 その④ 

人と道具と環境のベストマッチングを！ 

（社）石川県作業療法士会　理事　寺田　佳世 

基本能力の維持 

姿勢保持 
移動手段の確保 

社会生活の拡大 

社会環境の整備 

福祉用具・住環境の開発 福祉用具・住環境の開発 

ユニバーサルデザインの研究 ユニバーサルデザインの研究 

生活能力の拡大 

日常生活用具 
住環境の調整 

個別対応の福祉用具・住環境改善 

誰もがあたりまえに活動に参加できる環境や道具づくり 

時
間
を
か
け
て

制
度
の
改
善
を

在
宅
医
療
の

専
門
チ
ー
ム
を

介
護
保
険
の

問
題
点
検
討
を

医
療
と
介
護
の

は
ざ
ま
の
問
題
も
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遅
れ
ば
せ
な
が
ら
、
拙

著
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

く
。
そ
の
名
も
『
Ｐ
Ｅ
Ｇ

パ
ー
フ
ェ
ク
ト
ガ
イ
ド
』。

私
が
過
去
十
数
年
に
わ

た
る
Ｐ
Ｅ
Ｇ
（
内
視
鏡
的

胃
瘻
）
の
講
演
活
動
に
使

っ
た
ス
ラ
イ
ド
の
ほ
と
ん

ど
を
、
カ
ラ
ー
写
真
で
網

羅
し
て
い
る
。
共
同
執
筆

者
は
、
本
邦
に
お
け
る
Ｐ

Ｅ
Ｇ
の
パ
イ
オ
ニ
ア
、
本

会
会
員
で
も
あ
る
北
谷
秀

樹
先
生
、
北
陸
Ｐ
Ｅ
Ｇ
・

在
宅
栄
養
研
究
会
ゆ
か
り

の
紺
家
千
津
子
先
生
（
金

沢
大
学
）、
そ
し
て
千
例

の
Ｐ
Ｅ
Ｇ
施
行
実
績
を
誇

る
高
橋
美
香
子
先
生
（
鶴

岡
協
立
病
院
）
で
あ
る
。

看
護
師
向
け
雑
誌
の
ム

ッ
ク
本
で
は
あ
る
が
、
専

門
の
医
師
で
も
読
み
ご
た

え
が
あ
り
、
し
か
も
Ｐ
Ｅ

Ｇ
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
患
者

家
族
が
手
に
し
て
も
分
か

り
や
す
い
書
に
な
る
こ
と

を
心
が
け
た
。
い
わ
ば
、

医
療
を
提
供
す
る
側
と
受

け
る
側
が
バ
リ
ア
フ
リ
ー

に
な
る
こ
と
を
目
指
し

た
。
出
版
元
が
学
習
研
究

社
だ
け
あ
っ
て
、
さ
す
が

に
イ
ラ
ス
ト
や
装
丁
は
き

れ
い
で
、
全
国
の
有
名
書

店
で
取
り
扱
い
が
あ
る
。

買
わ
な
く
て
も
い
い
か

ら
、
一
度
書
店
で
手
に
と

っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
あ
る
。
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患者の家族にも 
　　分かりやすく編集 

小川　滋彦（金沢市・内科） 
2005 年 12 月 18 日（日）、記録的な大雪の日、日本

では 51 番目のクラブとして国際民間ボランティア団

体、金沢パイロットクラブが誕生いたしました。

パイロットクラブとは、1921 年、アメリカジョー

ジア州メイコンの働く女性 40 人が、友情と社会奉仕

によって世界平和の水先案内人（パイロット）になろ

うという理想を掲げ、小さなクラブを結成したのが始

まりでした。

その後、その理想に共鳴する人々の輸は次第に広が

り、現在では世界 7カ国に約 550 のクラブができ、そのパイロットクラブが

組織した青少年のアンカークラブ 208 団体を合わせた会員数は、2万 5千人を

超えています。その会員が、世界各国でそれぞれの地域に根ざしたボランテ

ィア活動を続けています。

私たちの日本での活動は、1951 年（昭和 26 年）に始まりました。第二次世

界大戦後の女性リーダーたちが中心となって、東京パイロットクラブが誕生

したのです。初代会長には神近市子氏（参議院議員）を迎え、ジャパンタイ

ムズの白石つぎ氏、児童心理学者の波多野勤子氏、作家の平林たい子氏、評

論家の村岡花子氏、津田塾・大学学長の藤田たき氏らが集まり、物資の不足

する時代に福祉を中心に活躍したとうかがっています。

約 54 年たった現在では、北は札幌から南は沖縄まで、日本全国に 53 クラ

ブ約 1000 人の会員がアンカー 9クラブ（230 人）と共に奉仕活動を展開して

います。近年では「一生かけて脳を守ろう」をテーマに、脳関連障害のある

人たちへの支援と青少年の健全育成を 2本の柱に掲げ、活動をしています。

金沢パイロットクラブは、まだ設立されて 1年と日が浅いため、設立以来、

毎月の例会に“高次脳機能障害”に関することを中心に、障害のある人々の

福祉の現状などについて勉強してきました。そして、2006 年 10 月 1 日（日）

には、パイロット日本本部の主催する、“第 11 回全国統一パイロットウオー

ク”に初参加し、具体的活動のスタートとなりました。

このウオークを開催するに当たり、企業や個人から多額のご寄付や品々、

参加者の皆さんからは参加費を頂き、パイロットウオークの活動費、福祉施

設･団体への寄付とさせていただきました。

ウオーク当日は、金沢 21 世紀美術館の芝生の前庭で、小中学生からなるか

わいい“こばと鼓笛隊”の演奏を皮切りに、会長のウオーク開会宣言があり

ました。その後、鼓笛隊を先頭に、約 160 人の参加者が続いて、金沢 21 世紀

美術館の周辺を、30 分間とても気持ち良い汗をかきました。

その後、星山亮二氏の素敵なフォークソングの歌声を参加者一同で手拍子

と共に聞き、しばし心地よい時間を過ごしました。続いて、当日のもう 1つ

の目的であった“金沢手をつなぐ親の会”と“石川県重症心身障害児（者）

を守る会”の 2つの団体にそれぞれ 15 万円ずつを贈呈いたしました。

そのほか、10 万円をパイロット日本本部に送り、そこから日本各地の福祉

施設や団体に贈られることになっています。この紙面を借りまして、ご寄付

いただいた企業、個人の皆様に心より厚くお礼申し上げます。

また、最後にお楽しみ抽選会があり、ホテルやレストランのペア・ディナ

ー券をはじめ、素敵な商品が当たった方々は大喜びでした。来年も、ぜひ参

加して、皆さん素敵な景品をゲットしてくださいね !

この新聞の発行に間に合いませんが、2007 年 1 月 6 日（土）午後 2時 30 分

から、石川県文教会館にて、金沢パイロットクラブ主催の“講演&チャリテ

ィコンサート”があります。講演は、夫で、浅ノ川総合病院脳神経センター

所長の江守巧が「脳梗塞から復帰して」と題し、約 30 分自らの体験を語りま

す。

チャリティコンサートは、「窓際のトットちゃん」の朗読劇を、オーケスト

ラとともに音楽物語としてお届けします。

入場料の一部は、福祉団体に寄付を予定しています。

私たちの活動に関心のある方は、“金沢パイロットクラブ”のメンバーとし

て、一緒に活動していきませんか。

【毎月の例会】金沢市松ヶ枝福祉館（高岡町）

毎月第 2金曜日

【事　務　局】金沢市直江町イ 30-3　江守歯科医院

TEL 076-238-6711　FAX 076-238-6655

民
間
企
業
の
給
料
は
八
年

連
続
で
ダ
ウ
ン―

。
平
均
給

与
は
い
ま
や
十
四
年
前
の
水

準
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

国
税
庁
の
民
間
給
与
事
態

統
計
調
査
を
み
る
と
、
ボ
ー

ナ
ス
も
合
わ
せ
た
年
間
平
均

給
与
額
は
一
九
四
九
年
か
ら

右
肩
上
が
り
で
伸
び
、
一
九

九
七
年
を
頂
点
に
下
降
線
を

描
き
始
め
ま
す
。
そ
の
結

果
、
二
〇
〇
五
年
に
は
九
七

年
水
準
よ
り
三
十
一
万
円
減

の
四
百
三
十
六
万
円
に
ま
で

落
ち
込
ん
で
し
ま
い
ま
し

た
。こ

の
間
の
変
化
の
特
徴
は

三
百
万
円
以
下
の
低
所
得
層

と
二
千
万
超
の
高
額
所

得
者
の
割
合
が
増
え
た

こ
と
。
三
百
万
円
以
下

の
人
々
は
三
二
・
一
％

か
ら
三
七
・
六
％
に
増

加
。
男
性
で
は
一
四
・

六
％
か
ら
二
〇
・
四
％

に
増
え
ま
し
た
。
他

方
、
四
百
万
〜
二
千
万

円
の
層
は
減
少
、
二
千

万
円
超
は
微
増
し
ま
し

た
。
所
得
格
差
が
拡
大

し
て
い
ま
す
。

4割に迫る 
　年収300万円以下世帯 
4割に迫る 
　年収300万円以下世帯 

格差拡大 

金沢パイロットクラブ会長　江守　道子（金沢市・歯科） 

【表紙・写真に寄せて】 

金沢パイロットクラブを設立して 金沢パイロットクラブを設立して 
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加賀 
　だより 
加賀 
　だより 

片
野
鴨
池
の
坂
網
猟
 

池
本
　
敏
彦
（
加
賀
市
・
整
形
外
科
） 

坂網と呼ばれる独特の網を投げ上げ、飛んでくる鴨を引っかける
群れの先頭の鴨を避け、後続の鴨めがけて坂網を投げるのがコツ

私
の
住
ん
で
い
る
加
賀
市
に

は
、
水
鳥
の
生
息
地
と
し
て
国

際
的
に
重
要
な
湿
地
を
守
る

「
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
」
に
登
録

さ
れ
て
い
る
「
片
野
鴨
池
」
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
片
野
鴨
池
で

は
、
坂
網
猟
と
い
う
三
百
年
も

続
い
て
い
る
鴨
の
猟
法
が
あ
り

ま
す
。
江
戸
元
禄
時
代
か
ら
、

武
士
の
心
身
の
鍛
練
の
ひ
と
つ

と
し
て
坂
網
猟
が
行
わ
れ
て
い

た
そ
う
で
す
。
石
川
県
民
俗
文

化
財
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
毎
年
十
一
月
十
五
日
か
ら

翌
年
二
月
十
五
日
ま
で
が
猟
期

で
す
。

坂
網
猟
の
名
人
た
ち
と
飲
み

坂
網
猟
の
名
人
た
ち
と
飲
み

友
達
だ
っ
た
亡
き
父
は
、
坂
網

友
達
だ
っ
た
亡
き
父
は
、
坂
網

猟
で
捕
れ
た
鴨
が
大
変
美
味

猟
で
捕
れ
た
鴨
が
大
変
美
味

で
、
そ
の
技
と
食
文
化
を
守
り

で
、
そ
の
技
と
食
文
化
を
守
り

た
い
と
「
坂
網
猟
保
存
会
」
設

立
の
発
起
人
と
な
り
ま
し
た
。

名
人
た
ち
か
ら
い
た
だ
い
た

鴨
を
、
お
客
様
に
振
る
舞
う
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
鴨

を
と
て
も
あ
り
が
た
が
っ
て
食

べ
な
い
と
不
機
嫌
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
坂
網
猟
と
は
、

猟
師
が
素
晴
ら
し
い
技
に
よ
り

鴨
を
一
対
一
の
一
瞬
の
勝
負
で

捕
鴨
す
る
も
の
で
す
。
そ
の
武

士
の
真
剣
勝
負
に
も
通
ず
る
名

人
技
に
、
父
は
心
か
ら
尊
敬
の

念
を
抱
い
て
い
た
か
ら
で
す
。

父
は
坂
網
猟
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
に
、「
夕
闇
迫
る
静
寂
の
空

間
に
鴨
の
羽
音
を
切
っ
て
飛
び

来
た
る
を
網
を
構
え
て
坂
場
一

帯
か
ら
投
げ
上
げ
ら
れ
る
坂
網

の
一
連
の
眺
め
は
壮
観
か
つ
幽

玄
の
世
界
そ
の
も
の
で
あ
る
」

と
書
い
て
お
り
ま
す
。

坂
網
猟
保
存
会
で
は
、
会
員

（
年
間
会
費
二
千
円
）
に
向
け

て
毎
年
一
月
の
「
成
人
の
日
」

を
見
学
の
日
に
し
て
い
ま
す
。

周
囲
が
薄
暗
く
な
っ
て
く
る
夕

方
五
時
ご
ろ
、
坂
場
に
向
か
い

ま
す
。
昼
間
鴨
池
で
休
ん
で
夕

方
え
さ
を
求
め
て
飛
び
立
つ
鴨

と
の
十
五
分
間
の
勝
負
で
す
。

そ
し
て
そ
の
鴨
は
空
腹
の
夕
方

に
捕
ま
え
る
の
で
、
臭
み
が
少

な
く
、
ま
た
、
傷
付
け
な
い
の

で
出
血
も
な
く
非
常
に
お
い
し

い
の
で
す
。
私
は
残
念
な
が

ら
、
ま
だ
日
々
に
追
わ
れ
て
見

学
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

今
年
こ
そ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

皆
様
、
機
会
が
あ
り
ま
し
た

ら
ぜ
ひ
、
忙
し
い
日
常
か
ら
離
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れ
て
、
坂
網
猟
の
幽
玄
の
世
界

を
体
験
し
て
か
ら
、
鴨
鍋
を
味

わ
っ
て
下
さ
い
。
そ
の
技
に
感

動
し
、
鴨
が
ま
た
一
段
と
お
い

し
く
、
あ
り
が
た
く
い
た
だ
け

る
と
思
い
ま
す
。

この坂網猟で捕った鴨で作るじぶ鍋は、
冬の最高のごちそうとして珍重される

カギを解き、二重ワクに入る文字を並べ替えてできる言葉は何？ 

①退いて危険を避ける 
②桃○○三年 
③2007年の干支 
④家の借り賃 
⑦――とバスを乗継ぐ 
⑧師に対する敬称 
⑨使者 
⑩技術の○○を集める 
⑫○○ひとつない晴天 （答え12面） 

タテのキー 

①自宅配達の略 
⑤土俵○○、鳴り物○○ 
⑥♪おててつないで――をゆけば… 
⑦○○入りが許される 
⑧音や声の性質 
⑩心ばかりの贈り物 
⑪飛車○○抜きで戦う 
⑬街ゆく――の屋台は冬の風物詩 

ヨコのキー 
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先
日
「
父
親
た
ち
の
星
条

旗
」（
二
〇
〇
六
年
、
ク
リ

ン
ト
・
イ
ー
ス
ト
ウ
ッ
ド
監

督
）
を
見
に
行
っ
た
際
、
こ

の
作
品
は
日
本
人
が
偶
然
、

同
時
期
に
作
っ
た
と
ば
か
り

思
っ
て
い
た
。
実
は
ク
リ
ン

ト
が
日
本
人
か
ら
見
た
硫
黄

島
の
戦
い
を
描
い
た
硫
黄
島

シ
リ
ー
ズ
第
二
作
だ
と
知

り
、
思
わ
ず
感
激
し
て
涙
が

出
た
。
そ
し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
監

督
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
見
て
、

矢
も
盾
も
た
ま
ら
な
く
な
っ

て
こ
の
文
を
書
い
て
し
ま
っ

た
。
よ
く
ぞ
撮
っ
て
く
れ
た
!!

憲
法
九
条
を
変
え
よ
う
と

す
る
動
き
が
あ
る
中
、
ぜ
ひ

多
く
の
日
本
人
に
戦
争
の
実

態
を
伝
え
る
こ
の
映
画
を
見

て
欲
し
い
と
思
う
。
い
か
に

戦
争
が
空
し
く
悲
惨
な
も
の

か
は
、
戦
場
の
実
情
を
知
れ

ば
よ
く
分
か
る
。

一
九
四
五
年
（
昭
和
二
十

年
）、
米
海
兵
隊
も
日
本
陸

海
軍
も
死
力
を
尽
く
し
て
戦

っ
た
。
米
海
兵
隊
で
は
、
第

二
次
大
戦
中
の
太
平
洋
戦
域

で
の
勲
章
の
実
に
三
分
の
一

が
、
硫
黄
島
で
戦
っ
た
兵
士

に
与
え
ら
れ
た
。
日
本
軍
と

し
て
は
、
島
嶼
戦
で
唯
一
自

軍
戦
死
傷
者
よ
り
米
軍
戦
死

傷
者
数
が
多
い
戦
い
で
あ

り
、
よ
く
や
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
所
詮
殺
し
合

い
で
あ
り
、
日
本
軍
は
実
際

の
戦
死
者
よ
り
も
自
殺
や
自

軍
が
処
置
・
放
置
な
ど
し
て

死
亡
し
た
者
の
方
が
は
る
か

に
多
い
と
い
う
悲
惨
な
戦
い

な
の
で
あ
る
。
し
か
も
戦
い

が
始
ま
る
前
に
下
痢
や
病
気

な
ど
で
死
ん
で
い
っ
た
兵
士

も
多
い
の
で
あ
る
。

ク
リ
ン
ト
・
イ
ー
ス
ト
ウ

ッ
ド
監
督
は
、『
栗
林
忠
道

硫
黄
島
か
ら
の
手
紙
』（
栗

林
忠
道
、
半
藤
一
利
著
）
や

『
散
る
ぞ
悲
し
き
硫
黄
島
総

指
揮
官
・
栗
林
忠
道
』（
栗

林
中
将
の
ご
令
嬢
梯
久
美
子

著
）
な
ど
を
読
み
、
研
究
し

て
、
日
系
女
性
に
脚
本
を
書

か
せ
た
。
ま
た
、
栗
林
中
将

の
ご
遺
族
や
生
き
残
り
士
官

に
も
話
を
聴
き
、
栗
林
中
将

役
の
渡
辺
謙
な
ど
に
も
意
見

を
求
め
な
が
ら
撮
影
し
て
い

っ
た
と
い
う
。

物
語
は
、
栗
林
中
将
が

一
九
四
四
年（
昭
和
十
九
年
）

六
月
八
日
、
硫
黄
島
に
降
り

立
ち
、
一
九
四
五
年
（
昭
和

二
十
年
）
三
月
二
十
六
日
、

残
存
兵
を
率
い
て
飛
行
場
守

備
隊
が
米
軍
に
奇
襲
を
か
け

死
亡
す
る
ま
で
の
日
本
軍
人

の
姿
を
描
い
て
い
る
。

中
将
は
家
族
思
い
で
、
島

か
ら
妻
宛
に
ま
め
に
手
紙
を

書
い
て
い
た
。
一
九
四
五
年

二
月
十
九
日
に
米
軍
が
上
陸

し
た
が
、
二
月
三
日
付
け
の

手
紙
を
一
式
陸
攻
が
本
土
ま

で
運
び
、
家
族
に
届
け
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
中
で
空
襲
を

気
遣
い
、
息
子
や
娘
に
ま
で

細
か
い
注
意
を
与
え
て
い
た

と
い
う
。
ア
メ
リ
カ
と
戦
争

を
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を

一
番
知
っ
て
い
た
陸
軍
将
官

が
ア
メ
リ
カ
と
戦
わ
ざ
る
を

得
ず
、
結
局
、
日
本
・
ア
メ

リ
カ
の
若
者
の
多
く
の
命
を

中
断
さ
せ
、
傷
つ
け
た
（
米

軍
で
ひ
ど
い
身
体
障
害
者
や

Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
に
な
っ
た
も
の
が

ど
れ
ほ
ど
多
か
っ
た
か
!!
）。

国
家
と
い
う
も
の
に
翻
弄

さ
れ
た
多
く
の
日
本
人
・
ア

メ
リ
カ
人
を
、
イ
ー
ス
ト
ウ

ッ
ド
監
督
は
見
事
に
描
き
切

っ
た
。
イ
ラ
ク
で
酷
い
状
況

に
陥
っ
て
い
る
ア
メ
リ
カ

人
、
平
和
憲
法
が
脅
か
さ
れ

て
い
る
日
本
人
、
そ
し
て
全

世
界
の
人
々
に
戦
争
の
実
情

と
反
戦
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
強
烈

に
伝
え
て
い
る
の
だ
。

【
監
督
】ク
リ
ン
ト
・
イ
ー
ス
ト
ウ
ッ
ド 

【
出
演
】渡
辺
謙
ほ
か 

二
〇
〇
六
年（
米
） 

硫
黄
島
か
ら
の
手
紙 

映画狂 映画狂 映画狂 
おすすめの1本 おすすめの1本 

き つ ぶ や 
その 

奥田　宏（金沢市・心療内科） 

の 
２２ 
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能登 
　だより 
能登 
　だより 七尾城に思う 

三林　裕（七尾市・内科） 

天
正
の
昔
、
七
尾
に
は
城
が

二
つ
あ
っ
た
。

皆
さ
ん
は
、
最
近
あ
っ
た

「
利
家
と
ま
つ
」
ブ
ー
ム
の
お

か
げ
で
、
前
田
利
家
が
能
登
一

国
を
織
田
信
長
か
ら
拝
領
し
た

時
に
普
請
し
た
、
小
丸
山
城
の

方
に
馴
染
み
が
あ
る
か
も
知
れ

な
い
。

現
在
、
そ
の
遺
構
は
小
丸
山

公
園
と
し
て
市
民
に
親
し
ま
れ

て
い
る
が
、
城
と
し
て
の
歴
史

は
短
く
、
七
尾
の
人
が
七
尾
城

と
い
え
ば
、
市
街
地
の
南
東
に

連
な
る
石
動
山
山
系
の
山
岳
城

を
指
す
。
七
尾
の
人
は
そ
の
山

並
み
を
城
山
（
じ
ょ
う
や
ま
）

と
言
っ
て
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
親

し
く
見
慣
れ
て
過
ご
し
、
何
度

も
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
で
登
っ
て

い
る
は
ず
で
あ
る
。
標
高
三
百

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
だ
が
、
往
時
の

旧
道
を
登
る
と
こ
れ
が
結
構
き

つ
い
。

私
も
五
年
ほ
ど
前
、
実
に
久

し
振
り
に
運
動
不
足
解
消
の
た

め
に
登
っ
た
が
、
七
曲
り
の
急

坂
（
ヘ
ア
ピ
ン
カ
ー
ブ
の
連

続
）
や
長
い
登
り
の
連
続
に
ギ

ブ
ア
ッ
プ
寸
前
に
な
っ
た
が
、

途
中
の
素
晴
ら
し
い
眺
望
に
見

と
れ
た
り
し
な
が
ら
、
つ
い
に

頂
上
の
本
丸
に
立
ち
七
尾
市
街

地
、
七
尾
湾
そ
し
て
能
登
半
島

へ
と
連
な
る
景
観
に
接
し
た
時

に
は
、
疲
れ
も
飛
ん
で
行
っ
て

し
ま
う
。

天
正
四
年
、
こ
の
難
攻
不
落

の
七
尾
城
を
落
と
せ
な
か
っ
た

上
杉
謙
信
は
、
翌
天
正
五
年
再

来
し
、
七
尾
城
内
の
重
臣
の
内

応
に
よ
っ
て
軍
勢
を
城
内
に
入

れ
、
遂
に
落
城
さ
せ
た
が
、
登

城
し
た
謙
信
は
そ
の
絶
景
に
感

嘆
し
、
次
の
よ
う
に
家
臣
に
書

き
送
っ
て
い
る
。

「
聞
き
し
に
勝
る
名
地
で
、

加
越
能
三
カ
国
の
要
の
地
形
と

い
い
、
要
害
は
山
海
相
応
し
、

海
や
島
々
の
風
情
も
絵
に
も
描

け
な
い
景
勝
で
あ
る
」。

私
も
本
丸
に
立
ち
、
謙
信
の

作
と
さ
れ
る
「
霜
は
軍
営
に
満

ち
て
秋
気
清
し
、
数
行
の
過
雁

月
三
更
、
越
山
併
せ
得
た
り
能

州
の
景
、
さ
も
あ
れ
ば
あ
れ
家

郷
の
遠
征
を
懐
う
」
と
い
う
有

名
な
漢
詩
を
口
ず
さ
も
う
と
し

た
が
、
冒
頭
部
分
し
か
思
い
出

せ
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
ず
い
ぶ
ん
前
に

自
動
車
道
が
整
備
さ
れ
、
本
丸

直
下
ま
で
楽
に
登
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

で
、
七
尾
に
来
る
機
会
が
あ
っ

た
ら
城
山
に
行
か
れ
た
ら
良
い

と
思
う
。
城
山
周
辺
は
国
定
公

園
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

昔
、
三
橋
美
智
也
が
歌
っ
て

ヒ
ッ
ト
し
た
「
古
城
」
と
い
う

歌
謡
曲
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
と

も
言
わ
れ
て
い
る
苔
む
し
た
石

垣
な
ど
が
、
そ
の
ま
ま
残
さ
れ

天
正
の
昔
を
偲
ば
せ
て
く
れ

る
。七

尾
の
地
名
の
由
来
は
、
こ

の
城
山
に
は
七
つ
の
尾
根
（
松

尾
、
鶴
尾
、
亀
尾
、
龍
尾
、
虎

尾
、
竹
尾
、
烏
帽
子
尾
）
が
あ

る
か
ら
、
と
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
尾
根
を
連
ね
て
本

丸
、
二
の
丸
、
三
の
丸
な
ど
の

城
郭
が
二
×
三
・
五
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
以
上
の
広
さ
で
連
な
っ
て

い
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
七
尾
城
落
城
の

時
、
最
後
ま
で
抵
抗
し
た
重
臣

の
長
（
ち
ょ
う
）
一
族
百
余
人

は
、
内
応
者
ら
に
よ
り
討
取
ら

れ
た
が
、
た
だ
一
人
、
長
連
龍

（
つ
ら
た
つ
）
だ
け
は
父
・
続

連
か
ら
織
田
信
長
の
許
に
援
軍

要
請
に
派
遣
さ
れ
て
い
て
生
き

残
っ
た
。
信
長
は
七
尾
城
援
軍

の
派
遣
を
承
諾
し
た
が
、
落
城

の
報
に
接
し
て
中
止
。

天
正
六
年
、
謙
信
が
急
死

し
、
再
び
事
態
が
動
き
出
す
。

上
杉
に
内
応
し
た
者
達
は
今
度

は
信
長
に
帰
服
し
能
登
の
上
杉

勢
力
を
排
除
し
畠
山
旧
臣
の
合

議
体
制
を
樹
立
し
た
。

し
か
し
、
長
一
族
の
復
讐
の

念
に
燃
え
る
連
龍
は
こ
れ
を
許

さ
ず
天
正
六
年
冬
か
ら
能
登
侵

攻
を
開
始
し
、
翌
年
、
邑
知
潟

周
辺
で
二
度
に
わ
た
っ
て
連
龍

が
勝
利
し
た
。
敗
北
し
た
七
尾

方
は
信
長
に
降
伏
と
七
尾
城
明

け
渡
し
を
願
い
出
て
信
長
は
こ

れ
を
容
れ
、
連
龍
に
追
撃
を
や

め
さ
せ
鹿
島
半
郡
（
二
宮
川
以

西
の
五
十
九
カ
村
）
を
与
え

た
。天

正
九
年
、
信
長
は
前
田
利

家
に
能
登
一
国
を
与
え
た
が
連

龍
の
鹿
島
半
郡
は
そ
の
ま
ま
と

し
、
以
後
、
長
家
は
前
田
家
の

与
力
と
重
臣
と
し
て
明
治
を
迎

え
る
。
長
一
族
の
家
屋
敷
は
、

金
沢
の
大
切
な
観
光
資
源
の
一

つ
で
あ
る
武
家
屋
敷
（
長
町
界

隈
）
と
し
て
残
っ
て
い
る
。

患
者
さ
ん
と
し
て
知
り
合
っ

た
城
郭
研
究
家
の
南
龍
雄
氏

（
羽
咋
郡
志
賀
町
北
吉
田
）
は

規
模
の
大
き
さ
と
そ
れ
が
手
付

か
ず
で
残
さ
れ
た
点
で
七
尾
城

は
日
本
で
も
比
類
が
な
い
、
と

つ
ね
づ
ね
語
っ
て
い
る
。

南
氏
は
、「
お
そ
ら
く
七
尾

城
は
、
鎌
倉
末
期
か
ら
戦
国
末

期
の
長
期
間
に
わ
た
っ
て
創

築
、
改
築
、
修
築
さ
れ
続
け
て

き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の

後
、
応
仁
の
乱
に
巻
き
込
ま
れ

た
畠
山
義
統
（
在
国
守
護
・
三

代
）
が
、
松
の
尾
を
中
心
に
し

た
大
規
模
な
山
上
の
山
岳
城
と

山
下
の
守
護
所
を
創
築
、
改
築

し
た
も
の
と
思
え
る
。
義
総

（
七
代
）
の
時
代
に
、
総
構
え

と
城
下
町
が
完
成
し
、『
七
尾

城
い
よ
い
よ
堅
固
に
候
』
と
謙

信
に
豪
語
し
た
義
続
と
義
綱

（
八
代
と
九
代
）
が
、
巨
大
堅

固
な
戦
国
山
岳
城
郭
（
山
上
に

居
城
、
山
下
に
守
護
所
）
と
し

て
七
尾
城
を
改
築
し
た
の
で
あ

ろ
う
。

全
山
全
域
に
、
良
好
に
城
郭

遺
跡
が
残
っ
て
い
る
七
尾
城
跡

は
、
現
在
で
は
、
わ
が
国
に
お

け
る
唯
一
無
二
の
、
最
も
文
化

的
価
値
の
高
い
戦
国
山
岳
城
郭

跡
と
な
っ
て
い
る
。
中
世
の
能

登
国
の
武
士
団
や
農
民
衆
の
普

請
の
賜
物
が
、
七
尾
城
と
い
う

巨
大
な
文
化
的
遺
産
と
な
っ

て
、
二
十
世
紀
末
の
わ
れ
わ
れ

の
社
会
に
与
え
て
く
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
遺
構
を
知
っ
て
、

遺
構
の
保
存
や
復
元
に
努
め
、

そ
の
文
化
遺
産
を
後
人
に
伝
え

て
い
け
る
七
尾
城
で
あ
り
た

い
」
と
述
べ
て
い
る
。

す
ば
ら
し
い

す
ば
ら
し
い

す
ば
ら
し
い

す
ば
ら
し
い

城
山
の
眺
望

城
山
の
眺
望

城
山
の
眺
望

城
山
の
眺
望

七
尾
の
由
来
は

七
尾
の
由
来
は

七
尾
の
由
来
は

七
尾
の
由
来
は

七
つ
の
尾
根

七
つ
の
尾
根

七
つ
の
尾
根

七
つ
の
尾
根

良
好
に
残
る

良
好
に
残
る

良
好
に
残
る

良
好
に
残
る

城
山
遺
構

城
山
遺
構

城
山
遺
構

戦国守護大名・能登畠山氏の七尾城の縄張の概要
七尾城の縄張図（南 龍雄氏による）

（答え3面）
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な
が
り
ま
し
た
。

「
春
を
呼
ぶ
コ
ン
サ
ー
ト
」

に
出
か
け
た
西
尾
さ
ん
は
、
心

か
ら
音
楽
を
楽
し
み
感
動
を
み

ん
な
と
分
か
ち
合
い
た
い
と
望

み
、
ほ
ど
な
く
ホ
ー
ム
コ
ン
サ

ー
ト
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

音
楽
に
感
動
し
た
人
達
や
コ
ン

サ
ー
ト
を
共
に
成
し
遂
げ
た
歓

び
を
分
か
ち
合
う
仲
間
達
の
姿

が
、
西
尾
さ
ん
に
と
っ
て
は
何

よ
り
う
れ
し
か
っ
た
よ
う
で

す
。一

九
九
七
年
、
谷
川
俊
太
郎

さ
ん
が
き
て
西
尾
さ
ん
に
詩
を

読
ん
で
く
だ
さ
っ
た
ら
・
・
・

と
、
手
紙
を
書
き

「
魂
の
い
ち
ば
ん

お
い
し
い
と
こ

ろ
」
と
題
さ
れ
る

コ
ン
サ
ー
ト
が
実

現
し
ま
し
た
。

そ
の
三
カ
月

後
、
西
尾
さ
ん
は

胆
肝
癌
に
冒
さ

れ
、
余
命
一
年
と

宣
告
を
受
け
ま

す
。「

も
う
一
度
ク

リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ

ー
ト
を
開
き
た

い
」。

「
こ
ん
な
体
で
も
自
分
の
生

き
る
姿
を
み
て
励
み
に
な
る
人

が
い
る
」。

一
九
九
八
年
十
二
月
、「
手

綱
を
引
き
締
め
て
の
生
は
、
す

べ
て
が
輝
き
、
今
が
、
こ
の
一

瞬
が
、
泣
き
た
い
よ
う
に
い
と

お
し
く
感
じ
ら
れ
ま
す
」
と
、

腹
水
が
人
工
呼
吸
器
を
押
し
や

る
極
限
状
態
の
中
、
舞
台
の
上

で
「
生
き
る
こ
と
が
す
べ
て

だ
」
と
命
の
本
質
を
残
し
、
三

カ
月
後
に
穏
や
か
に
自
宅
で
家

族
と
仲
間
達
に
看
取
ら
れ
、
こ

の
世
を
去
り
ま
し
た
。

ＡＬＳと仲間達 
● 連 絡 先 ● 

その52

A
L
S
と
仲
間
達
 Ａ

Ｌ
Ｓ
と
仲
間
達
　
榊
原
　
千
秋
 

い
の
ち
に
や
さ
し
い 

ま
ち
づ
く
り
に
向
か
っ
て 

石川県小松市園町ハ６６ 
ＡＬＳと仲間達　榊原千秋 
メール：sakaki-h@tvk.ne.jp 
FAX：0761‐23‐7307

初期のメンバーと冊子作成スタッフとともに
（後列中央が筆者の榊原千秋さん）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
支
え
た
 

A
L
S
の
在
宅
療
養
 

る
会
で
す
。
コ
ン
サ
ー
ト
会
場

で
は
、
日
本
Ａ
Ｌ
Ｓ
協
会
石
川

県
支
部
や
石
川
県
難
病
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
の
ご
協
力
を
得

て
、
難
病
相
談
コ
ー
ナ
ー
や
Ａ

Ｌ
Ｓ
患
者
さ
ん
の
絵
画
等
の
作

品
展
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

仲
間
達
の
活
動
か
ら
「
愛
か

も
し
れ
な
い
」
と
い
う
歌
が
生

ま
れ
ま
し
た
。
詩
人
の
谷
川
俊

太
郎
さ
ん
と
千
と
千
尋
の
神
隠

し
の
作
詞
を
さ
れ
た
覚
和
歌
子

さ
ん
が
作
詞
、
金
沢
市
出
身
の

鶴
来
正
基
さ
ん
が
作
曲
。
広
く

多
く
の
方
々
に
歌
わ
れ
続
け
て

欲
し
い
と
い
う
願
い
を
込
め

て
、
覚
和
歌
子
さ
ん
と
一
緒
に

仲
間
達
の
メ
ン
バ
ー
も
コ
ー
ラ

ス
に
参
加
し
Ｃ
Ｄ
化
さ
れ
ま
し

た
。は

じ
ま
り
は
、
西
尾
健
弥
さ

ん
と
の
出
会
い
で
す
。
西
尾
さ

ん
は
一
九
九
二
年
に
頭
脳
や
感

覚
は
正
常
な
ま
ま
、
運
動
を
つ

か
さ
ど
る
神
経
が
侵
さ
れ
、
全

身
の
筋
肉
が
萎
縮
す
る
神
経
難

病
Ａ
Ｌ
Ｓ
と
告
知
さ
れ
ま
し

た
。
一
九
九
五
年
に
は
呼
吸
筋

が
麻
痺
し
、
人
工
呼
吸
器
を
つ

け
て
の
「
生
」
を
選
択
、
翌
年

一
九
九
六
年
に
小
松
市
で
在
宅

療
養
を
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
介

護
保
険
の
な
い
時
代
で
し
た
の

で
、
二
十
四
時
間
の
在
宅
療
養

を
支
援
す
る
た
め
に
、
小
松
市

の
保
健
師
さ
ん
が
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
し
、
神
経
内
科
専
門
医
、
在

宅
の
か
か
り
つ
け
医
、
歯
科

医
、
訪
問
看
護
師
、
理
学
療
法

士
、
介
護
福
祉
士
、
ヘ
ル
パ

ー
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ら
の
チ
ー

ム
が
組
ま
れ
ま
し
た
。
当
時
、

自
分
自
身
が
生
死
の
境
を
さ
ま

よ
う
事
故
後
の
リ
ハ
ビ
リ
中
だ

っ
た
私
も
、
市
の
保
健
師
さ
ん

か
ら
誘
わ
れ
て
介
護
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
か
か
わ
り
始
め
ま

し
た
。

唯
一
動
か
す
こ
と
の
で
き
る

瞳
で
文
字
盤
を
追
っ
て
の
願
い

は
「
能
登
に
行
き
た
い
」「
Ａ

Ｌ
Ｓ
の
情
報
発
信
地
に
な
り
た

い
」
で
、
そ
の
夢
の
実
現
の
た

め
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
り
ま

し
た
。
仲
間
達
の
一
人
は
、
情

報
発
信
の
た
め
に
眼
球
の
動
き

を
メ
ガ
ネ
に
取
り
付
け
た
セ
ン

サ
ー
で
と
ら
え
て
文
字
入
力
で

き
る
セ
ン
サ
ー
と
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
の
導
入
を
助
け
、
闘
病
記

や
能
登
旅
行
記
づ
く
り
を
実
現

さ
せ
ま
し
た
。
総
勢
十
二
人
の

仲
間
達
と
出
か
け
た
人
工
呼
吸

器
を
つ
け
て
の
能
登
旅
行
は
、

さ
ら
に
積
極
的
な
外
出
に
も
つ

西尾健弥さんとの出会い、詩人谷川俊太郎さんを招いてはじめて開かれたホームコンサート「魂のいちばんおいしいと

ころ」から10年。コンサートでの出会いが歌を生み出しました。 
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く
。
そ
の
こ
と
が
感
動
を
生

み
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
と
っ
て

も
気
持
ち
の
よ
い
達
成
感
に
つ

な
が
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。十

周
年
の
節
目
と
し
て
、
こ

れ
ま
で
の
会
の
経
緯
を
ま
と
め

た
冊
子
を
出
版
し
、
こ
れ
ま
で

に
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
々

と
の
物
語
を
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
読
み
進
め
る

と
、
最
初
は
難
病
の
患
者
さ
ん

を
支
え
る
と
い
う
社
会
性
を
持

っ
た
活
動
が
、
年
月
が
た
つ
う

ち
に
だ
ん
だ
ん
と
一
人
ひ
と
り

の
内
面
の
中
で
深
ま
っ
て
い
っ

て
、
自
分
の
心
と
向
き
合
っ
た

り
、
自
分
の
心
を
見
つ
め
直
し

た
り
す
る
機
会
を
こ
の
会
を
通

じ
て
持
て
て
い
る
こ
と
に
気
が

つ
き
ま
す
。「
今
こ
う
や
っ
て

生
き
て
い
る
自
分
の
意
味
」
に

気
が
付
く
時
間
で
あ
り
場
で
あ

り
ま
す
。

谷
川
さ
ん
の
い
う
「
迷
い
や

疑
い
や
否
定
を
超
え
た
肯
定
」

が
、
来
て
く
だ
さ
る
方
々
の
や

さ
し
い
気
持
ち
で
自
然
と
生
ま

れ
ま
す
。
こ
の
あ
た
た
か
で
や

さ
し
さ
を
支
え
合
え
る
文
化

が
、
私
た
ち
の
暮
ら
す
町
に
、

小
松
か
ら
地
球
上
の
あ
ち
ら
こ

ち
ら
に
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

「
迷
い
や
疑
い
や
否
定
を
 

　
超
え
た
肯
定
」
で
 

能登旅行にでかけた西尾健弥さんご夫妻
（珠洲ビーチホテルにて）

「
Ａ
Ｌ
Ｓ
と
仲
間
達
」
の
主

な
活
動
は
、
Ａ
Ｌ
Ｓ
（
筋
萎
縮

性
側
索
硬
化
症
）
を
は
じ
め
と

す
る
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
か
ら

の
療
養
上
の
ご
相
談
や
医
療
保

健
福
祉
ス
タ
ッ
フ
か
ら
の
ご
相

談
と
、「
魂
の
い
ち
ば
ん
お
い

し
い
と
こ
ろ
」
と
い
う
生
と
死

の
こ
と
を
テ
ー
マ
に
し
た
コ
ン

サ
ー
ト
の
開
催
で
、
今
年
十
一

年
目
を
迎
え
ま
す
。

大
勢
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
支

え
ら
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す

が
、
会
員
規
約
も
な
く
、
会
費

も
な
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
制

限
も
ま
っ
た
く
な
い
、
ま
さ
に

「
ご
縁
」
で
集
ま
っ
た
人
た
ち

で
作
り
上
げ
、
運
営
さ
れ
て
い

西
尾
さ
ん
の
残
し
て
い
っ
た

「
生
」
と
「
死
」
は
、
亡
き
後

も
彼
自
身
の
生
へ
の
姿
勢
、
彼

を
支
え
た
仲
間
達
の
姿
。
そ
れ

ら
を
さ
ら
に
深
く
昇
華
す
る
深

い
言
葉
と
音
楽
が
、
新
た
な

「
縁
」
を
生
み
出
し
て
き
ま
し

た
。
難
病
を
患
っ
た
方
、
介
護

す
る
家
族
の
い
る
方
、
大
切
な

人
を
な
く
さ
れ
た
方
、
詩
と
音

楽
に
感
動
し
た
方
、
医
療
を
志

す
方
、
様
々
な
立
場
の
方
々
が

集
い
、
現
在
の
会
を
運
営
し
て

い
ま
す
。
各
人
の
得
意
分
野
を

生
か
し
、
各
々
が
無
理
な
く
で

き
る
範
囲
で
そ
れ
ぞ
れ
の
力
を

出
す
。
ゆ
る
や
か
な
関
係
の
中

で
一
つ
の
目
的
に
向
か
っ
て
い

「
魂
の
い
ち
ば
ん
お
い
し
い

「
魂
の
い
ち
ば
ん
お
い
し
い

「
魂
の
い
ち
ば
ん
お
い
し
い

「
魂
の
い
ち
ば
ん
お
い
し
い

「
魂
の
い
ち
ば
ん
お
い
し
い

「
魂
の
い
ち
ば
ん
お
い
し
い

と
こ
ろ
」
の
コ
ン
サ
ー
ト

と
こ
ろ
」
の
コ
ン
サ
ー
ト

と
こ
ろ
」
の
コ
ン
サ
ー
ト

と
こ
ろ
」
の
コ
ン
サ
ー
ト

と
こ
ろ
」
の
コ
ン
サ
ー
ト

と
こ
ろ
」
の
コ
ン
サ
ー
ト

今
一
番
し
た
い
こ
と
は

今
一
番
し
た
い
こ
と
は

今
一
番
し
た
い
こ
と
は

今
一
番
し
た
い
こ
と
は

今
一
番
し
た
い
こ
と
は

な
ん
で
す
か
？

な
ん
で
す
か
？

な
ん
で
す
か
？

な
ん
で
す
か
？

ひ
と
り
の
Ａ
Ｌ
Ｓ
患
者
が

ひ
と
り
の
Ａ
Ｌ
Ｓ
患
者
が

ひ
と
り
の
Ａ
Ｌ
Ｓ
患
者
が

ひ
と
り
の
Ａ
Ｌ
Ｓ
患
者
が

残
し
て
い
っ
た
仲
間
達
の

残
し
て
い
っ
た
仲
間
達
の

残
し
て
い
っ
た
仲
間
達
の

残
し
て
い
っ
た
仲
間
達
の

残
し
て
い
っ
た
仲
間
達
の

残
し
て
い
っ
た
仲
間
達
の

残
し
て
い
っ
た
仲
間
達
の

残
し
て
い
っ
た
仲
間
達
の

つ
な
が
り

つ
な
が
り

つ
な
が
り

「
愛
か
も
し
れ
な
い
」
の

「
愛
か
も
し
れ
な
い
」
の

「
愛
か
も
し
れ
な
い
」
の

「
愛
か
も
し
れ
な
い
」
の

歌
が
谷
川
俊
太
郎
さ
ん

歌
が
谷
川
俊
太
郎
さ
ん

歌
が
谷
川
俊
太
郎
さ
ん

歌
が
谷
川
俊
太
郎
さ
ん

歌
が
谷
川
俊
太
郎
さ
ん

歌
が
谷
川
俊
太
郎
さ
ん

歌
が
谷
川
俊
太
郎
さ
ん

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
で
Ｃ
Ｄ
に

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
で
Ｃ
Ｄ
に

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
で
Ｃ
Ｄ
に

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
で
Ｃ
Ｄ
に

ひ
と
り
の
Ａ
Ｌ
Ｓ
患
者
が

ひ
と
り
の
Ａ
Ｌ
Ｓ
患
者
が

ひ
と
り
の
Ａ
Ｌ
Ｓ
患
者
が

ひ
と
り
の
Ａ
Ｌ
Ｓ
患
者
が

ひ
と
り
の
Ａ
Ｌ
Ｓ
患
者
が

ひ
と
り
の
Ａ
Ｌ
Ｓ
患
者
が

残
し
て
い
っ
た
も
の

残
し
て
い
っ
た
も
の

残
し
て
い
っ
た
も
の

残
し
て
い
っ
た
も
の

残
し
て
い
っ
た
も
の

今
こ
う
や
っ
て

今
こ
う
や
っ
て

今
こ
う
や
っ
て

今
こ
う
や
っ
て

生
き
て
い
る
意
味

生
き
て
い
る
意
味

生
き
て
い
る
意
味

生
き
て
い
る
意
味
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原
　
和
人（
金
沢
市
・
外
科
） 

会 員 投 稿  会 員 投 稿  

加
害
者
の
側
か
ら
の
平
和 
加
害
者
の
側
か
ら
の
平
和 

昨
年
一
年
も
様
々
な
平
和
活

動
に
参
加
し
、
改
め
て
平
和
の

大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

た
。
四
月
の
沖
縄
の
辺
野
古
支

援
活
動
、
五
月
と
七
月
の
ソ
ウ

ル
訪
問
、
八
月
の
広
島
で
の
原

水
爆
禁
止
世
界
大
会
、
そ
し

て
、
十
月
の
横
須
賀
で
の
反
核

医
師
の
会
の
総
会
な
ど
。

私
の
平
和
の
原
点
は
、
中
学

の
時
に
見
た
「
ひ
め
ゆ
り
部

隊
」
の
沖
縄
戦
で
あ
り
、
そ
し

て
、
大
学
二
年
の
時
に
初
め
て

訪
れ
た
広
島
で
あ
る
。
平
和
記

念
館
の
世
紀
末
を
思
わ
せ
る
展

示
は
、
私
の
心
に
鮮
烈
な
光
を

放
ち
、
記
念
館
を
後
に
し
て
、

元
安
川
の
ほ
と
り
で
原
爆
ド
ー

ム
の
前
で
、
ひ
た
す
ら
涙
が
止

ま
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て

い
る
。
私
の
平
和
運
動
は
、

「
こ
の
よ
う
な
悲
惨
な
戦
争
を

起
こ
し
て
は
い
け
な
い
」
と
い

う
思
い
か
ら
出
発
し
た
。

最
近
、
何
度
か
ソ
ウ
ル
を
訪

問
し
て
、
日
本
の
ア
ジ
ア
侵
略

の
実
相
を
目
に
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
西
大
門
に
あ
る
日
本
軍

の
刑
務
所
跡
や
日
本
軍
に
よ
る

従
軍
慰
安
婦
が
住
む
ナ
ヌ
ム
の

家
は
、
私
に
「
被
害
者
の
側
か

ら
の
平
和
」
だ
け
で
は
な
く
、

「
加
害
者
の
側
か
ら
の
平
和
」

を
考
え
る
大
切
さ
を
教
え
て
く

れ
た
。

日
帝
（
日
本
帝
国
：
韓
国
の

人
々
は
今
も
こ
う
呼
ぶ
）
に
よ

る
長
い
朝
鮮
支
配
の
時
代
、
そ

の
牙
城
と
な
っ
た
の
が
西
大
門

刑
務
所
で
あ
っ
た
。
愛
国
者
を

含
め
た
多
く
の
朝
鮮
の
人
々
が

連
行
さ
れ
、
拷
問
暴
行
を
受

け
、
こ
の
場
所
で
処
刑
さ
れ

た
。
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
か

ら
大
学
ま
で
の
学
生
が
、
課
外

学
習
と
し
て
韓
国
各
地
か
ら
訪

れ
て
い
る
。
こ
れ
を
反
日
教
育

と
非
難
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
日
本
の
高
校
生

が
、
修
学
旅
行
で
韓
国
を
訪
れ

る
こ
と
が
多
い
。
韓
国
の
高
校

生
は
、
あ
ま
り
に
も
日
本
の
高

校
生
が
日
本
が
朝
鮮
に
対
し
て

行
っ
た
行
為
に
つ
い
て
、
無
知

で
あ
る
こ
と
に
驚
く
と
い
う
。

慰
安
婦
は
、
強
制
連
行
さ
れ
た

の
で
は
な
く
、
自
分
の
意
思
で

行
っ
た
の
だ
と
し
て
、
従
軍
慰

安
婦
と
い
う
言
葉
を
日
本
の
教

科
書
か
ら
な
く
し
て
し
ま
お
う

と
い
う
愚
か
な
行
為
。
ナ
ヌ
ム

の
家
で
は
、
元
慰
安
婦
の
ハ
ル

モ
ニ
が
、
拉
致
さ
れ
て
連
れ
去

ら
れ
た
こ
と
を
話
し
て
く
れ

た
。日

本
の
平
和
運
動
は
、
広
島

や
長
崎
の
原
爆
や
、
沖
縄
戦
、

そ
し
て
東
京
大
空
襲
な
ど
の

「
被
害
者
と
し
て
の
戦
争
」
を

強
調
す
る
こ
と
で
、
平
和
の
大

切
さ
を
訴
え
て
き
た
。
一
方

で
、「
加
害
者
と
し
て
の
戦
争
」

の
事
実
は
、
遠
い
過
去
と
し
て

忘
れ
去
ろ
う
と
し
て
い
る
よ
う

に
思
え
る
。

先
日
、
九
条
の
会
・
医
療
者

の
会
の
二
周
年
記
念
講
演
会
が

東
京
で
行
わ
れ
た
。
そ
の
時
、

佐
久
総
合
病
院
の
色
平
哲
郎
医

師
が
、「
日
本
の
平
和
は
、
他

国
の
平
和
と
は
イ
コ
ー
ル
で
は

な
い
」、
憲
法
の
前
文
が
「
諸

国
民
と
の
協
和
に
よ
る
成
果
」

と
述
べ
、「
諸
国
」
と
は
「
Ｎ

Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ｓ
」
で
あ
り
、

「
日
本
の
平
和
」
と
し
て
い
な

い
こ
と
が
大
切
な
の
だ
と
強
調

し
た
。

日
本
の
為
政
者
が
、「
日
本

の
平
和
」
と
い
う
立
場
か
ら
、

日
本
の
軍
事
力
の
強
化
、
日
本

の
核
武
装
の
必
要
性
を
こ
と
さ

ら
に
強
調
す
る
こ
と
は
、「
加

害
者
の
側
か
ら
の
平
和
」
を
忘

れ
て
し
ま
っ
た
愚
か
な
考
え
方

に
ほ
か
な
ら
な
い
。

大
平
　
政
樹（
金
沢
市
・
外
科
） 
会 員 投 稿  会 員 投 稿  

合
掌
か
ず
良 

合
掌
か
ず
良
（
か
ず
ら
） 

富
山
県
南
砺
市
の
城
端
桜
ヶ

池
を
見
下
ろ
す
小
高
い
丘
の

上
、
一
軒
の
合
掌
造
り
の
家
屋

が
あ
る
。
こ
こ
が
今
回
ご
紹
介

す
る
「
か
ず
良
」
で
あ
る
。

こ
の
辺
り
は
、
日
本
ば
な
れ

し
た
風
景
で
あ
る
。
ス
イ
ス
の

レ
マ
ン
湖
と
は
言
わ
な
い
が
、

湖
上
を
渡
る
風
は
涼
や
か
で
、

周
囲
の
山
々
は
ひ
た
す
ら
に

神
々
し
い
。
こ
の
地
に
立
つ

と
、
不
思
議
な
感
慨
に
襲
わ
れ

る
。
金
沢
か
ら
わ
ず
か
一
時
間

弱
の
距
離
に
あ
る
と
は
俄
に
信

じ
が
た
い
。

「
か
ず
良
」
は
茅
葺
き
の
屋

根
、
い
ろ
り
、
黒
光
り
す
る
大

柱
、
板
張
り
の
床
、
す
べ
て
が

古
き
日
本
に
彩
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
口
に
入
る
も
の
も
又
巷

の
見
慣
れ
た
献
立
と
は
趣
を
異

に
す
る
。「
イ
ノ
シ
シ
鍋
」「
雉

焼
き
」「
鹿
ス
テ
ー
キ
」「
熊
の

刺
身
」「
馬
刺
し
」
な
ど
、
お

よ
そ
山
で
獲
れ
る
も
の
な
ら
、

何
で
も
ご
ざ
れ
で
あ
る
。
正
直

な
と
こ
ろ
、
筆
者
は
こ
う

い
う
種
類
の
も
の
が
苦
手

で
あ
る
（
何
で
紹
介
記
事

を
書
い
て
ん
だ
よ
？
）。

で
も
、
お
そ
ば
、
山
菜
・

き
の
こ
の
天
ぷ
ら
、
鮎
・

岩
魚
の
塩
焼
き
と
い
っ
た

定
番
物
も
あ
る
の
で
、
下

手
物
嫌
い
の
方
も
十
分
楽

し
め
る
。
ご
安
心
を
！

特
に
お
そ
ば
は
「
石
挽

手
打
そ
ば
」
と
銘
打
っ
て

あ
る
通
り
、
絶
品
で
あ

会 員 投 稿  会 員 投 稿  
クラスが選んだ「HEIWAの鐘」 

中学生もやるじゃない 中学生もやるじゃない 

HEIWAの鐘 仲里幸広　作詞・作曲●白石哲也　編曲 

よ
み
が
え
れ
　
あ
の
時
代
へ 

武
器
を
持
た
ぬ
こ
と
を
伝
え
た 

先
人
た
ち
の
声
を 

永
遠
に
語
り
継
ぐ
の
さ 

脅
か
す
こ
と
で
し
か
　
守
る
こ
と
が
で
き
な
い
と 

く
り
返
す
戦
争
　
忘
れ
ゆ
く
　
愚
か
な
権
力
よ 

い
つ
か（
自
由
な
空
が
） 

虹
か
か
る（
翼
ひ
ろ
げ
ゆ
く
） 

風
に（
高
く
大
き
な
）幸
せ
贈
る
だ
ろ
う 

ぼ
く
ら
の
生
ま
れ
た
こ
の
地
球
に
　
奇
跡
を
起
こ
し
て
み
な
い
か 

拳
を
ひ
ろ
げ
て
つ
な
ぎ
ゆ
く
　
心
は
ひ
と
つ
に
な
れ
る
さ 

平
和
の
鐘
は
　
君
の
胸
に
響
く
よ 

 

唄
い
踊
り
　
助
け
合
っ
た 

振
り
向
か
ず
　
笑
い
続
け
た 

誇
る
島
の
魂
を 

永
遠
に
守
り
抜
く
の
さ 

銃
声
が
鳴
り
響
き
　
海
や
大
地
が
砕
け
散
る 

正
義
の
叫
び
　
こ
だ
ま
す
る
　
フ
ェ
ン
ス
を
飛
び
越
え
て 

君
が（
一
人
立
て
ば
） 

変
わ
る
の
さ（
明
日
へ
輝
い
て
） 

ず
っ
と（
未
来
の
夢
を
）こ
こ
に
残
し
て
ゆ
こ
う 

ぼ
く
ら
の
生
ま
れ
た
こ
の
地
球
に
　
奇
跡
を
起
こ
し
て
み
な
い
か 

拳
を
ひ
ろ
げ
て
つ
な
ぎ
ゆ
く
　
心
は
ひ
と
つ
に
な
れ
る
さ 

平
和
の
鐘
は
　
君
の
胸
に
響
く
よ 

君
が（
一
人
立
て
ば
） 

変
わ
る
の
さ（
明
日
へ
輝
い
て
） 

ず
っ
と（
未
来
の
夢
を
）こ
こ
に
残
し
て
ゆ
こ
う 

ぼ
く
ら
の
生
ま
れ
た
こ
の
地
球
に
　
奇
跡
を
起
こ
し
て
み
な
い
か 

拳
を
ひ
ろ
げ
て
つ
な
ぎ
ゆ
く
　
心
は
ひ
と
つ
に
な
れ
る
さ 

平
和
の
鐘
は
　
君
の
胸
に
響
く
よ 

※
繰
り
返
し 

平
和
の
鐘
は
　
君
の
胸
に
響
く
よ 

　それは、昨年11月、金沢市立中学校文化祭のことです。全校合唱コンクールが行われていました。とこ

ろが２年生の孫娘が出演したクラスの合唱が、会場を埋めた保護者、先生、生徒に、びっくりするような

感動を呼び起こしたのです。涙を流す人もありました。 

　そして、賞をもらいました。曲目は、「HEIWAの鐘」。特筆すべきは、多くの曲目の中から、クラス

生徒全員の総意でこの歌が選ばれたことです。 

　やるね、中学生諸君。感動の一節を紹介したいと思います。世の大人たちよ、しっかりしようぜ。 
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る
。
力
強
い
麺
、
そ
れ
と
絶
妙

の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
濃
い
め
の

ダ
シ
。
の
ど
ご
し
に
は
独
特
の

味
わ
い
が
あ
る
。
余
談
だ
が
、

通
は
麺
を
半
分
ほ
ど
し
か
ダ
シ

に
付
け
な
い
の
だ
そ
う
だ
。
お

ま
け
に
わ
さ
び
を
使
う
の
は
も

っ
と
素
人
だ
と
か
・
・
、
い
ず

れ
も
そ
ば
本
来
の
味
を
大
切
に

す
る
と
い
う
趣
旨
の
よ
う
だ

が
、
う
〜
〜
ん
。
ま
だ
ま
だ
そ

の
域
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。そ

れ
に
し
て
も
、
い
ろ
り
を

前
に
し
て
、
お
鍋
を
つ
つ
く
の

は
本
当
に
心
が
安
ら
ぐ
。
も
う

何
十
年
前
か
ら
、
こ
こ
で
住
ん

で
い
る
よ
う
な
不
思
議
な
安
堵

感
に
包
ま
れ
る
の
だ
。
こ
う
い

う
場
所
で
は
口
に
入
る
物
は
何

で
も
お
い
し
い
。

か
ず
良
は
実
は
お
泊
ま
り
も

で
き
る
。
遠
方
よ
り
の
お
客

様
、
好
奇
心
旺
盛
の
子
ど
も
た

ち
。
喜
ば
れ
る
こ
と
受
け
合
い

で
あ
る
。
板
張
り
の
部
屋
に
布

団
を
敷
い
て
、
時
を
刻
む
柱
時

計
の
音
に
耳
を
澄
ま
せ
る
。
し

ん
し
ん
と
更
け
て
ゆ
く
秋
の

夜
。
虫
の
音
が
驚
く
ほ
ど
大
き

く
、
時
間
が
止
ま
っ
て
い
る
よ

う
に
感
じ
る
。
外
に
出
れ
ば
、

夜
空
に
見
え
る
星
も
驚
く
ほ
ど

近
く
、
何
よ
り
空
気
が
お
い
し

い
。
ぜ
ひ
ご
家
族
で
一
度
足
を

運
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
ま

た
、
新
し
い
家
族
の
発
見
が
あ

る
か
も
し
れ
な
い
。

富山県南砺市立野原東1768-5

電話 （0763）62‐2863

砺波駅 城端駅

ショッピングセンター●

山田川 ●城端善徳寺
曳山会館●

温水プール●
●神明宮かずら●

←金沢 富山→
高岡駅

桜ヶ池

丘の上に建つ「かず良」
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【問題】左右が対称に見える2枚のイラストですが、
よく見ると違うところが20か所もあります。全部探
してください。その中で ★間違い個所が一番多い
コマと ★間違いが全くないコマを探して《例えば
「A列1番」「B列2番」のように》答えてください。 

★間違いが一番多いコマ＿列＿番 
★間違いが全くないコマ＿列＿番 

イラスト ●モロズミ勝 
（答え4面） 

暮らし向きも景況感も悪化

収入減った人 45％
日本銀行の「生活意識に関するアンケ

ート調査」（2006年 9月郵送調査、全国

満 20歳以上 4000 人対象、有効回答率

49.5％）の結果は、景気回復が国民生活に

及んでいないことを改めて示している。

1年前と比べて現在の暮らし向きに

「ゆとりがなくなってきた」が、前回

の 2006 年 6 月調査の 41.8％から 44.0

％に増加する一方、「ゆとりが出てき

た」が 4.8％から 4.4％に減少。「どち

らとも言えない」は 51.3％（前回 53.3

％）。「ゆとりが出てきた」から「ゆと

りがなくなってきた」を引いた暮らし

向き D.I. は、マイナス 37.1 からマイ

ナス 39.6 へ、2.5 ポイント悪化した。

1年前と比べた現在の景況感は「良

くなった」が 15.1％から 11.9％に減少

し、「悪くなった」が 21.8％から 22.9

％に増加。景況感D.I.（「良くなった」

－「悪くなった」）は、前回調査のマ

イナス 6.7 からマイナス 11.0 に悪化し

ている。景気判断の根拠として「自分

や家族の収入」60.1％（前回 56.5％）

を最も多くの人があげている。

これを裏付けるように、1年前に比

べ収入が減ったと答えた人は、前回の

39.6％から 45.0％に増加している。

また、日銀を信頼していないと答え

た人が前回の 9.1％から 16.4％に急増

している。その理由として「組織や職

員に誠実なイメージを持っていないか

ら」が前回 25.9％から 55.2％に倍増し

て最多に。福井総裁の村上ファンドへ

の出資問題を国民は忘れていない。

2005 年度 1ヵ月平均の生活保護世帯

過去最多の 104 万世帯
2006 年 10 月 6 日、厚生労働相が発

表した「社会福祉行政業務報告」によ

ると、2005 年度の 1 ヵ月平均の生活

保護世帯数は、前年度に比べ 4 万

2621 世 帯（4.3 ％） 増 加 し、104 万

1508 世帯だった。1ヵ月平均で初めて

百万世帯を突破。最も少ない 92 年度

（58 万 5972 世帯）以来増え続け、過

去最多となった。

被保護世帯数を世帯類型別に見ると

高齢者世帯が 43.4％（45 万 1962 世帯）

と最も多く、次いで障害者・傷病者世

帯が 37.4％で、母子世帯は 8.7％。

保護の種類別では（扶助人員数）、

生活扶助が最も多く、医療扶助、住宅

扶助、介護扶助と続くが、介護扶助が

前年度比 11.4％と伸び率が最も高い。

2005 年度の児童虐待相談件数

過去最高 3万 4472 件
2006 年 10 月 6 日、厚生労働省が発

表した「社会福祉行政業務報告」によ

ると、2005 年度中に児童相談所が対

応した養護相談のうち「児童虐待相談

の対応件数」は 3 万 4472 件で、前年

度に比べ 1064 件（3.2％）増加し、過

去最多となった。

相談種別では「身体的虐待」が 42.7

％（1 万 4712 件）と最も多く、次い

で「保護の怠慢・拒否（ネグレクト）」

が 37.5％（1 万 2911 件）、心理的虐待

16.8 ％（5797 件 ）、性的虐待 3.1 ％

（1052 件）となっている。

虐待を受けた子どもを年齢別にみる

と、小学生が 1万 3024 件で最も多く、

3 歳～学齢前 8781 件、0 ～ 3 歳未満

6361 件の順となっている。

高齢一人暮らしの問題浮かび上がる

孤立する男性、低収入の女性
内閣府は 2006 年 1 月、65 歳以上を

対象に「世帯類型に応じた高齢者の生

活実態等に関する意識調査」（4500 人

対象、回収率 61.2％）を一人暮らし世

帯、夫婦のみの世帯、一般世帯の 3分

類に分けて実施。結果は、高齢一人暮

らしの問題を浮かび上がらせている。

近所づきあいがない割合は、夫婦の

み世帯（4.4％）、一般世帯（6.8％）に

比べ一人暮らし（11.2％）で高くなっ

ており、一人暮らしの男性では 24.3

％。親しい友人がいない割合は、一人

暮らし（26.9％）、夫婦のみ（27.3％）、

一般世帯（26.2％）でほとんど差がな

いが、一人暮らしの男性（41.3％）は

突出して高い。

町内会、老人クラブなどグループ活

動に所属していない割合は夫婦のみ

（29.0％）に対し、一人暮らし（39.5％）

や一般世帯（38.0％）でやや高く、一

人暮らし男性は 47.6％と高い。

毎月の収入が 15 万円未満の割合は、

夫婦のみ世帯（14.7％）、一般世帯

（30.1％）に比べて、一人暮らし世帯

（52.9％）で高く、とくに一人暮らし

の女性では 55.8％にのぼった。

データで見る データで見る データで見る 時の動き 時の動き 時の動き 
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○調査期間 2006 年 11 月 15 日～ 30 日
○調査対象 84 医療機関（60 病院・24 有床診療所）
○有効回答 20医療機関（16 病院・4有床診療所）、回答率 23.8％
◇回答があった医療療養総病床数 2,551 床
◇上記のうち総入院患者数 2,013 床

〈表1〉入院患者のADL・医療区分評価結果

① ADL・医療区分評価結果（人数）
医療 1 医療 2 医療 3 計

ADL1 81 61 8 150
ADL2 63 111 40 214
ADL3 115 144 79 338
計 259 316 127 702

※区分未評価は 32 人
② ADL・医療区分評価結果（割合）

医療 1 医療 2 医療 3 計
ADL1 11.5% 8.7% 1.1% 21.4%
ADL2 9.0% 15.8% 5.7% 30.5%
ADL3 16.4% 20.5% 11.3% 48.1%
計 36.9% 45.0% 18.1% 100%

〈表2〉11月 1日現在で医療療養病床入院患者の医療区分1の状態
回答数 割合 回答内容
22 8.0% 病状が不安定で、常時医学的管理を要する
49 17.8% 病状は安定しているが、容態の急変がおきやすい
82 29.7% 容態急変の可能性が低いが、一定の医学的管理を要する
122 44.2% 容態急変の可能性は低く、福祉施設や在宅によって対応できる
1 0.4% その他

計 276

医療区分1の患者　半数以上が継続的な医学的管理が必要医療区分1の患者　半数以上が継続的な医学的管理が必要
療養病床に入院する患者のうち医療区分 1の患者の割合は前回調査（5月）では 48.6％強

であったが、今回の調査（11 月）では 36.9％と 11.7％も減少している。療養病床入院患者

の重症化が進んでいる（表 1）。

医療区分 1の患者の状態は「容態急変の可能性が低いが、一定の医学的管理を要する」

「病状は安定しているが、容態の急変がおきやすい」「病状が不安定で、常時医学的管理を

要する」を合わせた 55.5％が継続的な医学的管理を必要としている（表 2）。

現在、医療区分 1に該当するが、医療必要度から医療区分 2・3に変更すべき患者の状態

像を記載してもらったところ、次の具体例が寄せられた。

〈医療区分1に該当するが、医療必要度から医療区分2・3に該当すべき状態像〉
・「医療区分 1」に分類されている治療行為が重複で行う必要のある患者は 2・3に該当すべきである。
（日数制限なし）

・骨折、脳血管疾患の発症でいずれはリハビリが必要だがまだ急性期の安静が必要なとき、リハを
していなければ区分が１になるのはおかしいと思う。間歇的導尿が自己導尿できずＮＳが行う必
要の人も区分１である。

・現在症状は落着いているが、慢性気管支炎、心肥大等があり季節の変化で喘息発作が起こり悪化
することがあった。そのため季節の変わり目には要注意が必要であり、また独居の方なので在宅
では無理であり、介護度は低く、福祉施設では受け入れてもらえない。

・ターミナル状態で、在宅、施設入所は困難であり、家族の希望もあり、抗がん剤治療もされてお
らず、疼痛の訴えがないため麻薬の投薬がされていない。または麻薬を使用すると副作用が発現
し、状態が悪化するため使用できない。

・重度の嚥下障害があり、食事全介助、排泄全介助、移乗動作 2～ 3人で全介助、経管栄養管理も
している。（食事の不足分）

・症候性てんかんがあり、内服管理中であるが、発作をくりかえす。高齢で認知症を伴っており、
食欲不振が強い。脱水、低血圧で不安定である。（経管栄養は選択しなかった）

・38 度以上の発熱状態にて尿細菌検査を実施。細菌尿が検出し、尿路感染症と診断され、治療開始
の時に、区分変更すべきである。

・腎瘻、膀胱瘻の管理。食道瘻の管理。吸痰が 1日 5～ 7 回。腎瘻の患者で、逆流しやすく、誤嚥
予防のため、半固形タイプの経管栄養剤を 1日複数回に分け注入している。

〈表3〉上記で「福祉施設や在宅によって対応できる」と判断した患者の今後の予定
回答数 割合
42 32.8% 福祉施設にいく予定である
17 13.3% 介護療養病床にいく予定である
3 2.3% 有料老人ホーム等にいく予定である
16 12.5% 在宅療養を行う予定である
50 39.1% 行き先が決まっていない

計 128

〈表4〉上記で「行き先が決まっていない」と回答した患者さんの理由
回答数 割合
5 6.8% 入所施設がない
11 15.1% 施設入所の待機者が多くて、すぐには入所できない
3 4.1% 患者の病状のために、施設等が受けいれてくれない
15 20.5% 独居又は老人世帯で、在宅に看護・介護力がない
23 31.5% 家族が在宅への受入れを拒否する
3 4.1% 住環境の問題で、在宅は困難
10 13.7% 本人が望まない
3 4.1% その他

計 73

在宅に看護・介護力がない、受け皿となる入所施設がない在宅に看護・介護力がない、受け皿となる入所施設がない
一方、「容態急変の可能性は低く、福祉施設や在宅によって対応できる」と判断した患者

のなかで「行き先が決まっていない」が 39.1％もある（表 3）。その理由は「家族が在宅へ

の受入れを拒否する」「独居又は老人世帯で、在宅に看護・介護力がない」「住環境の問題

で在宅は困難」が合わせて 56.1％であり、また受け皿となる「入所施設がない」「施設入所

の待機者が多くて、すぐには入所できない」「患者の病状のために施設等が受け入れてくれ

ない」が合わせて 26％ある（表 4）。

実際に医療区分 1（入院基本料D，E）の患者で、退院が困難なケースを記載してもらっ

たところ次の事例が多数寄せられた。

〈医療区分1の患者で、退院困難な事例〉
・高齢者のみの世帯の患者になって、病状急変時に周囲の状況から困難であると思料される

患者の退院は望ましくない。

・同居家族はいるが、介護人が老齢であったり、仕事をしており、介護を困難とする者等の

事情があるため、退院受け入れを拒否されてしまう。また、施設や介護保険利用を話して

も、理解に乏しく、先入観や固定観念でそちらの方も拒否される。

・施設の空きがなく入所待ちしている状態。現在は状態安定しているが、悪性腫瘍などが進

行してくると、いずれは医療が必要になってくる。

・現在、病状は落着いているが、データーは悪化してきている。しかし、すぐに末期状態に

入るとは断言できない患者であるが、全くの独居の方であり、身寄りもない方なので、在

宅へ戻ることは不可能である。また定期的に検査を継続し観察が必要な患者もいる。

・老々介護。日中介護者がいない（共働き）。施設入所を希望しても、対象施設（特養、老

健、GH）の空きがない。PEGや吸痰の行為があると老健であっても受け入れがむずかし

い。

・自宅や特養・老健では対応できぬ患者が多くおられる。継続した治療看護が必要であるの

に、それを断念させて転所、退院させることは基本的人権を無視した非倫理的な行為であ

ると思う。

・インスリン療法を実施している糖尿病患者で、患者及び家族がインスリン注射を施行でき

ない場合（血糖測定を 3日に 1日、1日 3回以上、実施していないと）。

・若い障害者の方で、ADLレベルは全介助状態の患者様で、障害者施設に順番付いている

が、1ヶ所は断られ、もう 1ヶ所もなかなか順番がまわってこない感じで、入院が長引い

ている（3年位）。

・現在の 10 名は一応ゴールが決まっている。しかし当院のような地方の地域では高齢者や

病気の者などがキーパーソンとなって介護をしていることが多い。また一定若い世代は収

入が少なく仕事が忙しく介護に時間はさけない現状がある。このような中では不十分な介

護保険での在宅医療は不可能である。

・寝たきり状態にて、吸痰等の処置が時々必要のため、家族は自宅での介護は心配でできな

いと言われ、なかなか退院できない。

・病状は安定していても、経済的な理由から、他施設への入所は難しく、在宅介護も困難な

方である。10 月からの負担増により、さらに支払い困難な状況となり、当院でも対応に

大変苦慮している。介護保険対象外の年齢の若い方は、入所できる施設も限られてくるの

で、長期的に医療療養病棟で待機せざるを得ない。

・右片マヒがあり、リハビリ中、トイレや車イス移乗時介助が必要。在宅では日中一人とな

り退院困難。

〈表5〉医療療養病床を今後どうする予定か（複数回答可）
回答数 割合
17 58.6% 医療療養病床のまま
3 10.3% 一般病床に転換する
1 3.4% 回復期リハ病棟、亜急性期病棟、障害者使節等に転換する
1 3.4% 老人保健施設に転換する
0 0.0% 有料老人ホームに転換する
1 3.4% 病床を廃止する
6 20.7% 迷っている

計 29

「医療療養病床のままでいきたい」が6割「医療療養病床のままでいきたい」が6割
医療療養病床を今後どうするかの設問には、「医療療養病床のままでいきたい」が 58.6％で

あり、「迷っている」が 20.7％あった。現時点での厚生労働省が推奨する「老人保健施設、有

料老人ホーム、ケアハウスなどへの転換」を選択する回答は 3.4％（1件だけ）である（表 5）。

最後に「国に対する要望」欄には、医療現場の実情を反映した施策への転換を求める意

見が多数寄せられた。

〈国に対する要望事項〉
・医療区分の内容をもう少し考えてほしい。医療区分 2と 3が 80％を越えた病棟で仕事は大変なの
に点数の加算がないのがおかしいと思う。

・医療区分 1でしか評価できぬ患者の中で、毎日の診療、看護の中でしか対応できぬ、退院にはそ
の治療ができぬ患者が多くおられる。医療区分 2の疾患を増やすべきである。

・「療養病床再編」の根拠とされた中医協の「慢性期入院の包括評価分科会」の調査は、前回わず
か 90 病院を対象に実施されたものであり、サンプル数が少なすぎる。今回も 11 月 30 日に前回
と同じ 90 病院を対象として実施されるらしいが、調査対象数を「日医」調査程度に増やすべき
である。また、文言すり替えによる報告書作成も危惧される。パイロット病院のデータは信用で
きず、正々堂々と調査をすべきである。

・インスリン治療をしていると、希望の施設に申し込んでも断られることが多い。特に３回打ちと
なると、どこの施設も受けてくれない。腸瘻している患者様も施設から断られる→入院が長引く
ので、なんとかしてほしい。酸素投与や吸痰の必要な患者様が医療療養病棟に集まってきて、夜
間NS1 人、ケアワーカー１人体制ではかなり無理があり、危険です。肺炎になっても医療療養病
棟で治療することが多くなってきて、ますます医療処置が増えて、危険である。

・療養病床に誘導しておきながら、すぐに病床を減らす行政はおかしい。また現在の入院料では安
全・安心の医療介護はおぼつかない。このような医療・福祉・介護を破壊する政策はただちに転
換すべきである。他国のように一度壊れてしまってからでは日本はおかしくなってしまう。

・医療区分１でかつ経済的に余裕のない方々が退院できずに医療療養病棟に残らざるを得ない状態
です。そういった方々は、在宅介護が難しい家庭環境にあり、人道的に退院を勧めていく訳にも
いきません。診療報酬も大幅に下がり、医療費の未納が増えていく現在の状態では、経営面にお
いても影響を及ぼします。早急な改善策を望みます。

「医療療養病床入院患者に関する実態調査」のまとめ 「医療療養病床入院患者に関する実態調査」のまとめ 「医療療養病床入院患者に関する実態調査」のまとめ 「医療療養病床入院患者に関する実態調査」のまとめ 
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●FAX（076-231-5156）または官製ハガキにクイズの答え、住所、電話番
号、氏名、職業（勤務先または所属団体など）および本紙を読まれた感想を
必ずご記入の上、お送り下さい（住所は1面左上にあります）。 
●応募はお一人様一通に限らせていただきます。 
●当選発表は商品の発送をもって代えさせていただきます。 

　［締め切り］2007年1月30日（当日消印有効） 

【パズルの解き方】ABCのカギをヒントにマス目をうめてください。二重マス
に入れた8文字を、まずABCDの順に並べてください。二重マスの残りの4文
字をうまく並べると、ある言葉になります。 

A B C D

新年号を読まれた方なら、どなたでもご応募いただけます 

A のカギ B のカギ C のカギ 

必要事項をもれなくご記入いただいた正解者の中から抽選で
5人の方に、図書カード（2,000円分）をプレゼント 

2007年 
新春 

2007年 
新春 
2007年 
新春 

Ｍｉｓｔｙ（ミスティ） 
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Doctor's Family Concert
２００７ ２００７ 

ドクターズ・ファミリー・コンサート・２００７ ドクターズ・ファミリー・コンサート・２００７ 

主　催 石川県保険医協会 

２００７年１月１３日（土） 18：00（開場）18：30（開演） 
金沢市アートホール Doctor's Family ConcertDoctor's Family Concert♪ 

プログラム 
司　会：大平　政樹（金沢市・大平クリニック） 

独唱・二重唱 
北山　吉明（金沢市・北山クリニック） 
北山　杏子 

１ 

曲　目：Ａｖｅ Ｍａｒｉａ（Ｌｕｉｇｉ Ｌｕｚｚｉ作曲）
 Ｔｈｅ　Ｐｒａｙｅｒ（Ｃａｒｏｌｅ Ｂａｙｅｒ Ｓａｇｅｒ作曲）
 グラナダ（Ｌａ ｌａ作曲）

ピアノ伴奏：中田　佳珠 

ピアノ伴奏：吉中　典子 

●娘との初共演です。楽しみです。 

ピアノ独奏 
江守　麻衣子（金沢市・江守歯科医院） 

2

曲　目：カルメンの「ハバネラ」（ビゼー作曲）
　　　　Merry Christmas Mr.Lawrence（戦場のメリークリスマスから　坂本龍一作曲）

●10数年ぶりに再開したピアノの練習なので技術はまだまだですが、がんばっ
て弾きたいと思います。 

ギター独奏 
長山　郁生（金沢市・長山耳鼻咽喉科医院） 

3

曲　目：アルハンブラの想い出（Ｆ.タルレガ作曲）
 鐘の響き（Ｃｈｏｒｏｓ）（Ｊ．ペルナンブーコ作曲）

●2年間の練習成果を聴いて下さい。 

独　唱 
勝木　育夫（小松市・勝木医院） 

4

曲　目：どこから来たの（勝木育夫作曲／わたべまちこ作詞）
 五月の風にのって（勝木育夫作曲／わたべまちこ作詞）
 世界中にともだちいっぱい（勝木育夫作曲／わたべまちこ作詞）

●最近の子どもさんはコマーシャルソング、アニメソング等はよく知っているが、童
謡はあまり歌わないし知らない。少しでも心豊かになるような歌を広めたい。 

篠笛独奏 
村田　祐一（金沢市・むらた小児科医院） 

5

曲　目：涙そうそう（ＢＥＧＩＮ作曲）
 笛吹き童子（福田蘭童作曲）
 平城山（平井廉三郎作曲）

ピアノ伴奏：藤田　典子 

ギター二重奏・歌 
狩野　宏成（金沢市・かりの眼科医院） 
牛村　繁（白山市・うしむら眼科クリニック） 

6

曲　目：星に願いを（Ｌｅｉｇｈ　Ｈａｒｌｉｎｅ作曲）
 想い出の渚（加瀬邦彦作曲）
 亜麻色の髪の乙女（すぎやまこういち作曲）

●前回に引き続いて、アコースティックギターと歌のデュエットを行います。毎月２
回練習している成果を何とか発揮したいところですが、本番では緊張のため、
手が震えてしまいます。何とか最後まで演奏できるようにがんばります。 

●年はとっても心は童子。皆様も、一時童子に戻って、「笛吹き童子」をお聴き下さい。 

フルート独奏 
荻野　知己（金沢市・おぎの胃腸科クリニック） 

7

曲　目：小舟にて（クロード・ドビュッシー作曲）
 シシリエンヌ（ガブリエル・フォーレ作曲）

●55才から始めたフルート。ストレス解消になっています。今回演奏する2曲は仲々
難しく大変でした。真っ青な空に下の湖面に浮かぶ小舟（小舟にて）と古典
舞曲シテリアーノ（シチリアーノ）のイメージが出せれば良いのですが。小学生
のようですが１年間練習してきました。聴いて下さい。 

～ 休　　憩 ～ 

独　唱 
高松　佳緒里（金沢市・内科高松医院） 

8

曲　目：故郷（岡野貞一作曲）
 ウィーン、わが夢のまち（シーツィンスキー作曲）
 歌劇「ジャンニ・スキッキ」より　私の大好きなお父さん（プッチーニ作曲）

ピアノ伴奏：早助　直子 
●今回はじめての参加です。金沢にきて10ヶ月。ここは私の第二の“ふるさと”
になりました。よろしくお願いいたします。 

ピアノ伴奏：大野　由加 

木管四重奏 

万年　美加（金沢市・江守歯科医院） 
両川　いづみ 
竹谷　香織 
寺井　慎吾 

11

曲　目：ワルツ第１番変ホ長調Ｏｐ18「華麗なる大円舞曲」（Ｆ．Ｆ．ＣＨＯＰＩＮ作曲／豊田倫子編曲）
 Ｙｅｓｔｅｒｄａｙ（Ｊｏｈｎ Ｌｅｎｎｏｎ． Ｐａｕｌ ＭｃＣａｒｔｎｅｙ作曲／Ｇａｒｏｔｈ Ｂｒａｄｙ編曲）
 トトロメドレー（久石譲作曲／藤原勇編曲）

●誰もが一度は聴いたことのある曲を様々なジャンルから選曲しました。木管ア
ンサンブルで演奏するにはめずらしい選曲ではありますが、新鮮な気持ちで聴
いていただければ幸いです。どうぞ木管アンサンブルのハーモニーを楽しんで
下さい。 

独　唱 
佐川　元保（内灘町・金沢医科大学呼吸器外科） 

10

曲　目：「仮面舞踏会」から「お前か、清らかな心を濁したのは」（ヴェルディ作曲）
 九十九里浜（平井康三郎作曲）

●「気合いを入れて」かつ「楽しんで」歌いたいと思います。 

ピアノ伴奏：藤村　咲子 

バリトン独唱 
藤村　和昌（金沢市・藤村有松眼科医院） 

12

曲　目：「水色のワルツ」（藤浦洸作詞／高木東六作曲）
 「落葉松」（野上彰作詞／小林秀雄作曲）

●今回は、いままでとすこし趣向のかわった歌に取りくんでみました。 

ギター独奏 
広崎　晃雄（小松市・広崎外科医院） 

9

曲　目：前奏曲第一番（ビラ・ロボス作曲）
 アデリータ（タレガ作曲）

●自信はありませんが、気楽に弾こうと思います。 

どなたでも 
参加できます 
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は
天
井
か
ら
壁
、
柱
ま
で
五
千

体
の
人
骨
で
覆
わ
れ
て
お
り
、

修
道
士
の
冥
想
の
場
と
し
て
造

ら
れ
た
も
の
と
い
わ
れ
ま
す
。

余
談
で
す
が
、
シ
チ
リ
ア
島

の
カ
プ
チ
ン
会
修
道
院
の
地
下

墓
地
に
は
十
七
世
紀
か
ら
十
九

世
紀
末
ま
で
の
約
八
千
の
遺
体

が
当
時
の
衣
装
の
ま
ま
で
立
て

か
け
ら
れ
、
横
た
わ
り
、
ミ
イ

ラ
化
し
た
者
々
が
安
置
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
れ
ら
は
宗
教
的

価
値
観
の
問
題
と
は
い
え
、
そ

の
雰
囲
気
は
異
次
元
の
世
界
で

し
た
。

少
年
使
節
ら
は
エ
ヴ
ォ
ラ
を

出
立
。
ス
ペ
イ
ン
に
入
り
ト
レ

ド
で
は
千
々
石
、
原
の
両
名
が

痘
瘡
に
罹
患
。
回
復
後

一
五
八
四
年
十
一
月
、
マ
ド
リ

ー
ド
で
当
時
世
界
最
大
の
君
主

と
い
わ
れ
た
フ
ェ
リ
ー
ペ
二
世

に
謁
し
て
歓
待
を
受
け
た
。
海

路
イ
タ
リ
ア
へ
渡
り
ロ
ー
マ
に

入
り
、
一
五
八
五
年
三
月
十
三

日
、
教
皇
グ
レ
ゴ
リ
オ
十
三
世

の
謁
見
を
受
け
、
大
友
宗
麟
ら

三
侯
の
書
状
（
偽
造
文
書
と
の

学
会
論
争
が
あ
る
由
）
を
奉
呈

す
る
も
、
四
月
十
日
教
皇
薨

去
。五

月
一
日
、
新
教
皇
シ
ス
ト

五
世
の
戴
冠
式
に
参
列
し

て
、
六
月
三
日
ロ
ー
マ
を
出

発
。
北
イ
タ
リ
ア
各
地
の
歓
待

を
受
け
、
八
月
十
六
日
海
路
バ

ル
セ
ロ
ー
ナ
へ
到
着
。
再
度
フ

ェ
リ
ー
ペ
二
世
に
謁
し
て
十
一

月
下
旬
リ
ス
ボ
ン
に
帰
着
し

た
。以

後
、
イ
ン
ド
へ
の
出
航
ま

で
の
四
カ
月
あ
ま
り
、
使
節
た

ち
は
次
の
よ
う
な
町
を
訪
問
し

ま
し
た
。　
　
　
　
　
（
続
く
）

会員リレーエッセイ                 ◆◆ 91◆◆

夢
に
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
初
夢
と
は
、
新
年
に
見

る
夢
の
内
容
で
、
一
年
の
吉
凶
を
占
う
風
習
が
あ
り
ま
す
。

江
戸
時
代
に
は
大
晦
日
か
ら
元
日
に
眠
ら
ず
に
過
ご
す
こ

と
が
一
般
的
だ
っ
た
た
め
、
元
日
か
ら
二
日
に
か
け
て
の
夜

に
見
る
夢
を
初
夢
と
い
い
ま
す
。

私
の
生
家
は
、
小
さ
な
商
家
で
陶
器
商
を
営
ん
で
い
ま
し

た
。
祖
父
が
初
代
で
父
が
二
代
目
で
す
。
祖
父
は
明
治
生
ま

れ
ら
し
い
無
口
で
仕
事
ば
か
り
の
人
で
、
小
さ
か
っ
た
私
は

祖
父
と
は
あ
い
さ
つ
以
外
は
あ
ま
り
話
さ
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
父
は
大
晦
日
に
な
る
と
毎
年
の
よ
う
に
こ
う
話
し
ま
し

た
。親

父
（
私
か
ら
す
る
と
祖
父
）
の
若
い
奉
公
時
代
（
大

正
）
に
は
、
大
晦
日
は
除
夜
の
鐘
を
聞
き
終
わ
る
夜
十
二
時

過
ぎ
ま
で
正
月
準
備
の
客
で
に
ぎ
わ
っ
て
お
り
、
寝
る
間
も

な
く
、
元
旦
の
朝
か
ら
初
売
り
、
初
売
り
が
終
わ
る
と
も
う

夕
方
で
、
そ
の
か
わ
り
翌
日
二
日
朝
に
は
大
好
物
の
餅
を
一

臼
食
べ
、
あ
と
一
日
は
何
も
食
べ
な
い
で
寝
て
過
ご
す
と
い

う
の
で
す
。
き
っ
と
初
夢
な
ど
と
縁
遠
い
生
活
だ
っ
た
と
思

わ
れ
ま
す
。

父
の
時
代
に
な
っ
て
も
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
以
前
く
ら
い
ま

で
は
夜
九
時
ご
ろ
ま
で
は
お
客
さ
ん
が
ひ
っ
き
り
な
し
に
来

店
し
、
長
男
で
あ
る
私
も
子
ど
も
な
が
ら
か
り
出
さ
れ
、
商

品
で
あ
る
茶
碗
を
新
聞
紙
で
一
つ
ず
つ
包
装
し
お
客
さ
ん
に

あ
り
が
と
う
と
言
っ
て
渡
す
手
伝
い
が
大
晦
日
の
習
わ
し
で

し
た
。

母
は
「
会
社
勤
め
の
人
は
い
い
わ
ね
、
私
も
紅
白
ぐ
ら
い

は
見
た
い
も
の
だ
わ
」
と
言
っ
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま

す
。そ

の
三
代
目
で
あ
る
は
ず
の
私
が
な
ぜ
か
親
元
を
離
れ
た

富
山
の
医
学
部
に
入
学
し
、
親
が
見
た
ら
あ
き
れ
る
く
ら
い

の
不
摂
生
の
挙
げ
句
、
一
年
目
の
冬
、
い
つ
も
の
よ
う
に
着

の
身
着
の
ま
ま
小
さ
な
電
気
ご
た
つ
で
横
た
わ
っ
て
い
る
う

ち
に
咳
と
高
熱
を
出
し
、
身
動
き
が
で
き
ず
、
は
げ
し
い
倦

怠
感
に
襲
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
今
か
ら
思
う
と
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
と
き
最
悪
の
悪

夢
を
み
た
最
初
で
し
た
。

久
し
ぶ
り
に
家
に
帰
っ
て
み
る
と
、
半
年
前
に
は
元
気
だ

っ
た
父
が
、
薄
暗
い
昔
の
家
の
塗
り
壁
を
背
に
う
な
だ
れ
て

い
る
の
で
す
。
父
は
私
の
姿
を
見
つ
け
る
と
少
し
ば
か
り
明

る
い
声
で
、
い
つ
帰
っ
て
来
た
の
か
と
言
っ
た
き
り
じ
っ
と

し
て
お
り
ま
す
。
台
所
方
面
に
い
た
母
は
と
っ
て
つ
け
た
か

の
よ
う
に
、
ご
飯
食
べ
た
の
、
今
電
気
を
つ
け
る
か
ら
、
と

言
っ
て
蛍
光
灯
を
明
る
く
す
る
と
、
父
の
目
が
不
自
然
に
き

ら
り
と
し
て
い
ま
す
。
母
は
何
も
言
わ
ず
、
向
こ
う
へ
行
っ

た
き
り
戻
っ
て
来
ま
せ
ん
。
あ
ま
り
に
変
わ
り
果
て
た
父
の

姿
。
体
を
揺
り
動
か
し
て
ど
う
し
た
の
だ
と
問
い
詰
め
る

と
、
う
つ
ろ
な
右
目
と
妙
に
不
自
然
な
左
目
、
や
っ
と
絞
り

出
す
よ
う
な
声
。

「
だ
ま
さ
れ
て
借
金
の
か
た
に
腎
臓
を
片
方
と
片
目
を
と

ら
れ
た
。
わ
し
の
体
は
あ
と
右
目
だ
け
だ
」
と
聞
い
た
と
こ

ろ
で
目
が
覚
め
ま
し
た
。
全
身
汗
ま
み
れ
で
し
た
。

一
人
で
は
耐
え
き
れ
ず
、
や
っ
と
の
こ
と
で
は
い
だ
し
、

下
宿
の
廊
下
の
赤
電
話
に
た
よ
り
、
親
友
を
呼
び
、
い
つ
も

の
声
で
お
ま
え
ど
う
し
た
ん
や
の
声
を
聞
い
た
と
き
は
う
れ

し
く
、
ま
た
、
そ
の
友
人
が
持
っ
て
き
て
く
れ
た
差
し
入
れ

の
缶
コ
ー
ヒ
ー
が
と
て
も
温
か
だ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま

す
。そ

し
て
、
連
れ
添
っ
て
も
ら
い
医
者
に
受
診
し
た
こ
と
は

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

当
時
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
国

は
、
ス
ペ
イ
ン
王
国
フ
ェ
リ
ー

ペ
二
世
が
国
王
を
兼
任
し
、
甥

の
ア
ウ
ス
ト
リ
ア
枢
機
卿
（
す

う
き
き
ょ
う
）
が
名
代
と
し
て

統
治
し
て
お
り
、
彼
は
使
節
ら

を
シ
ン
ト
ラ
の
王
宮
へ
招
待
し

ま
し
た
。
現
在
の
王
宮
は
幾
度

も
増
改
築
さ
れ
た
と
の
こ
と

で
、
あ
ま
り
特
徴
の
み
ら
れ
な

い
建
物
で
、
内
部
に
は
各
々
由

緒
の
あ
る
小
部
屋
が
い
く
つ
も

あ
り
ま
し
た
が
、
残
念
な
こ
と

に
使
節

ら
の
謁

見
（
え

っ

け

ん
）
の

間
が
い

ず
れ
で

あ
っ
た

の
か
明

ら
か
で

あ
り
ま

せ
ん
で

し
た
。

シ
ン

ト
ラ
は

緑
豊
か

な
山
間

の
町
で
、
そ
の
景
観
は
文
化
遺

産
に
登
録
さ
れ
て
い
て
、
山
々

が
西
側
に
途
絶
え
た
と
こ
ろ
が

ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
最
西
端
ロ

カ
岬
で
、「
こ
こ
に
地
果
て
、

海
始
ま
る
」
と
詩
人
カ
モ
イ
シ

ュ
の
十
字
架
の
詩
標
が
立
っ
て

い
ま
す
。

一
五
八
四
年
九
月
四
日
、
使

節
ら
は
い
よ
い
よ
ロ
ー
マ
へ
の

長
旅
に
リ
ス
ボ
ン
を
出
発
。
輿

馬
車
に
て
四
日
目
に
エ
ヴ
ォ
ラ

に
到
着
。
大
司
教
の
歓
待
を
受

け
て
八
日
間
滞
在
し
た
。

私
た
ち
の
エ
ヴ
ォ
ラ
へ
の
旅

程
は
、
オ
リ
ー
ブ
樹
や
コ
ル
ク

樫
の
林
の
間
を
走
る
バ
ス
で
わ

ず
か
に
二
時
間
で
し
た
が
、
お

そ
ら
く
使
節
ら
と
同
じ
道
筋
を

走
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
し

た
。エ

ヴ
ォ
ラ
は
ス
ペ
イ
ン
国
境

に
近
く
、
ロ
ー
マ
時
代
の
城
壁

に
囲
ま
れ
て
、
中
心
部
に
は
デ

イ
ア
ナ
神
殿
の
円
柱
が
残
る
古

い
街
で
す
。
大
聖
堂
に
入
る
と

左
壁
上
の
私
の
手
の
届
か
な
い

高
さ
に
イ
べ
リ
ア
パ
イ
プ
オ
ル

ガ
ン
は
あ
り
ま
し
た
。
伊
東
マ

ン
シ
ョ
と
千
々
石
ミ
ゲ
ル
両
名

は
オ
ル
ガ
ン
を
見
事
に
演
奏
し

聴
衆
を
満
足
さ
せ
た
と
い
う
こ

と
で
す
。
彼
ら
は
い
つ
、
ど
こ

で
学
び
、
何
曲
を
演
奏
し
た
の

で
し
ょ
う
か
、
音
痴
の
私
に
は

た
だ
た
だ
、
驚
嘆
の
み
で
す

（
日
本
帰
国
後
、
彼
ら
は
秀
吉

の
面
前
で
も
各
種
の
楽
器
を
奏

で
て
い
ま
す
）。

大
聖
堂
か
ら
少
し
離
れ
て
サ

ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
教
会
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
礼
拝
堂
の
一
つ

金原　武司（内灘町・皮膚科） 

4回シリーズ 

金原武司先生の 

天生遣欧使節の足跡を訪ねる① 天正遣欧使節の足跡を訪ねる② 
ポルトガルの旅 ポルトガルの旅 ポルトガルの旅 

シ
ン
ト
ラ
に
て

エ
ヴ
ォ
ラ
に
て

ロ
ー
マ
へ
、
再
び
リ
ス
ボ
ン
へ

原
稿
募
集
中

趣
味
や
旅
行
記
、
医
療
・
福
祉
に
関
し
て
や
平
和
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
な
ど
、
会
員
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
事
務
局
の
杉
野
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
0
7
6
（
2
2
2
）
5
3
7
3

囲 碁 

（解答は３面にあります） （解答は３面にあります） 

持
駒
　
金
銀
桂
歩 

■出題 
　九段 
　石榑郁郎 

黒先　　5分で1、2級以上 
〈ヒント〉 一手目が好手筋で、 
　　　　黒生きになります。 

■出題 
　九段 
　西村一義　 

〈ヒント〉5手目に意表の一手あり……。 
 10分で1級。 

123456

一 

二 

三 

四 

五 

六 

一 

3 2 145678910

二 

三 

四 

五 

六 

七 

八 

桂 
銀 

玉 

馬 

歩 

金 

　
　
　
　
　

夢
西
川　

忠
之
（
能
美
市
・
泌
尿
器
科
）

エヴォラ大聖堂のパイプオルガン




	2007_01_表1
	07年新年号02_04
	新聞07年1月号05
	新聞07年1月号06
	新聞07年1月号07
	07年新年号08_09
	新聞07年1月号_見開10_11
	07年新年号12
	新聞07年1月号座談会13_16
	07新年号広告の頁17
	07年新年号18_27
	2007_01_表4

